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大大会会会会長長トトロロフフィィーー

国国民民ススポポーーツツ大大会会会会長長トトロロフフィィーー授授与与規規程程

第第１１条条 国民スポーツ大会開催基準要項第 項に基づき、国民スポーツ大会会長トロフ

ィー（以下「大会会長トロフィー」という。）は、正式競技別男女総合成績第１

位の都道府県に授与する。

２ 第１位が２都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。

第第２２条条 大会会長トロフィーは、競技会表彰式に授与し、次回競技会において返還する。 
第第３３条条 大会会長トロフィーを授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。

責任をもって保管する。

破損、紛失等の場合は、当該都道府県の責任とする。

優勝の刻印を次回大会までに行うものとする。ただし、第１条第２項の場合は、

当該都道府県で協議して決めるものとする。

公益財団法人日本スポーツ協会が必要により一時返還を求めた場合は、これに

応じなければならない。

第第４４条条 本規程の改廃は、国民スポーツ大会委員会の決議を経て行う。

附附 則則 本規程は、昭和 年４月 １日制定

昭和 年１月 日一部改定

昭和 年７月 日一部改定

昭和 年５月 ９日一部改定

平成 年６月 日一部改定

本規程は、公益財団法人日本体育協会の設立の登記の日 平成 年４月１日

から施行する。

平成 年４月 １日一部改定

令和 ６年１月 １日一部改定
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大大　　会会　　役役　　員員
２０２４年７月31日現在

（順不同・敬称略）

名 誉 会 長 盛　山　正　仁

会 長 遠　藤　利　明

副 会 長 越　川　　　均 坂　元　　　要 益　子　直　美 森　岡　裕　策

室　伏　広　治 山　口　祥　義

顧 問 伊　藤　雅　俊 森　　　善　朗 安　西　孝　之 岡　崎　助　一

大　野　敬　三 山　本　　　浩 岩　田　史　昭 池　田　めぐみ

今　井　純　子 今　浦　千　信 上　島　しのぶ 鹿　島　丈　博

勝　田　　　隆 角　屋　憲　正 刈　谷　好　孝 工　藤　保　子

國　吉　冨美子 髙　井　志　保 髙　野　瑞　洋 田　畑　綾　美

霊　池　恵　量 東　瀬　義　人 坂　東　美　紀 松　井　　　守

丸　山　由　美 室　伏　由　佳 山　倉　紀　子 山　下　泰　裕

草　野　満　代 藤　田　裕　司 森　井　じゅん 室　城　信　之

金　子　日出澄 湯　川　和　之 若　月　　　等 土　橋　登志久

石　丸　元　国 石　川　伸　男 坂　巻　義　男 鬼　頭　有紀子

長谷川　洋　子 吉　田　長　寿 齋　木　尚　子 多　賀　恒　雄

安　藤　　　淳 上　治　丈太郎 湧　永　寛　仁 上　原　絵　美

佐　藤　健　司 馬　場　美　香 山　口　　　宏 南　　　和　文

宮　永　美寿津 千　田　健　一 中　里　壮　也 岡　本　友　章

大　野　　　淳 加　藤　　　出 田　村　恒　彦 蒔　田　　　実

山　﨑　勝　洋 眞　下　　　昇 山　口　徹　正 田　中　伸　周

村　田　利　衛 建　部　彰　弘 市　野　保　己 丸　石　　　博

中　村　ゆり子 齋　藤　良太郎 谷田部　和　彦 木　村　博　美

井　上　　　弘 今　川　啓　一 近　藤　重　和 池　谷　正　成

大　澤　明　美 古　城　資　久 小　野　賢　二 園　山　和　夫

中　山　俊　行 衣　笠　　　剛 知　念　かおる 出　口　弘　之

田　邊　哲　人 城　門　政　文 前　川　　　恵 上　杉　晃　央

布　村　幸　彦 茂　野　直　久 生　島　典　明 大　沢　陽　子

谷　藤　節　雄 熊　谷　幸　一 千　葉　玲　佳 奥　山　雅　信

穐　本　哲　哉 藤　田　知　巳 石　松　英　昭 田　子　昌　之

久　保　正　美 山　﨑　成　夫 塩　見　清　仁 田　中　不二夫

井　出　　　仁 今　西　博　一 中　村　宏　平 松　本　智　広

森　山　喜　博 南　部　則　雄 福　永　秀　樹 髙　橋　繁　浩
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河　口　端　子 増　田　和　伯 中　嶋　　　実 山　本　誠　三

松　本　恭　幸 船　田　一　彦 奥　田　　　晃 横　尾　英　治

近　藤　一　幸 小　寺　　　洋 河　村　祐　一 渡　邊　浩　三

田　中　　　稔 馬　越　祐　希 青　木　章　泰 城　戸　英　敏

旗　生　康　之 小　柳　勝　彦 辛　木　秀　子 宮　成　康　蔵

藤　本　　　格 岩　元　幸　成 平　良　朝　治 藤　原　正　樹

大河原　嘉　朗 川　上　隆　弘 佐　藤　廣　子 奈　良　　　隆

小　菅　　　司 宇津木　妙　子 菊　　　幸　一 小　林　久　美

寺　澤　正　孝 山　口　純　子 あ　べ　俊　子 今　枝　宗一郎

本　田　顕　子 安　江　伸　夫 藤　原　章　夫 矢　野　和　彦

西　條　正　明 寺　門　成　真 尾　縣　　　貢 鈴　木　大　地

田　嶋　幸　三 山　西　健一郎 坂　田　東　一 三　須　和　泰

内　田　貞　信 川　合　俊　一 藤　田　直　志 三　屋　裕　子

富　山　英　明 馬　場　益　弘 砂　岡　良　治 金　丸　恭　文

橋　本　聖　子 安　道　光　二 河　田　正　也 千　　　玄　室

中　村　真　一 三　宅　　　豊 村　井　　　満 松　丸　喜一郎

網　代　忠　宏 土　田　雅　人 丸　　　誠一郎 福　田　達　夫

世　耕　弘　成 笹　川　　　尭 番　匠　幸一郎 不　老　安　正

久　保　素　子 北　川　　　薫 岩　城　光　英 清　野　　　智

石　井　良　之 加　藤　勝　信 荒　川　裕　生 柏　木　　　司

達　増　拓　也 鶴　田　有　司 吉　村　美栄子 北　村　清　士

大井川　和　彦 福　田　富　一 遠　藤　祐　司 大　野　元　裕

熊　谷　俊　人 山　本　　　博 岡　田　伸　浩 花　角　英　世

新　田　八　朗 馳　　　　　浩 杉　本　達　治 髙　野　　　剛

阿　部　守　一 田　口　義　隆 中　谷　多加二 大　村　秀　章

向　井　弘　光 河　本　英　典 西　脇　隆　俊 牧　野　明　次

齋　藤　元　彦 池　田　誠　也 岸　本　周　平 林　　　昭　男

丸　山　達　也 越　宗　孝　昌 苅　田　知　英 村　岡　嗣　政

柿　内　愼　市 槙　田　　　實 大　塚　岩　男 服　部　誠太郎

大　石　賢　吾 甲　斐　隆　博 麻　生　益　直 春　山　豪　志

塩　田　康　一 玉　城　デニー 原　口　一　博 岩　田　和　親

大　串　博　志 古　川　　　康 福　岡　資　麿 山　下　雄　平

大　場　芳　博 甲　斐　直　美 奥　田　律　雄 井　上　伸　一

江里口　秀　次 田　島　健　一 山　口　弘　展 上　田　利　治
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参 与 橋　場　　　健 大　杉　住　子 西久保　弘　克 留　守　茂　幸

武　藤　明　美 木　原　奉　文 徳　光　清　孝 藤　崎　輝　樹

江　口　善　紀 古　賀　陽　三 中　本　正　一 一ノ瀬　裕　子

青　木　一　功 木　村　雄　一 冨　田　幸　樹 田　中　秀　和

桃　崎　祐　介 酒　井　幸　盛 指　山　清　範 中　村　圭　一

下　田　　　寛 野　田　勝　人 岡　口　重　文 弘　川　貴　紀

猪　村　利恵子 石　丸　太　郎 土　井　敏　行 坂　口　祐　樹

藤　木　卓一郎 池　田　正　恭 石　井　秀　夫 八　谷　克　幸

古　川　裕　紀 宮　原　真　一 古　賀　和　浩 原　田　寿　雄

石　倉　秀　郷 定　松　一　生 落　合　裕　二 南　里　　　隆

牟　田　清　敬 加　藤　雅世子 飯　盛　清　彦 飯　盛　裕　介

荒　木　　　薫 長　村　順　也 愛　野　時　興 岩　瀬　豊　美

末　次　康　裕 陣　内　芳　博 野　田　　　亮 吉　松　幸　宏

深　草　光　明 竹　田　敬　道 廣　重　昭　博 吉　田　　　聖

中　村　直　人 峰　　　英太郎 園　田　耕太郎 大　島　信　之

西久保　　　敏 川　嵜　和　正 志　田　正　典 南　里　玲　子

平　川　幸　雄 松　田　　　孝 大　竹　義　治 牛　島　英　人

谷　　　政　司 吉　田　彰　友 山　口　七　重 内　田　伸　也

秀　島　　　寛 小　松　　　政

委 員 長 山　本　　　浩

副 委 員 長 岩　田　史　昭 日　比　謙一郎 宮　原　耕　史

総 務 委 員 川　原　　　貴 菅　原　哲　朗 ヨーコ　ゼッターランド 二　宮　智　浩

加　藤　光　国 松　田　基　子 松　永　敬　子 三ケ田　礼　一

森　丘　保　典 守　屋　志　保 辻　　　睦　弘 廣　田　暢　実

宮　野　欣　也 樋　口　和　彦 出　﨑　和　夫 宇　野　　　武

野　口　友　里 加　藤　弘　和 小　澤　大　樹 塚　原　弘　幸

森　岡　貴　之
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委 員 平　野　　　了 髙　橋　聖　一 吉　村　政　弘 松　本　康　夫

能　村　　　卓 栗　原　　　崇 細　野　光　史 小　泉　芳　孝

佐久間　裕　司 品　田　奥　義 濱　野　　　勉 寺　澤　　　淳

黒　川　重　男 舟　喜　信　生 髙　野　　　修 中　梶　秀　則

安　藤　正　美 加　藤　憲　二 宮　川　良　輔 鈴　木　章　広

川　口　　　巖 和　田　　　潔 岡　泉　　　茂 田　口　大　祐

平　井　宏　治 岸　川　剛　之 西　原　斗司男 菅　原　正　幸

高　橋　　　昇 長　南　哲　生 衛　藤　敬　輔 渡　辺　久　雄

三　井　千　壽 鈴　木　信　吾 山　中　博　史 井　本　　　亘

関　根　明　子 中　山　二三男 越　前　浩　司 吉　田　由美子

杉　本　好　二 東　野　眞理子 田　中　　　徹 川　口　雅　三

金　子　和　裕 品　治　恵　子 富　澤　佑　也 小　竹　純　太

政　岡　航　大 小河原　百　映 田　口　雅　紀 吉　丸　尚　宏

宇　田　俊太郎 西　口　卓　司 鈴　木　宏　幸 宮　村　　　元

高　階　匡　平 松　井　直　樹 坂　本　雄　大 鈴　木　　　忠

見　田　茂　樹 大　泉　定　幸 金　丸　利　博 高　橋　　　清

山　形　信　之 神　久　直　巳 髙　野　正　規 岩　埜　直　史

小　林　雄　一 深　谷　祐　紀 矢　島　裕　久 金　田　貴　人

新　保　　　暢 江　野　浩一郎 児　玉　晶　香 井　澤　克　行

近　本　　　彰 大　村　文　孝 松　井　直　樹 藤　田　隆　司

西　島　義　典 井　上　　　哲 木　原　哲　也 高　橋　健　二

宮　﨑　　　聖 田　伏　利　久 田　中　　　将 渡　部　浩　二

山　本　浩　之 田　口　新　也 伊　藤　啓一郎 青　木　秀　夫

渡　邉　浩　司 辻　岡　英　幸 三　谷　哲　生 中　野　一　成

松　山　度　良 濱　本　昌　宏 佐　保　宏　二 横　山　美　和

德　田　清　信 宮　城　直　人 遠　藤　信　哉 千　葉　雅　也

菅　間　裕　晃 庄　司　忠　男 細　貝　和　司 竹　内　延　和

北　野　善　樹 北　村　正　博 武　田　知　己 木　平　芳　定

今　井　良　広 山　﨑　嘉　彦 田部　長右衛門 住　吉　徳　彦

荒　木　健　治 西　村　浩　二 渡嘉敷　通　之 綾　部　吉　也

木　塚　俊　博 北　村　志　帆 瀬　戸　　　要 川　原　　　恵

田久保　真　美 遠　藤　　　彰
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名 誉 会 長 峰　　　達　郎

会 長 村　井　　　満

副 会 長 伊　藤　　　浩 朝　倉　康　善 宮　島　　　治 岩　本　真　二

顧 問 笹　山　茂　成 栗　原　宣　康 脇　山　行　人 脇　山　秀　明

参 与 宮　﨑　美　和 篠　原　智　文 石　山　貴　子 佐　伯　玄一郎

水  上　勝  義 宮　原　辰　海 久　保　美　樹 大宮路　美奈子

岡　部　高　広 伊　藤　一　之 原　　　雄一郎 古　藤　宏　治

江　里　孝　男 青　木　　　茂 中　村　健　一 山　下　壽　次

伊　藤　泰　彦 黒　木　　　初 浦　田　関　夫 吉　村　慎一郎

大　西　康　之 石　﨑　俊　治 進　藤　健　介 熊　本　大　成

楢　﨑　三千夫 宮　本　悦　子 中　川　幸　次 白　水　敬　一

藤　田　千　穂 草　野　　　陽 青　山　泰　三 西　山　将　夫

江　頭　雅　彦 中　村　　　勝 田　中　寿　幸 木　下　恵　介

八　島　大　三 岩　熊　真　一 宅　井　宏　文 林　山　弘　美

中　山　　　誠 岩　﨑　　　俊 久保田　俊　史 井　上　洋一郎

江　畑　芳　幸 牛　島　　　徹 永　田　泰　志 木　原　啓　介

丹　野　　　到 岡　本　　　隆 渡　邉　義　浩 宮　島　清　一

冨　永　祐　司 坂　本　金　満 渡　辺　　　尚 吉　田　善　道

山　﨑　一　夫 坂　本　直　樹 愛　野　時　興 野　田　和　成

奥　村　　　豊 小　野　史　朗 坂　口　和　広

委 員 長 大　野　　　淳

副 委 員 長 田　邉　　　理

委 員 源　　　憲　治 嘉　村　泰　博 多　田　美　紀 川　浪　文　人

川　原　勝　重 田　中　昌　樹 渡　邊　芳　行 森　　　祐　二

籾　山　優　子 上　田　　　直 森　田　広　貴 末　次　孝　文

熊　岡　秀　幸 古　賀　尚　之 倉　地　信　夫 山　口　千　秋

猿　野　善　郎 渡　島　慎　哉 広　橋　健太郎 辻　　　守　久

多久島　　　功 山　下　博　司 西　村　省　吾 井　手　基　文

渡　辺　　　浩 手　塚　邦　明 真　子　　　憲 松　本　啓　志

神　田　愼　一 城　島　幸　恵 坂　井　　　直 山　田　ヨリエ

吉　村　典　嗣 近　藤　浩　明 鍋　島　元　春 川　副　邦　彦

廣　嶋　幸　喜

競競　　技技　　会会　　役役　　員員
（順不同・敬称略）
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レ フ ェ リ ー 上　田　敏　之

総 務 部 長 嘉　村　泰　博

総 務 副 部 長 大　野　　　淳 籾　山　優　子

総 務 主 任 田　邉　　　理

総 務 副 主 任 吉　村　美佐子 上　田　　　直

総 務 委 員 重　　　憲　道 安　永　友　信 合　力　美　佐 池　田　和　広

的　場　年　美 岩　下　　　司 藤　瀬　義　明 畔　田　かずさ

嘉　村　律　子 古　賀　貴　子 林　　　紀代子 梁　井　芳　子

山　田　幸　子 田　中　恵　子 武　山　てるみ

デピュティレフェリー 田　中　昌　樹

競技審判副部長 吉　村　典　嗣 田　中　賢　一

競 技 主 任 川　浪　文　人

競 技 委 員 藤　田　尚　志 小　渕　久仁子 渡　辺　　　浩 手　塚　邦　明

真　子　　　憲 城　島　幸　恵 山　田　ヨリエ 神　田　愼　一

松　本　啓　志 山　口　千　秋 原　口　澄　雄 藤　田　皓　正

総合成績計算委員長 源　　　憲　治

総合成績計算委員 森　　　祐　二 古　賀　尚　之

進 行 主 任 熊　岡　秀　幸

進 行 副 主 任 小　野　裕　美

進 行 委 員 古　賀　将　史 松　尾　砂　織 原　　　秀　勝 田　原　幸　男

加　茂　隆　信 八　田　英　樹

記 録 主 任 末　次　孝　文

記 録 副 主 任 内　山　詞　文

記 録 委 員 西　村　省　吾 高　本　智　子 谷　口　啓　介 俵　野　　　宏

シャトル主任 倉　地　信　夫

シャトル委員 実　本　和　彦 佐　藤　光　平 寺　西　裕　子 羽　根　和　代

原　槙　裕　子 東　　　美　子

競競　　技技　　役役　　員員
（順不同・敬称略）
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掲 示 主 任 猿　野　善　郎

掲 示 委 員 中　島　啓　太 池　田　博　光 八　坂　瑞　臣 徳　永　信　雄

報 道 主 任 広　橋　健太郎

報 道 委 員 松　瀬　　　宏 荻　野　　　剛

放 送 主 任 山　下　博　司

放 送 副 主 任 前　田　玲　奈

放 送 委 員 溝　上　千佳子 田　中　友　里 松　尾　美　沙 幸　尾　大　基

坂　口　宗　彦

招 集 主 任 中　尾　真太郎

招 集 委 員 古　賀　靖　典 大　串　佳　代 三　溝　佐和子 古　賀　幸　江

坂　田　有　規 渡　島　慎　哉 南　　　光　紘

会 場 主 任 多久島　　　功

会 場 委 員 井　手　基　文 江　口　直　樹

コ ー ト 主 任 丸　尾　　　定

コ ー ト 委 員 土　井　和　則 小　松　洋　子 山　口　夏　紀 𠮷𠮷　川　千　香

審 判 主 任 鍋　島　元　春

審 判 副 主 任 中　野　勝　則

審 判 員 松　田　大　輝 髙　橋　俊　英 袖　山　夏　樹 水　上　稔　春

橋　口　裕　司 大　和　高　成 井　上　知　香 森　　　直　義

戸　崎　　　義 富　山　育　學 須加﨑　敏　幸 西　村　　　厚

山　田　　　貢 中　島　洋　典 鍬　守　孝　子 内　山　　　徹

野々口　栄　二 中　尾　規　男 西　田　　　覚 黒　岩　　　亨

林　　　康　隆 西　　　智　洋 山　下　直　也 田　原　秀　典

山　内　　　勉 小手川　　　誠 堀　田　文　雄 豊　田　優　大

吉　村　聖　功 儀　間　真　也 古　田　謙　二 森　山　ふくえ

栁　　　千鶴子 釜　瀬　洋　一 岩　橋　マユミ 鹿　毛　　　巌

上　畑　貴　博 岩　﨑　重　男 石　﨑　幸　平 上假屋　淳　一

今　野　裕　太 佐　倉　和　明 原　　　文　俊 石　丸　智　章

野　中　和佳葉 諸　熊　剛　明 眞　島　浩　史 西　山　貴　志

上　村　泰　士 松　本　　　大 作　本　一　晟 富　崎　早　苗

松　岡　孝　樹 河　添　裕　子 上　山　みえ子 西　岡　徳　利

伊　藤　千　絵 辻　　　守　久 大　坪　貴　志 山　田　雅　子

上　村　駿　太 渡　邊　芳　行 西　岡　稔　真
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線 審 主 任 川　原　勝　重

線 審 副 主 任 近　藤　浩　明

線 審 員 古　賀　稔　章 富　山　海　都 德　淵　圭一郎 馬　渡　明　季

武　藤　清　一 森　　　政　紹 渡　部　裕　子 太　田　くるみ

諸　富　茂　文 久　保　岳　人 八　木　秀　樹 川　上　鉄　平

田　中　実　結 原　田　優　生 松　本　貴　行 藤　瀬　公　司

丹　下　健　太 古　川　哲　也 山　口　和　利 中　島　真　之

杉　原　真　優 西　田　晋　也 福　田　法　弘 森　田　翔　太

山　口　磨　央 山　口　フミ子 平　野　心　健 角　　　みさき

角　　　穂乃華 楠　田　芳　文 楠　田　大　文 𠮷𠮷　川　円　香

奥　山　亮　輔 内　尾　嘉　治 前　田　寿　幸 稗　田　昂　希

大　浦　達　弥 下　田　能　明 八　尋　和　敏 河　野　隆　二

伊　東　正　幸 中　野　哲　也 中　野　優　也 田　中　啓　道

牛　島　宜　亮 山　﨑　佐和美 松　隈　敦　子 西　村　和　則

小　道　貴　大 山　下　純　平 館　林　玄　昌 大　石　欣　也

山　口　　　蓮 中　山　翔　太 野　中　雅　哉 松　岡　啓　志

力　丸　いずみ 川　口　隆太郎 斎　藤　嘉　宏 矢羽多　右　京

池　田　知　弘 山　田　哲　司 諸　岡　颯　太 石　橋　英　明

池　田　侑　茉 添　田　知　明 川　﨑　和　幸 杉　町　智　子

江　口　好　恵 蒲　原　　　健 小　松　龍　子 中　園　南　美

藤　井　和　代 廣　田　由希子 光　野　　　文 権　藤　めぐみ

桝　谷　志　保 大　塚　美　里 矢羽多　真　穂 中　島　亜希子

岩　本　理　恵 上　村　典　子 塩　﨑　紀　子 小　谷　千　晶

渡　部　敬　子 金　子　雅　子 古　川　功　子 寺　﨑　恭　子

川　原　敬　子 内　竹　藤　子 永　井　恵　子 蒲　原　加代子

大　石　咲　枝 溝　上　智　子 八　並　茂　行 西　岡　須美子

寺　﨑　仁　美 副　田　珠　美 大久保　悠　華 納　富　由　愛

富　高　清　美 高　尾　鈴　花 熊　本　典　子 小　西　美智子

御　所　克　子 溝　上　智　明 溝　上　順　平 髙　松　竜　二

橋　間　和　隆 宮　島　誠　吾 瀧　本　かおり 馬　場　一　智

武　富　康　泰 古　川　裕　也 石　橋　郁　哉 八　木　祥　光

長　浜　浩　大 納　富　美智子 梅　村　奈々子 岩　下　泰　聖

大　迫　健　史 荒　谷　　　亮 三　宅　　　旭 岡　本　仁　誠

青　木　雄宥雅 中　島　啓　太 松　原　恭　平 後　藤　諒　祐

馬　場　誉　斗 山　下　洋　平 渡　邉　悠　基 松　門　美浦子

田　代　浩　一 大　宮　治　子

練 習 会 場 員 壇　　　恵理子 高　良　正　人 井　上　純　一 西　隈　　　拓

田　代　春　香 吉　田　次　郎 石　橋　多恵子 梅　野　智　子

多久島　祥　代 伊　藤　直　美 中　島　わ　こ 村　元　優　子

中　山　晃　子 徳　久　恵　子
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【SAGA2024国スポ・全障スポ唐津市実行委員会ボランティア一同】

競競  技技  会会  係係  員員・・競競  技技  会会  補補  助助  員員

競　技　会　係　員

【SAGA2024国スポ・全障スポ唐津市実行委員会実施本部一同】

競　技　会　補　助　員
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総 則

開 催 の 趣 旨

国民スポーツ大会は、広く国民の間にスポーツを普及し、スポーツ精神を高揚して国民の健康

増進と体力の向上を図り、併せて地方スポーツの推進と地方文化の発展に寄与するとともに、国

民生活を明るく豊かにしようとする国内最大のスポーツの祭典である。

佐賀県で開催する第 回国民スポーツ大会「ＳＡＧＡ２０２４」は「新しい大会へ。すべての

人に、スポーツのチカラを。」をメインメッセージに掲げ、「する」「観る」「支える」の視点から、

選手も、選手でない人も参加できる大会、エンターテインメント性の高い大会、みんなで力を合

わせ、つくる大会をコンセプトに、体育からスポーツに変わる、今だからこそ、すべての人にス

ポーツのチカラを届ける新しい大会を目指して開催する。

実 施 方 針

１ 実施競技

⑴ 正式競技（ 競技）

陸上競技、水泳、サッカー、テニス、ローイング、ホッケー、バレーボール、体操、

バスケットボール、レスリング、セーリング、ウエイトリフティング、ハンドボール、

自転車、ソフトテニス、卓球、軟式野球、相撲、馬術、フェンシング、柔道、ソフトボール、

バドミントン、弓道、ライフル射撃、剣道、ラグビーフットボール、スポーツクライミング、

カヌー、アーチェリー、空手道、銃剣道、クレー射撃、なぎなた、ボウリング、ゴルフ、

トライアスロン

⑵ 公開競技（７競技）

綱引、ゲートボール、武術太極拳、パワーリフティング、グラウンド・ゴルフ

バウンドテニス、エアロビック

⑶ デモンストレーションスポーツ（ 競技）

合気道、アジャタ、いごてだま、ウォーキング、草スキー、クッブ、皿かぶり競走

さわやかグラウンド・ゴルフ、３Ｂ体操、室内ペタンク、シャッフルボード、

スカットボール、スケートボード、スポＧＯＭＩ、スポーツウエルネス吹矢、

スポーツチャンバラ、ソフトバレーボール、滝登り、チャレンジ・ザ・ゲーム、

パークゴルフ、バッゴー、ビリヤード、フライングディスク、マリンスポーツ、

ユニカ―ル、ラージボール卓球、ラダーゲッター、ロープ・ジャンプ・Ｘ

⑷ 特別競技（１競技）

高等学校野球
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２ 会期及び会場地

⑴ 正式競技・特別競技（ 市、 町：計 市町）

会 期 会 場 地

年 月５日（土）

～ 月 日（火）

〔 日間〕

佐賀市、唐津市、鳥栖市、多久市、伊万里市、武雄市、鹿島市、

小城市、嬉野市、神埼市、吉野ヶ里町、基山町、上峰町、

みやき町、玄海町、有田町、大町町、江北町、白石町、太良町、

大分県日田市、兵庫県三木市

年９月５日（木）

～９月 日（火）

〔 日間〕

佐賀市、伊万里市、鹿児島県湧水町

※ 水泳、ローイング、バレーボール（ビーチバレー）、

体操（体操競技、トランポリン）、カヌー（ ・ ）

競技会は上記会場地で実施

年９月 日（土）

～ 月 日（火）

〔 日間〕

佐賀市、唐津市、鳥栖市、神埼市、大分県由布市

※ サッカー、テニス、体操（新体操）、セーリング、

ソフトテニス、ライフル射撃、剣道、クレー射撃競技会は

上記会場地で実施

⑵ 公開競技（６市、１町：計７市町）

会 期 会 場 地

年８月 日（土）

～９月 日（日）
佐賀市、唐津市、鳥栖市、武雄市、鹿島市、嬉野市、基山町

⑶ デモンストレーションスポーツ（７市、８町：計 市町）

会 期 会 場 地

年４月 日（日）

～ 月 日（日）

佐賀市、唐津市、鳥栖市、武雄市、鹿島市、嬉野市、神埼市、

吉野ヶ里町、基山町、上峰町、有田町、大町町、江北町、

白石町、太良町

⑷ 文化プログラム

文化プログラムの実施については、「文化プログラム実施基準」に基づき、 年４月１日

から 年 月 日までの期間で、原則として、県内市町で開催する。

３ 競技方法

各競技別実施要項に示す方法とし、正式競技は都道府県対抗で実施する。

４ ドーピング検査の実施

大会におけるアンチ・ドーピング活動（ドーピング検査及びアンチ・ドーピング教育活動）は、

公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構が定める「日本アンチ・ドーピング規程」及び別に定

める「国民スポーツ大会アンチ・ドーピング活動に関するガイドライン」に基づき実施する。

なお、治療の目的で禁止物質・禁止方法を用いる必要がある場合は、事前に「治療使用特例」

（ ）の手続きを行うこと。

各都道府県の代表選手は、大会期間中は常に「国民スポーツ大会ドーピング検査同意書」を所

持しなければならない。選手が 歳未満の場合、本人の署名及び親権者の署名がある同意書を所

持すること。

19



５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準

選手及び監督の参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準は、次のとおりとする。

なお、参加資格については、「第 回国民スポーツ大会参加資格、所属都道府県及び年齢基準

等の解釈・説明」を併せて確認すること。

【 公益財団法人日本スポーツ協会ホームページ 】

⑴ 参加資格

ア 日本国籍を有する者であることとするが、選手及び監督のうち、次の者については、日本

国籍を有しない者であっても、大会に参加することができる。

ｱ 「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち「永住者」（「日本国との平和条

約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法」に定める「特別永住

者」を含む。）

ｲ 少年種別年齢域に該当し、次の要件をいずれも満たす者

ａ 「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍する学生又は生徒で、「８ 参加申込方

法」で定めた参加申込締切時に１年以上在籍していること。

ｂ 「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち、「留学」、「家族滞在」又は「定

住者」に該当していること。

ｳ 成年種別年齢域に該当し、次の要件をいずれも満たす者

ａ 少年種別年齢域にあった時点において前号 ｲ に該当していた者であること。

ｂ 「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち、大会参加時から終了時まで

「留学」に該当しないこと。

［注］ 上記 ｳ について、大学及び専修学校等に在籍する成年種別の年齢域に該当する

者は、「出入国管理及び難民認定法」に定める「留学」以外の在留資格を有する場合

も「留学」と同等に扱う。

イ 選手及び監督は、所属都道府県の当該競技団体会長（代表者）と体育・スポーツ協会会長

（代表者）が代表として認め、選抜した者であること。

ウ 第 回又は 年開催の特別大会（都道府県大会及びブロック大会を含む）において選

手又は監督として参加した者は、次の場合を除き、第 回又は 年開催の特別大会と異

なる都道府県から参加することはできない。

ｱ 成年種別

ａ 「学校教育法」第１条に規定する学校を卒業した者

ｂ 結婚又は離婚に係る者

［注］ 及び は当該要件発生後、初めて参加するものに限る。

ｃ ふるさと選手制度を活用する者（別記１「国民スポーツ大会ふるさと選手制度」によ

る。）

［注］ 別記３「 エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」の適用を受

け、ふるさと選手として参加する者を含む。

ｄ 東日本大震災に係る参加資格特例措置を活用する者（別記５「東日本大震災に係る選

手及び監督の国民スポーツ大会参加資格の特例措置」による。）

ｅ 能登半島地震に係る参加資格特別措置を活用する者（別記６「能登半島地震に係る選

手及び監督の国民スポーツ大会参加資格の特例措置」による。）

ｲ 少年種別

ａ 「学校教育法」第１条に規定する学校を卒業した者

20



ｂ 結婚又は離婚に係る者

ｃ 一家転住に係る者（別記２「『一家転住等』に伴う特例措置」による。）

［注］ から は当該要件発生後、初めて参加するものに限る。

ｄ エリートアカデミーに在籍する者（別記３「 エリートアカデミーに係る選手の

参加資格の特例措置」による。）

ｅ 東日本大震災に係る参加資格特例措置を活用する者（別記５「東日本大震災に係る選

手及び監督の国民スポーツ大会参加資格の特例措置」による。）

ｆ 能登半島地震に係る参加資格特別措置を活用する者（別記６「能登半島地震に係る選

手及び監督の国民スポーツ大会参加資格の特例措置」による。）

エ 選手と監督の兼任は、同一種別内に限る。

オ 選手及び監督は、回数を同じくする大会において、冬季大会及び本大会にそれぞれ１競技

に限り参加できる。

カ 選手及び監督は、回数を同じくする大会において、異なる都道府県から参加することはで

きない。

キ 選手、監督並びに本部役員帯同のスポーツドクター及びアスレティックトレーナーは、大

会参加前の１年以内に公益財団法人日本スポーツ協会（以下「日本スポーツ協会」という。）

が指定するアンチ・ドーピング教育を受講し、「国スポ本戦出場前のアンチ・ドーピング教育

履歴」に記載した者であること。

ク 上記のほか、選手については次のとおりとする。

ｱ 都道府県大会及びブロック大会に参加し、これを通過した者であること。

ｲ 健康診断を受け、競技会への参加に支障がない者であること。

ｳ ドーピング検査対象に選定された場合は、検査を受けなければならない。

ケ 上記のほか、監督については日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく競技別指

導者資格を有する者とし、監督が不在の場合選手は参加することができない。各競技におけ

る対象資格については当該競技実施要項によるものとする。

⑵ 所属都道府県

所属都道府県は、当該競技団体が限定する場合を除き、次のいずれかが属する都道府県から

選択することができる。

ア 成年種別

ｱ 居住地を示す現住所

ｲ 勤務地

ｳ ふるさと（別記１「国民スポーツ大会ふるさと選手制度」による。）

［注］ 別記３「 エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」の適用を受け、

ふるさと選手として参加する者を含む。

イ 少年種別

ｱ 居住地を示す現住所

ｲ 「学校教育法」第１条に規定する学校の所在地（以下「学校所在地」という。）

ｳ 勤務地

ｴ 別記３「 エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」に定める小学校の

所在地

※ 「居住地を示す現住所」、「勤務地」、「学校所在地」のいずれかから参加する場合は、

年４月 日以前から本大会終了時（ 年 月 日）まで、引き続き当該地に、それぞ
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れ居住、勤務、又は通学していなければならない。ただし、次の者はこの限りではない。

［成年種別］

ａ 別記４「トップアスリートの国民スポーツ大会参加資格の特例措置」の適用を受ける

者

ｂ 別記５「東日本大震災に係る選手及び監督の国民スポーツ大会参加資格の特例措置」

の適用を受ける者

ｃ 別記６「能登半島地震に係る選手及び監督の国民スポーツ大会参加資格の特例措置」

の適用を受ける者

［少年種別］

ａ 別記２「『一家転住等』に伴う特例措置」の適用を受ける者

ｂ 別記４「トップアスリートの国民スポーツ大会参加資格の特例措置」の適用を受ける

者

ｃ 別記５「東日本大震災に係る選手及び監督の国民スポーツ大会参加資格の特例措置」

の適用を受ける者

ｄ 別記６「能登半島地震に係る選手及び監督の国民スポーツ大会参加資格の特例措置」

の適用を受ける者

⑶ 選手の年齢基準

ア 選手の年齢基準については、下記を原則とする。

ｱ 成年種別に参加する者は、 年４月１日以前に生まれた者とする。

ｲ 少年種別に参加する者は、 年４月２日から 年４月１日までに生まれた者とす

る。

ｳ 年齢を区分している種別へ参加する者の年齢計算は、 年４月１日を基準とする。

イ 日本スポーツ協会が特に認める場合は、上記アにかかわらず、競技ごとに年齢区分を設定

することができる。ただし、年齢の下限は中学３年生（ 年４月２日から 年４月１

日までに生まれた者）とする。

⑷ 前記の各事項に疑義のあるときは、日本スポーツ協会及び当該競技団体が調査・審議のうえ、

日本スポーツ協会がその可否を決定する。

６ 各正式競技の総合成績決定方法

各正式競技の総合成績決定方法は次のとおりとする。

⑴ 次のア、イの得点を合計したものを男女総合成績（天皇杯得点）及び女子総合成績（皇后杯

得点）とする。

ア 競技得点

競技得点は、各種別、種目などの第１位から第８位までの都道府県に与え、次のとおりと

する。ただし、同順位の場合は、次の順位のものを加え、当該都道府県で等分し、割り切れ

ない場合は、小数第３位以下を切り捨てる。

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位

種別

４人以下 点 点 点 点 点 ９点 ６点 ３点

５人以上７人以下 点 点 点 点 点 点 点 ５点

８人以上 点 点 点 点 点 点 点 ８点

種目 ８点 ７点 ６点 ５点 ４点 ３点 ２点 １点
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［注］ 「種別」：種別などに与える競技得点 「種目」：種目などに与える競技得点

イ 参加得点

参加得点は 点とし、大会（ブロック大会を含む。）に参加した都道府県に与える。

ただし、ブロック大会で本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加しなかった場合は

与えない。

⑵ 各競技の総合成績は、当該競技団体が決定する。

ただし、天候その他の事情により一部競技が中止になった場合は、当該競技団体と大会総務

委員会が協議する。

⑶ 参加資格違反等に関わる得点等の取り扱いについては、「国民スポーツ大会における違反に

対する処分に関する規程」によるものとする。

７ 表彰

⑴ 冬季大会及び本大会で実施した全正式競技の男女総合成績第１位の都道府県に天皇杯を、同

じく女子総合成績第１位の都道府県に皇后杯をそれぞれ授与する。

⑵ 冬季大会及び本大会で実施した全正式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第１位から第

８位までの都道府県に、それぞれ表彰状を授与する。

⑶ 各正式競技の男女総合成績第１位の都道府県に、国民スポーツ大会会長トロフィーを授与す

る。

⑷ 各正式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第１位から第８位までの都道府県に、それぞ

れ表彰状を授与する。

⑸ 各競技の各種別及び各種目などの第１位から第８位までに賞状を授与する。団体競技の場合

は、その都道府県名とチーム全員（監督を含む）の氏名を記載したものを都道府県用に１枚、

更にその都道府県名と個人名を記載したもの、又は都道府県名とチーム全員（監督を含む）の

氏名を記載したものをチーム全員に授与する。

８ 参加申込方法

⑴ 参加申込

都道府県体育・スポーツ協会会長（代表者）及び競技団体会長（代表者）は、連署の上、都

道府県大会又はブロック大会において選抜された者及び公益財団法人日本高等学校野球連盟が

選出したチームを、大会会長宛に申込むものとする。

⑵ 参加申込締切

参加申込は、定められた締切日までに国民スポーツ大会参加申込システムにより行う。なお

各競技別実施要項の「参加申込み方法」を併せて確認すること。

⑶ 参加申込締切日

締 切 日 競 技

年

８月 日（木）

【５競技】

水 泳 、 ロ ー イ ン グ 、 バ レ ー ボ ー ル （ ビ ー チ バ レ ー ボ ー ル ）、

体操、カヌー

年

８月 日（水）

【 競技】

サッカー、レスリング、セーリング、自転車、ソフトテニス、

相撲、ライフル射撃、剣道、クレー射撃、ボウリング、ゴルフ、

トライアスロン
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年

９月 日（水）

【 競技】

陸上競技、テニス、ホッケー、バレーボール（ 人制）、バスケットボール、

ウエイトリフティング、ハンドボール、卓球、軟式野球、馬術、

フ ェ ン シン グ 、 柔道 、 ソ フト ボ ー ル 、 バ ド ミン ト ン 、弓 道、

ラグビーフットボール、スポーツクライミング、アーチェリー、空手道、

銃剣道、なぎなた、高等学校野球

⑷ 参加申込様式

参加申込様式は、日本スポーツ協会が実施競技団体と協議の上、作成する。

⑸ 公開競技の参加申込

公開競技については、別途当該中央競技団体が定める所定の手続きにより行う。

⑹ 選手の交代

参加申込締切後の選手の交代は、特別な事情がない限り認めない。特別な事情で選手を交代

する場合は、所定の様式、方法により次のア～ウ宛に届け出なければならない。

ア 全国を統轄する各中央競技団体事務局

イ ＳＡＧＡ２０２４実行委員会事務局

ウ ＳＡＧＡ２０２４各競技会場地市町実行委員会事務局

なお、日本スポーツ協会に対しては、大会終了後、所定の手続きにより参加申込情報を修正

すること。

９ 棄権手続

参加申込締切後から競技初戦までの間において、特別な事情で選手が競技会を棄権する場合に

は、所定の棄権手続きをとらなければならない。

なお、棄権手続きに係る届出については選手交代届と同じ様式を用いること。

大会参加負担金

⑴ 大会に参加選手団（視察員を除く）を派遣する都道府県体育・スポーツ協会は、大会参加負

担金を納入する。一人当たりの大会参加負担金の額は下記のとおりとする。

区 分 負 担 金

少年の種別に参加する選手 ３，０００円

上記以外の者（本部役員、監督、成年の種別に参加する選手等） ６，０００円

［注］ 地震、風水害、感染症およびその他主催者の責によらない事由により大会を中止した

場合、大会参加負担金の返金は行わない。

⑵ 大会参加負担金は、都道府県体育・スポーツ協会で取りまとめ、次のとおり納入する。

ア 納入期限 年９月５日（木）

イ 納 入 先 みずほ銀行 渋谷支店 普通預金口座

公益財団法人日本スポーツ協会

宿泊申込

大会参加者は、ＳＡＧＡ２０２４実行委員会が指定した所定の様式により、定められた締切日

までに申込む。
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都道府県選手団本部役員編成

⑴ 都道府県選手団本部役員は、次のとおりとする。

ア 参加選手 名以上の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計 名以内とする。

イ 参加選手 名以上 名未満の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計 名以内とす

る。

ウ 参加選手 名未満の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計 名以内とする。

⑵ 上記役員のほか、５名以内の顧問を設けることができる。

⑶ 上記⑴及び⑵による本部役員総数の範囲内で、スポーツドクターを帯同するものとする。な

お、帯同するスポーツドクターは日本スポーツ協会公認スポーツドクター資格を有する者とす

る。

⑷ 上記⑴及び⑵による本部役員総数の範囲内で、原則としてアスレティックトレーナーを帯同

するものとする。

なお、帯同するアスレティックトレーナーは日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナ

ー資格を有する者とする。

⑸ 都道府県選手団本部役員の１日あたりの編成人数については、上記⑴及び⑵による人数を上

限とする。

⑹ 都道府県選手団本部役員の参加申込は、 年９月４日（水）までに国民スポーツ大会参加

申込システムにより行う。

視察員

⑴ 視察員は、１都道府県３名以内とする。ただし、 年以降の国民スポーツ大会の開催が決

定又は内定している県については、滋賀県 名以内、青森県及び宮崎県 名以内、長野県及

び群馬県 名以内とする。

⑵ 都道府県の視察員の参加申込は、 年９月４日（水）までに国民スポーツ大会参加申込シ

ステムにより行う。

大会参加章、記念章及び カードの交付

大会参加章、記念章及び カードは、次の者に交付する。

⑴ 大会参加章

都道府県選手団本部役員、監督及び選手並びに大会役員、競技会役員及び競技団体が指定し

た競技役員

⑵ 記念章

公開競技・デモンストレーションスポーツ参加者

※ 公開競技参加者への交付は、中央競技団体との協議による。

⑶ カード

都道府県選手団、公開競技に参加する選手・監督及び役員、大会役員・競技会役員及び競技

団体が指定した競技役員、大会主催者及び競技会主催者が認めた者には カード

（ ）を交付する。

参加上の注意

⑴ 大会期間中は、交付された カードを携帯しなければならない。

⑵ 各都道府県の代表選手は、競技に際し、「国民スポーツ大会ユニフォーム規程」に基づき、ユ

25



ニフォームを着用しなければならない。

個人情報及び肖像権に関わる取り扱い

日本スポーツ協会、ＳＡＧＡ２０２４実行委員会、ＳＡＧＡ２０２４各競技会場地市町実行委

員会及び国民スポーツ大会実施競技中央競技団体（以下「国スポ関係機関・団体」という。）は、

参加申込等を通じて取得する個人情報及び肖像権の取り扱いに関して以下のとおり対応するもの

とする。

⑴ 個人情報の取り扱い

ア 利用目的

大会参加申込として国民スポーツ大会参加申込システムへ登録された個人情報は、国スポ

関係機関・団体において、参加資格の確認や競技組合せなどをはじめとする大会運営業務の

ために利用し、目的以外に利用しない。

イ 公表の範囲と方法

個人情報のうち、所属都道府県、氏名、性別、年齢、学校名、チーム名等、所属と個人を

識別するために必要な情報については、以下の方法等により公表することがある。

ｱ 総合プログラム及び競技別プログラムへの掲載

ｲ 競技会場内におけるアナウンス等による紹介

ｳ 競技会場内外の掲示板等への掲載

ｴ 大会関連ホームページへの掲載

ｵ 報道機関への提供

ウ 競技結果（記録）等

競技結果（記録）については、上記イで定めた個人情報とともに、以下の方法等により公

表することがある。

ｱ ＳＡＧＡ２０２４実行委員会が設置する記録本部を通じた公開

ｲ 国スポ関係機関・団体及び報道機関等による新聞・雑誌及び関連ホームページ等への掲

載

ｳ 国スポ関係機関・団体が作成する大会報告書等への掲載

ｴ 次回以降の大会プログラムへの掲載【新記録、優勝及び上位入賞結果（記録）等】

⑵ 肖像権に関する取り扱い

ア 写真

国スポ関係機関・団体又はこれらに認められた報道機関等によって撮影された写真が、新

聞・雑誌・報告書及び関連ホームページ等で公開されることがある。

イ 写真（写真撮影企業等）

国スポ関係機関・団体に認められた写真撮影企業等によって撮影された写真等が販売され

ることがある。

なお、各競技・会場における販売の有無等の詳細は、当該中央競技団体を中心に対応する。

ウ 映像

国スポ関係機関・団体又はこれらに認められた報道機関等によって撮影された映像が、中

継・録画放映及びインターネットによって配信されることがある。また、 等に編集され、

販売・配付されることがある。

⑶ 対応

ア 承諾の確認
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大会参加申込として国民スポーツ大会参加申込システムへ登録された時点で、上記取り扱

いに関する承諾を得たものとして対応する。

なお、各競技会における取り扱いに伴い、別途、当該中央競技団体等によって個別に承諾

を確認することがある。

イ 役員等

大会役員、競技役員、運営役員、その他各種委員や補助員、国スポ関係機関・団体と大会

に関する契約をしている者及び大会運営関係者については、上記取り扱いに関する承諾を得

たものとして対応する。

都道府県大会及びブロック大会

正式競技については、本大会の予選として次のとおり都道府県大会（ブロック大会）を開催し

なければならない。

⑴ 都道府県の主催団体は、必要に応じて日本スポーツ協会及び中央競技団体等関係団体と協議

の上、本要項に基づき実施要項を作成する。

なお、日本スポーツ協会及び中央競技団体は、その内容に不備がある場合、適宜指導を行う

ものとする。

⑵ 都道府県大会の実施にあたり、当該都道府県主催団体は、適正な手続きに則り決定した代表

選手の選抜方法・選考基準について、予め関係者に周知徹底を図るものとする。

⑶ 参加者は、実施要項に基づき当該主催団体に申込む。

なお、参加は１人１競技に限る。

⑷ ブロック大会の申込みは、原則として国民スポーツ大会参加申込システムにより行い、様式

は日本スポーツ協会及び当該主催団体が協議の上、作成する。

なお、参加申込システムを使用しない場合の様式については、当該主催団体において別途作

成する。

⑸ 都道府県大会の参加申込様式は、当該主催団体において作成する。

⑹ 参加料を徴収する場合の金額は、当該主催団体が中央競技団体と協議の上、定める。

⑺ 競技運営に差し支えない限り、佐賀県選手は当該競技ブロック大会を経ることなく本大会に

参加することができる。

国民スポーツ大会参加者傷害補償制度

日本スポーツ協会及び都道府県体育・スポーツ協会は、国民スポーツ大会参加者に対する社会

的責任体制を整えるとともに、大会参加者の相互扶助の精神に基づいた補償制度として大会参加

者による国民スポーツ大会参加者傷害補償制度を運営する。

⑴ 本制度の対象となる参加者は、ブロック大会及び本大会に参加する本制度給付規定に定めら

れた選手、監督、選手団本部役員（顧問を含む）、視察員並びにその他選手団役員とする。

⑵ 大会参加の都道府県体育・スポーツ協会は、国民スポーツ大会参加者傷害補償制度の対象と

なる参加者数に応じた制度負担金（一人あたり 円）を、日本スポーツ協会に納入する。

⑶ 納入締切日及び納入先については、別途日本スポーツ協会から都道府県体育・スポーツ協会

へ通知する。

ＳＡＧＡ２０２４の取り組み

⑴ 選手の活躍にスポットを当てた表彰
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選手の活躍は、観る人、支える人などにとって「感動する。魂が揺さぶられる」など「スポ

ーツのチカラ」を多くの方に届けることができる。それぞれの選手の活躍にスポットを当てた

「称える・伝える」表彰制度を創設し、表彰する。

⑵ 観戦機会の拡大

「すべての人に、スポーツのチカラを。」の実現に向け、全国で大会の観戦・応援ができる環

境づくりとしてインターネットを活用した正式競技の動画配信に取り組む。また、「一人でも多

くの方に会場で観戦・応援を楽しんでほしい。」という思いから、夕方以降の試合が可能な一部

の競技においてナイトゲーム開催に取り組む。

⑶ 健康づくりの推進

健康増進法（平成 年法律第 号）の趣旨に鑑み、開・閉会式会場及び競技会場を原則禁

煙とする。また、望まない受動喫煙を生じさせることがないよう、大会参加者は、会場周辺の

道路や駅、一般の店舗等における受動喫煙防止についても十分な配慮すること。

その他

⑴ 参加申込及び宿泊申込が、定められた締切日までに行われない場合、又は、参加負担金が定

められた納入期限までに納入されない場合は、本大会への参加を認めない。

⑵ 大会運営にあたり、選手・観客・大会関係者への安全を最優先に配慮し、気象状況・感染状

況・交通状況・テロ行為等の各種災害に伴い、安全確保が見込めないと主催者が判断した場合

は、主催者の指示に従うものとする。また、安全確保のために、参加申込システムに登録され

た以外の個人情報を取得する場合がある。取得した情報については、目的以外に利用しない。

⑶ その他の事項については、国民スポーツ大会開催基準要項及び同細則による。
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別記１ 「国民スポーツ大会ふるさと選手制度」

１ 成年種別年齢域の選手は、国民スポーツ大会開催基準要項細則第３項〔国民スポーツ大会開催

基準要項第８項第１号及び第 項第４号（参加資格及び年齢基準等）〕に基づき、下記のいずれ

かを拠点とした都道府県から参加することができる。

⑴ 居住地を示す現住所

⑵ 勤務地

⑶ ふるさと

２ 「ふるさと」とは、卒業小学校、卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都

道府県とする。

ただし、 エリートアカデミーに係る選手については、別に定める「 エリートアカデミー

に係る選手の参加資格の特例措置」第３項により取り扱うものとする。

３ 我が国の競技力向上を支援する観点より、日本国籍を有する者及び「永住者」については、日

本における滞在期間に関わらず、本制度を活用できるものとする。ただし、「日本国籍を有する者

および『永住者』」に該当しない者であっても、当該大会年の 月 日（冬季大会は前年の 月

日）以前から本大会終了時（冬季大会は各競技会終了時）まで継続的に日本に滞在している場

合は、本制度を活用できるものとする。なお、やむを得ない事情により、一時的に日本を離れる

場合は、総日数の半数を超えて日本で滞在していること。

４ 「ふるさと選手制度」を活用し参加を希望する選手は、予め所定の方法により「ふるさと」を

登録しなければならない。なお、一度登録した「ふるさと」は変更できないものとする。

５ 「ふるさと」から参加する選手は、国民スポーツ大会開催基準要項細則第３項－⑴－ －③（国

内移動選手の制限）に抵触しないものとする。

６ ふるさと選手制度の活用については、原則として、１回につき２年以上連続とし、利用できる

回数は２回までとする。

７ 参加都道府県は「ふるさと選手」を所定の様式、方法により、当該大会実施要項で定めた参加

申込締切期日までに、日本スポーツ協会宛に提出する。
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別記２ 「『一家転住等』に伴う特例措置」

転校への特例

１ 次の内容をすべて満たすことにより、国内移動選手の制限（国民スポーツ大会開催基準要項細

則第３項－⑴－ －③）に抵触しないものとする。

⑴ この特例の対象は、「少年種別」への参加者に限る。

⑵ 本特例を受けることができるのは、一家転住等やむを得ない理由に限ることとする。

なお「一家転住等」とは概ね次のことを言う。

ア 親の転勤による一家の転居

イ 親の結婚、離婚による一家の転居

ウ 上記以外に、やむを得ない理由による一家の転居

⑶ 転居した時点に応じて、以下の手続きを終了していること。

ア 本特例を受けようとする参加者は、下記２⑴の場合は転居元、下記２⑵の場合は転居先が

属する都道府県体育・スポーツ協会及び都道府県競技団体に対し、その旨報告すること。

イ 報告を受けた都道府県体育・スポーツ協会及び都道府県競技団体は、下記２⑴の場合は転

居先、下記２⑵の場合は転居元が属する都道府県体育・スポーツ協会及び都道府県競技団体

に対し、その旨報告し了承を得ること。

２ 本特例を受ける当該大会において、参加することができる都道府県は以下のとおりとする。

⑴ 転居した時点において、以下に該当する場合は転居元が属する都道府県から参加することが

できる。

ア 転居先が属する都道府県の代表が既に決定している場合

イ 当該参加者が、転居元が属する都道府県の代表として既に決定している場合

ウ 当該参加者が、転居元が属する都道府県の代表選考過程にある場合

⑵ 転居した時点において、以下に該当する場合は転居先が属する都道府県から参加することが

できる。

ア 転居元が属する都道府県において、当該大会における都道府県代表の選考が開始されてい

ない場合
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別記３ 「 エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」

公益財団法人日本オリンピック委員会が実施する「 エリートアカデミー」に係る選手のうち、

下記１に該当する者については、国民スポーツ大会開催基準要項細則第３項〔国民スポーツ大会開

催基準要項第８項第１号及び第 項第４号（参加資格及び年齢基準等）〕及び別記１「国民スポー

ツ大会ふるさと選手制度」に関し、次の２～４の特例を適用する。

１ 対象者

⑴ 少年種別年齢域の選手で エリートアカデミーに在籍する者

⑵ 成年種別年齢域の選手で エリートアカデミーを修了した者、または同アカデミーに在籍

する者

２ 少年種別年齢域の選手の所属都道府県

本特例第１項－⑴に定める少年種別年齢域の選手は、その所属都道府県について、国民体スポ

ーツ大会開催基準要項細則第３項－⑴－ ‐②に定める「居住地を示す現住所」、「学校教育法第

１条に規程する学校の所在地」、「勤務地」のほか、卒業小学校の所在地が属する都道府県を選択

することができる。

なお、同アカデミーへの入校時において小学生であった場合には、入校する直前まで通学して

いた小学校の所在地が属する都道府県を選択することができる。

３ 成年種別年齢域の選手の「ふるさと」

本特例第１項－⑵に定める成年種別年齢域の選手は、別記１「国民スポーツ大会ふるさと選手

制度」第２項に定める卒業小学校、卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都

道府県のほか、同アカデミーでの入校時において小学生であった場合には、入校する直前まで通

学していた小学校の所在地が属する都道府県を「ふるさと」とすることができる。

４ 国内移動選手の制限に係る例外適用

本特例第１項－⑴に定める少年種別年齢域の選手が前回の大会（都道府県大会を含む）と異な

る都道府県から参加する場合、国民スポーツ大会開催基準要項細則第３項－⑴－ －③（国内移

動選手の制限）に抵触しないものとする。

［注］ 本特例第１項－⑵に定める成年種別年齢域の選手については、国民スポーツ大会開催基準

要項細則第３項－⑴－ －③（国内移動選手の制限）の規定に従い取り扱うものとする。

５ その他

中央競技団体が国際競技力向上施策として独自に実施するアカデミー事業については、当該中

央競技団体からの申請を踏まえ、当該事業の内容が エリートアカデミーに準拠し実施され

ていることが、公益財団法人日本オリンピック委員会により確認された場合に限り、当該事業を

本特例の対象に加えることができる。
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別記４ 「トップアスリートの国民スポーツ大会参加資格の特例措置」

我が国の競技力向上を支援する観点より、一定の競技力を有する選手に対して、「トップアスリー

トの国民スポーツ大会参加資格の特例措置（以下「本特例」という。）」を下記のとおり定める。

１ 特例の対象となる選手

本特例の対象となる選手は、下記の条件のいずれかを満たす者とする。

⑴ 第 回オリンピック競技大会（ 年・東京）に参加した者。

⑵ 年４月 日時点で、下記のいずれかに該当し、各中央競技団体が本特例の対象として

認めた者

ア オリンピック強化指定選手

イ 各競技（種目）における国内ランキング上位 位以内の者

ウ 中央競技団体が定めた強化指定選手

※ 強化指定ランクについては、各競技における全日本選手権大会入賞レベル以上のカテゴ

リーを対象とする。

２ 特例の内容

⑴ 予選会の免除

本特例の対象となる選手については、都道府県予選会及びブロック大会を経ずに国民スポー

ツ大会本大会に参加することができるものとする。ただし、ブロック大会実施競技種目・種別

においては、当該都道府県代表選手又はチームがブロック大会に参加し、本大会参加枠を獲得

している場合とする。

⑵ 資格要件（日数要件の緩和）

本特例の対象となる選手が所属都道府県として「居住地を示す現住所」又は「勤務地」を選

択する場合は、日数に関する要件を定めないこととし、以下のとおりとする。

ア 居住地を示す現住所

次の要件をいずれも満たすものとする。

ｱ 年４月 日以前から大会終了時（ 年 月 日）まで引き続き、住民票記載

の住所に存する都道府県において生活している実態があり、当該都道府県以外（海外を含

む）において生活している実態がないこと。

なお、生活の実態については、下記要件により判断する。

ａ 自ら所有する住居、又は自らの名義で住居を賃借していること

ｂ 当該住居に生計を一にする家族と共に住んでいること

ｃ 当該住居の水道光熱費など費用を自ら負担していること

ｄ 当該住居に主要な家財道具が存すること

ｲ 合宿、試合等により当該都道府県外で活動を行う場合、当該都道府県を移動の起点とし

ていること。

イ 勤務地

次の要件をいずれも満たすものとする。

ｱ 年４月 日以前から大会終了時（ 年 月 日）まで引き続き、雇用主と雇

用契約を締結した上で、当該都道府県内に存する雇用主の会社や事業所等に現実に通勤し、

勤務していること。

ｲ 当該都道府県内で、競技普及活動等の事業に参加すること。

３ 国内移動選手の制限

本特例の対象となる選手の国内移動選手の制限については、国民スポーツ大会開催基準要項細

則第３項－⑴－ －③のとおりとする。
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別記５ 「東日本大震災に係る選手及び監督の国民スポーツ大会参加資格の特例措置」

１ 特例の対象となる被災地域都道府県

震災による被害状況及び影響等を総合的に勘案し、青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県、

千葉県の６県を本特例の適用対象となる被災地域都道府県（以下「特例対象県」という。）とする。

なお、特例対象県以外の都道府県において対応が必要となった場合は、個別に取り扱うことと

する。

２ 特例の内容

⑴ 特例対象県を所属都道府県とする場合の要件緩和

以下の選手及び監督は、「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」の各要件を満

たしていなくとも、当該特例対象県から参加することができる。

【特例の対象者】

被災地域からの避難等、災害の影響によるやむを得ない事情によって、当該特例対象県にお

ける「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」の各要件を満たすことができなく

なった者。

ただし、以下の事項のいずれにも該当していること。

ア 年３月 日（震災発生時）時点において、当該特例対象県内に居住又は勤務してい

た者。もしくは当該特例対象県内の「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍していた者

であること。

イ 災害が発生しなかったと仮定した場合、 年４月 日以前から大会終了時（ 年

月 日）まで継続して当該特例対象県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤

務地」とする要件を満たしていたと合理的に推測される者であること。

⑵ 避難等による移動先の都道府県を所属都道府県とする場合の要件緩和

ア 被災地域からの避難等により、当該特例対象県と異なる都道府県に移動した以下の選手及

び監督については、移動先の都道府県から参加することができる。

なお、この場合、第 回または 年開催の特別大会に当該特例対象県から参加してい

ても、国民スポーツ大会開催基準要項細則第３項－⑴－ －③（国内移動選手の制限）には

抵触しないものとする。

【特例の対象者】

被災地域からの避難等、災害の影響によるやむを得ない事情によって、当該特例対象県か

ら移動せざるを得なかった者。

ただし、以下の事項のいずれにも該当していること。

ｱ 年３月 日時点において、当該特例対象県内に居住又は勤務していた者。もしく

は当該特例対象県内の「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍していた者であること。

ｲ 移動先の都道府県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」とする要件

を満たしていること。

なお、移動が生じた時期が 年４月 日以降の場合は、移動先の都道府県の予選会

開始までに要件を満たしていることとする。

注 「居住地を示す現住所」及び「学校所在地」として参加を希望する者については、

当該自治体への住所に関する届出又は学籍に係る要件を満たしていなくとも、それに

準ずる公的な証明書類を提出でき、かつ移動先の都道府県に居住あるいは通学してい

る実態を有していると日本スポーツ協会が認めた場合、移動先の都道府県から出場す

ることができる。
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イ 本項アを適用して避難等による移動先の都道府県から 年開催の特別大会または第

回大会に参加した者が、第 回大会において、以下のような震災にかかる理由により再度都

道府県を移動して参加する場合は、国民スポーツ大会開催基準要項細則第３項－⑴－ －③

（国内移動選手の制限）には抵触しないものとする。

＜例＞ ○ 避難先を離れ、当該特例対象県に戻る場合

○ 避難先を離れ、他の都道府県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤

務地」とする場合

○ 他の都道府県に避難先を移す場合

⑶ 避難等による移動先の属する都道府県において学校を卒業した場合の「ふるさと」選択要件

の緩和

避難等による移動先の属する都道府県において小学校、中学校または高等学校を卒業した者

が、成年種別年齢域に達した際、「国民スポーツ大会ふるさと選手制度」を活用して参加する場

合、以下のいずれかを「ふるさと」として登録することができる。

ア 卒業小学校、卒業中学校または卒業高等学校の所在地

イ 災害の発生した時点で在籍していた小学校、中学校または高等学校の所在地

なお、本特例を適用して上記イの学校所在地を「ふるさと」登録した場合についても、卒業

小学校、卒業中学校または卒業高等学校の所在地を「ふるさと」とする場合と同様、一度登録

した「ふるさと」は変更できない。

【特例の対象者】

年度から 年度（小学校は 年度）までに、避難等による移動先の属する都道府県

において小学校、中学校または高等学校を卒業した者。
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別記６ 「能登半島地震に係る選手及び監督の国民スポーツ大会参加資格の特例措置」

１ 特例の対象となる被災地域都道府県

震災による被害状況および影響等を総合的に勘案し、新潟県、富山県、石川県、福井県の４県

を本特例の適用対象となる被災地域都道府県（以下「特例対象県」という。）とする。

なお、特例対象県以外の都道府県において対応が必要となった場合は、個別に取り扱うことと

する。

２ 特例の内容

⑴ 特例対象県を所属都道府県とする場合の要件緩和

以下の選手および監督については、「居住地を示す現住所」、「学校所在地」または「勤務地」

の各要件を満たしていなくとも、当該特例対象県から参加することができる。

【特例の対象者】

被災地域からの避難等、災害の影響によるやむを得ない事情によって、当該特例対象県にお

ける「居住地を示す現住所」、「学校所在地」または「勤務地」の各要件を満たすことができな

くなった者。

ただし、以下の事項のいずれにも該当していること。

ア 年１月１日（震災発生時）時点において、当該特例対象県内に居住または勤務してい

た者。もしくは当該特例対象県内の「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍していた者

であること。

イ 災害が発生しなかったと仮定した場合、 年 月 日以前から当該大会終了時（

年 月 日）まで継続して当該特例対象県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」また

は「勤務地」とする要件を満たしていたと合理的に推測される者であること。

⑵ 避難等による移動先の都道府県を所属都道府県とする場合の要件緩和

ア 被災地域からの避難等により、当該特例対象県と異なる都道府県に移動した以下の選手お

よび監督については、移動先の都道府県から参加することができる。

なお、この場合、第 回大会または 年開催の特別大会に、当該特例対象県から参加

していても、国民スポーツ大会開催基準要項細則第３項－⑴－ －③（国内移動選手の制限）

には抵触しないものとする。

【特例の対象者】

被災地域からの避難等、災害の影響によるやむを得ない事情によって、当該特例対象県から

移動せざるを得なかった者。

ただし、以下の事項のいずれにも該当していること。

ｱ 年１月１日時点において、当該特例対象県内に居住または勤務していた者。もしく

は当該特例対象県内の「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍していた者であること。

ｲ 移動先の都道府県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」または「勤務地」とする要

件を満たしていること。

なお、移動が生じた時期が 年 月 日以降の場合は、移動先の都道府県の予選会

開始までに要件を満たしていることとする。

［注］ 「居住地を示す現住所」および「学校所在地」として参加を希望する者については、

当該自治体への住所に関する届出または学籍に係る要件を満たしていなくとも、それ

に準ずる公的な証明書類を提出でき、かつ移動先の都道府県に居住あるいは通学して

いる実態を有していると日本スポーツ協会が認めた場合、移動先の都道府県から出場
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することができる。

イ 本項アを適用して避難等による移動先の都道府県から 年開催の特別大会または第

回大会に参加した者が、第 回大会において、以下のような震災に係る理由により再度都

道府県を移動して参加する場合は、国民スポーツ大会開催基準要項細則第３項－⑴－ －③

（国内移動選手の制限）には抵触しないものとする。

＜例＞ ○ 避難先を離れ、当該特例対象県に戻る場合

○ 避難先を離れ、他の都道府県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」また

は「勤務地」とする場合

○ 他の都道府県に避難先を移す場合

⑶ 避難等による移動先の属する都道府県において学校を卒業した場合の「ふるさと」選択要件

の緩和

避難等による移動先の属する都道府県において小学校、中学校または高等学校を卒業した者

が、成年種別年齢域に達した際、「国民スポーツ大会ふるさと選手制度」を活用して参加する場

合、以下のいずれかを「ふるさと」として登録することができる。

ア 卒業小学校、卒業中学校または卒業高等学校の所在地

イ 災害の発生した時点で在籍していた小学校、中学校または高等学校の所在地

なお、本特例を適用して上記イの学校所在地を「ふるさと」として登録した場合についても、

卒業小学校、卒業中学校または卒業高等学校の所在地を「ふるさと」とする場合と同様、一度

登録した「ふるさと」は変更できない。

【特例の対象者】

年度から 年度（小学校は 年度）までに、避難等による移動先の属する都道府県に

おいて小学校、中学校または高等学校を卒業した者。
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第第 回回国国民民ススポポーーツツ大大会会ババドドミミンントトンン競競技技会会実実施施要要項項

１ 期 日 年 月５日（土）から 月８日（火）まで（４日間）

種 別 月５日（土） 月６日（日） 月７日（月） 月８日（火）

成年男子 １ 回 戦 準々決勝・準決勝 ３位決定戦・決勝

成年女子 １・２回戦 ３ 回 戦 準々決勝・準決勝 ３位決定戦・決勝

少年男子 １ 回 戦 ２ 回 戦 準々決勝・準決勝 ３位決定戦・決勝

少年女子 １ 回 戦 準々決勝・準決勝 ３位決定戦・決勝

２ 会 場 唐津市 唐津市文化体育館

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合 計 人

成年男子 １ ３

成年女子 １ ３

少年男子 １ ３

少年女子 １ ３

※ 成年選手は監督を兼任することができる。

４ 競技上の規程及び方法

⑴ 年度の公益財団法人日本バドミントン協会競技規則・大会運営規程並びに公認審判員規

程による。

⑵ 各種別とも１複２単による都道府県対抗トーナメント方式とし、うち２試合を得た方を勝ち

とし、勝敗決定後の試合は打ち切る。また、３位決定戦を行う。

⑶ 組合せは、公益財団法人日本バドミントン協会指名のレフェリー（競技役員長）もしくは、

デピュティーレフェリー（競技審判部長）の指示及び公益財団法人日本スポーツ協会国スポ委

員の立会いの下、主管団体役員との間で厳正に執り行う。

５ 予選方法

ブロック大会を通過したチームが本大会に出場する。（成年女子は全都道府県が参加）

ブロック大会区分及び選出チーム数は、下表のとおりとする。

ブロック名 都 道 府 県 名
成年

男子

少年

男子

少年

女子

北 海 道 北海道 １ １ １

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ４ ２

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ２ ５ ２

北 信 越 新潟、長野、富山、石川、福井 ２ ３ ２

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ ３ １

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ２ ４ ２

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ２ ３ ２

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ ３ １
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九 州 福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ ５ ２

開 催 県 佐賀 １ １ １

計

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準

総則５に定めるところによる。

⑴ 少年種別に参加できる選手は、 年４月２日から 年４月１日までの間に生まれた中

学３年生を含むものとする。

⑵ 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく公認バドミントン

コーチ１、公認バドミントンコーチ２、公認バドミントンコーチ３、公認バドミントンコーチ

４の有資格者であることとする。

⑶ 参加選手は、全期間出場できるものとする。

７ 総合成績決定方法

男女総合成績（天皇杯得点）及び女子総合成績（皇后杯得点）は、競技得点と参加得点の合計

とし、その得点の多い都道府県順に第１位から第８位までを決定する。

ただし、同点の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。

⑴ 競技得点

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点

成 年 男 子

成 年 女 子

少 年 男 子

少 年 女 子

成 年 女 子

少 年 女 子

各種別とも１位 点、２位 点、３位 点、４位

点、５位（４チーム）各 点の競技得点を与える。

⑵ 参加得点

大会（ブロック大会を含む）に参加した都道府県に 点を与える。ただし、ブロック大会

で本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加しなかった場合は与えない。

８ 表 彰

⑴ 男女総合成績及び女子総合成績第１位から第８位までの都道府県に、表彰状を授与する。

⑵ 男女総合成績第１位の都道府県に、大会会長トロフィーを授与する。

⑶ 各種別の第１位から第５位（４チーム）までに、賞状を授与する。

９ 参加申込み方法

⑴ 所定の ページ 国民スポーツ大会参加申込システム へアクセスし、必要項目を入力の

上、所属都道府県体育・スポーツ協会を通じて、 年９月４日（水）までに申込み手続き

を完了すること。

⑵ 締切期限以降は所定の ページ 国民スポーツ大会参加申込システム へアクセスできな

くなるので、締切期限を厳守すること。

⑶ 参加申込み締切後の選手変更は、疾病、傷害、一親等内の親族の弔事などの特別な事情の

場合のみ認めるものとし、その場合は、下記のア、イ、ウの事務局宛に文書で届け出なけれ

ばならない。疾病、傷害などによる変更の場合は医師の診断書の添付が必要となる。また、

監督変更については正当な理由がある場合は認められるが、選手変更と同様に下記のア、イ、
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ウの事務局宛に文書で届けなければならない。その場合、監督交代の理由書の添付が必要と

なる。ただし、いずれの文書の提出も監督会議開催前までとする。

ア 〒 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号

公益財団法人日本バドミントン協会

イ 〒 佐賀県佐賀市城内一丁目１番 号

ＳＡＧＡ２０２４実行委員会事務局

（佐賀県ＳＡＧＡ２０２４・ＳＳＰ推進局

ＳＡＧＡ２０２４競技運営チーム 国民スポーツ大会担当）

ウ 〒 佐賀県唐津市南城内１番１号（大手口センタービル５階）

ＳＡＧＡ２０２４国スポ・全障スポ唐津市実行委員会事務局

（唐津市スポーツ局国スポ・全障スポ競技課内）

なお、公益財団法人日本スポーツ協会に対しては、大会終了後、別途、所定の手続きにより

参加申込情報を修正すること。

参加上の注意

競技に際しては、上衣背面中央に縦６～ 、横 以内の範囲に都道府県名を明示するこ

と。文字は、上衣背面の都道府県名明示部分の色と明確に区別できる文字色の漢字とする。

また、ゼッケンを使用する場合には、縦 、横 を基準とし、必ず四隅を固定すること。

なお、文字列の大きさについては公益財団法人日本バドミントン協会大会運営規程第 条に

よる。

（例）

その他

⑴ 組合せ抽選会

日 時 年９月６日（金） 午後 時

場 所 内会議室

〒 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号

⑵ 監督会議

日 時 年 月４日（金） 午後２時 分

場 所 唐津市文化体育館

〒 佐賀県唐津市和多田大土井１番１号

佐佐 賀賀

以内

６～
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⑶ 審判会議

日 時 年 月４日（金） 午後４時

場 所 唐津市文化体育館

〒 佐賀県唐津市和多田大土井１番１号

⑷ 表彰式

日 時 年 月８日（火） 午後２時

場 所 唐津市文化体育館

〒 佐賀県唐津市和多田大土井１番１号
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表表彰彰式式次次第第

１１　　日日　　程程 令和６年１０月８日（火）　１４時００分

２２　　場場　　所所 唐津市文化体育館

３３　　式式次次第第

順序 次第 予定時刻

競技（決勝戦）終了 １３：００

選手団集合・関係役員整列完了 １３：５５

開式通告 １４：００

成績発表 １４：０１

表彰 １４：０４

特別表彰 １４：３４

競技会会長あいさつ １４：３９

歓送のことば １４：４２

競技会終了宣言 １４：４５

閉式通告 １４：４６

選手団・関係役員解散 １４：４７
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表表彰彰式式会会場場図図

唐津市文化体育館

５位 ５位 ５位 ５位 ８位 ８位

５位 ５位 ５位 ５位 ７位 ７位

５位 ５位 ５位 ５位 ６位 ６位

５位 ５位 ５位 ５位 ５位 ５位

４位 ４位 ４位 ４位 ４位 ４位

３位 ３位 ３位 ３位 ３位 ３位

２位 ２位 ２位 ２位 ２位 ２位

１位 １位 １位 １位 １位 １位

男女総合成年女子少年男子少年女子

ステージ

成年男子 女子総合
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10月4日（金） 14時30分 唐津市文化体育館

10月4日（金） 16時00分 同上

10月５日（土） 10月６日（日） 10月７日（月） 10月８日（火）

10月８日（火） 14時00分 唐津市文化体育館

　※　Ｍは成年男子、Ｗは成年女子、Ｂは少年男子、Ｇは少年女子

成年女子（Ｗ）

２回戦（８試合）

15:15～

少年女子（Ｇ）

１回戦（８試合）

9:30～

少年男子（Ｂ）

２回戦（８試合）

13:00～

成年男子（Ｍ）

１回戦（８試合）

11:15～

成年女子（Ｗ）

３回戦（８試合）

14:45～

少年男子（Ｂ）

１回戦（８試合）

12:45～

成年女子（Ｗ）

２回戦（８試合）

14:00～

競競　　技技　　日日　　程程

成年男子（Ｍ）
準々決勝（４試合）

少年女子（Ｇ）
準々決勝（４試合）

9:30～

成年女子（Ｗ）

１回戦（８試合）

9:00～
成年男子（Ｍ）
成年女子（Ｗ）
少年男子（Ｂ）
少年女子（Ｇ）

３位決定戦
9:30～

成年女子（Ｗ）

１回戦（７試合）

10:15～

成年男子（Ｍ）
成年女子（Ｗ）
少年男子（Ｂ）
少年女子（Ｇ）

決勝戦
11:15～

成年女子（Ｗ）
準決勝（２試合）
少年男子（Ｂ）

準決勝（２試合）
14:45～

少年男子（Ｂ）

１回戦（８試合）

11:30～

成年女子（Ｗ）
準々決勝（４試合）

少年男子（Ｂ）
準々決勝（４試合）

11:15～

成年男子（Ｍ）
準決勝（２試合）
少年女子（Ｇ）

準決勝（２試合）
13:00～

表　彰　式

監 督 会 議

審 判 会 議

唐
津
市
文
化
体
育
館
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        コ－ト

月　日          番号

 開始時間

Ｗ１ Ｗ２ Ｗ３ Ｗ４ Ｗ５ Ｗ６ Ｗ７ Ｗ８

Ｇ１ Ｇ２ Ｇ３ Ｇ４ Ｇ５ Ｇ６ Ｇ７ Ｇ８

Ｍ９ Ｍ１０ Ｍ１１ Ｍ１２ Ｇ９ Ｇ１０ Ｇ１１ Ｇ１２

Ｍ１５ Ｂ３１ Ｇ１５ Ｗ４６

Ｍ１６ Ｂ３２ Ｇ１６ Ｗ４７

＊　Ｍは成年男子、Ｗは成年女子、Ｂは少年男子、Ｇは少年女子

＊　　　　　　 は決勝戦、　　　　　は３位決定戦

＊　第１日目、第２日目、第３日目の２段目以降については流し込み方式で進行します。

第４日目

１０月８日

（火）
表　　　彰　　　式

第１日目

１０月５日

（土）

第２日目

１０月６日

（日）

第３日目

１０月７日

（月）

Ｗ９～Ｗ１５

Ｂ１～Ｂ８

Ｂ９～Ｂ１６

Ｗ１６～Ｗ２３

Ｗ２４～Ｗ３１

Ｍ１～Ｍ８

Ｂ１７～Ｂ２４

Ｗ３２～Ｗ３９

Ｂ２５～Ｂ２８ Ｗ４０～Ｗ４３

Ｍ１３～Ｍ１４ Ｇ１３～Ｇ１４

Ｂ２９～Ｂ３０

８

タタ  イイ  ムム  テテ  ーー  ブブ  ルル

競技会場 唐津市文化体育館

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

Ｗ４４～Ｗ４５
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東 京 都

熊 本 県

兵 庫 県

千 葉 県

鹿児島県
3位決定戦

青 森 県

岩 手 県

石 川 県

山 形 県

埼 玉 県

和歌山県

茨 城 県

山 梨 県

栃 木 県

神奈川県
群 馬 県

大 分 県

滋 賀 県
京 都 府

愛 媛 県
静 岡 県

高 知 県

香 川 県
秋 田 県

徳 島 県

長 崎 県

大 阪 府
島 根 県

福 岡 県

岡 山 県

富 山 県

福 島 県

鳥 取 県

三 重 県

長 野 県

佐 賀 県

奈 良 県

愛 知 県

福 井 県
宮 崎 県

北 海 道

山 口 県

都道府県名
準決勝

準々
３回戦

６日 10月５日

２回戦 １回戦
決勝

成成年年女女子子　　組組合合せせ表表

【　成年女子（Ｗ）】

都道府県名

10月５日 ６日 ７日 ８日 ７日

新 潟 県

岐 阜 県
沖 縄 県

広 島 県

１回戦 ２回戦 ３回戦
準々

準決勝 決勝
決勝

宮 城 県
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２回戦 １回戦

少少年年男男子子　　組組合合せせ表表

【　少年男子（Ｂ）】

都道府県名

10月５日 ６日 ７日 ８日 ７日 ６日 10月５日

山 口 県 島 根 県

決勝 決勝

埼 玉 県 福 島 県

都道府県名
１回戦 ２回戦

準々
準決勝 決勝 準決勝

準々

岩 手 県 佐 賀 県

茨 城 県 岐 阜 県

広 島 県 宮 崎 県

長 崎 県 香 川 県

石 川 県 高 知 県

兵 庫 県

滋 賀 県

富 山 県 大 阪 府

千 葉 県

京 都 府

静 岡 県

東 京 都 北 海 道

鹿児島県

熊 本 県

愛 媛 県 宮 城 県

福 井 県

愛 知 県 山 梨 県
3位決定戦

青 森 県福 岡 県
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準々決勝 準決勝 決勝 準決勝 準々決勝 １回戦

成成年年男男子子・・少少年年女女子子　　組組合合せせ表表

【　成年男子（Ｍ）】

都道府県名
10月６日 ７日 ８日 ７日 10月６日

都道府県名
１回戦

香 川 県 福 島 県

富 山 県 東 京 都

埼 玉 県 熊 本 県

青 森 県

福 井 県

佐 賀 県 岡 山 県

広 島 県

大 阪 府

3位決定戦

北 海 道 福 岡 県

滋 賀 県

【　少年女子（Ｇ）】

岐 阜 県

都道府県名
１回戦 準々決勝 準決勝 決勝 準決勝 準々決勝 １回戦

都道府県名
10月６日 ７日 ８日 ７日 10月６日

兵 庫 県 埼 玉 県

山 口 県 長 崎 県

北 海 道 富 山 県

愛 知 県

佐 賀 県

香 川 県 福 岡 県

福 井 県

福 島 県

3位決定戦

広 島 県 東 京 都

青 森 県大 阪 府
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ブ
ロ
ッ

ク

都
道
府
県

監
督

成
年
男
子

成
年
女
子

少
年
男
子

少
年
女
子

計

ブ
ロ
ッ

ク

都
道
府
県

監
督

成
年
男
子

成
年
女
子

少
年
男
子

少
年
女
子

計

滋 賀 県

京 都 府

青 森 県 大 阪 府

岩 手 県 兵 庫 県

宮 城 県 奈 良 県

秋 田 県 和 歌 山 県

山 形 県 鳥 取 県

福 島 県 島 根 県

茨 城 県 岡 山 県

栃 木 県 広 島 県

群 馬 県 山 口 県

埼 玉 県 香 川 県

千 葉 県 徳 島 県

東 京 都 愛 媛 県

神 奈 川 県 高 知 県

山 梨 県 福 岡 県

新 潟 県 佐 賀 県

長 野 県 長 崎 県

富 山 県 熊 本 県

石 川 県 大 分 県

福 井 県 宮 崎 県

静 岡 県 鹿 児 島 県

愛 知 県 沖 縄 県

三 重 県

岐 阜 県

四
　
国

北
信
越

東
　
海

総　　計

関
　
東

九
　
州

都都道道府府県県別別参参加加人人数数一一覧覧表表

北
海
道

北海道

近
　
畿

東
　
北

中
　
国
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都道府県 勤務先・学校名 都道府県 勤務先・学校名

監督 村 井 秀 樹 NTT東日本 監督 芝田 由紀恵 作新学院大学（職）

土佐 梨緒菜 北翔大学 桝 谷 志 穂 ほねごり相模原

内 山 真 希 岐阜Bluvic 櫻 井 理 湖 法政大学

石 澤 未 夢 honegori相模原 遠 藤 美 羽 ヨネックス

監督 成 田 奈 緒 青森山田中学校（教） 監督 篠 田 一 裕 太田市立沢野中央小学校（職）

大 竹 望 月 近藤 ももな 羽衣国際大学

福 井 美 空 （株）レゾナック 柏 瀬 倫 佳 羽衣国際大学

髙 橋 美 優 目 黒 恵 夢 太田市協会

監督 石 川 貴 寛 仙建工業株式会社盛岡支店 監督 名 倉 康 弘 埼玉栄中学校（教）

髙 橋 美 萩 日本体育大学 上 杉 杏 東日本電信電話株式会社

佐 藤 鈴 緒 大妻女子大学 鈴 木 陽 向 東日本電信電話株式会社

中 島 陽 菜 花巻中央消防署 小 原 未 空 明治大学

監督 木 戸 道 治 常盤木学園高等学校（教） 監督 髙 瀬 秀 雄 西武台千葉高等学校（教）

神 山 歩 美 七十七銀行 杉 山 凜 明治大学

高 橋 沙 弥 七十七銀行 岡本 萌奈未 早稲田大学

向 井 仁 那 七十七銀行 竹澤 みなみ 法政大学

監督 佐 々 木 翔 株式会社北都銀行 監督 平 山 優 BIPROGY株式会社

田 中 果 帆 株式会社北都銀行 木 村 百 伽 ヨネックス株式会社

舛木 さくら 株式会社北都銀行 大 澤 佳 歩 BIPROGY株式会社

石 岡 空 来 株式会社北都銀行 杉 山 薫 BIPROGY株式会社

監督 佐藤 美代子 山形県バドミントン協会 監督 前 田 吉 憲 ウエンブレー

齋 藤 梓 仙台大学 谷 川 莉 奈 日本体育大学

今田 ひなた 日本大学 溝口 なつめ 福井大学

加 藤 綾 菜 北翔大学 長 夢 乃 日本体育大学

監督 竹 俣 洋 平 尚志高等学校（教） 監督 井 上 翼 山梨県民信用組合

水井 ひらり NTT東日本株式会社 輿石 江里香 大同生命保険株式会社

山 北 奈 緒 NTT東日本株式会社 横 内 美 海 東京女子体育大学

阿 部 風 花 日本体育大学 田 村 今 晴 東京情報大学

監督 磯 部 和 弘 常総学院高等学校（教） 監督 長谷川 拓也 新潟県立白根高等学校（教）

海老原 詩織 株式会社レゾナック 佐々木 真奈 敬和学園大学

杉 山 未 来 株式会社レゾナック 目 崎 舞 桜 新潟大学

染谷 菜々美 株式会社レゾナック 加 藤 千 聖 日本体育大学

都道府県別出場監督・選手一覧　【成年女子】

監督・選手名 監督・選手名

北海道 栃木県

選手 選手

青森県 群馬県

選手 選手

岩手県 埼玉県

選手 選手

宮城県 千葉県

選手 選手

秋田県 東京都

選手 選手

山形県 神奈川県

選手 選手

福島県 山梨県

選手 選手

茨城県 新潟県

選手 選手
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都道府県 勤務先・学校名 都道府県 勤務先・学校名

監督 小宮山 聖文 大日本法令印刷株式会社 監督 酒 井 良 之 株式会社近江兄弟社

須 賀 紗 樹 ぱんのわ 石橋 麻美子 公益財団法人滋賀県スポーツ協会

佐 藤 麗 野村工具製作所 兒 玉 亜 依 立命館大学

荻沼 由果梨 日本大学 松 川 華 実 龍谷大学

監督 安 村 康 介 トナミ運輸（株） 監督 村 尾 勉 同志社女子大学（職）

木 林 千 耀 東海興業（株） 小 林 優 花 龍谷大学

中出 すみれ 龍谷大学 金 廣 真 季 龍谷大学

土井 さくら 関西学院大学 松 井 采 都 京都産業大学

監督 気 谷 篤 人 金沢学院大学（職） 監督 木 村 寛 四條畷学園高等学校（教）

多 﨑 千 帆 金沢学院大学 坂 中 琴 音 立命館大学

吉田 茜夕美 金沢学院大学 岩 城 杏 奈 岐阜Ｂｌｕｖｉｃ

播 摩 朋 奈 同志社大学 溝 上 愛 梨 龍谷大学

監督 笹 木 里 司 勝山市役所 監督 酒 井 将 之 三菱電機株式会社

山 口 茜 （株）再春館製薬所 中 島 祐 月 三菱電機株式会社

竹 内 真 那 龍谷大学 平 田 偲 三菱電機株式会社

竹 澤 知 穂 なのはなこども園 相 本 珠 杏 三菱電機株式会社

監督 栗 佑 貴 ジヤトコ株式会社 監督 三 好 奈 緒 YAMATO奈良

髙 栁 美 月 磐田市役所 今 井 優 歩 YAMATO奈良

村田 さくら 日清食品株式会社 葉山 美衣子 YAMATO奈良

鈴 木 愛 実 島田掛川信用金庫 柳原 なな子 YAMATO奈良

監督 馬 場 直 樹 東海興業株式会社 監督 小 口 晃 佳 岩出市立岩出小学校（教）

貴田 那菜子 豊田通商株式会社 山 下 玄 パナソニック株式会社

鈴木 ゆうき 豊田通商株式会社 尾原 あかり 大阪体育大学

植 村 理 央 豊田通商株式会社 米舛 咲々音 園田学園女子大学

監督 松 井 千 夏 三重県立神戸高等学校（教） 監督 清 水 隆 志 鳥取敬愛高等学校（教）

川添 麻依子 岐阜Bluvic 西村 ゆり香 （株）鳥取銀行

関 矢 芽 紅 東海興業株式会社 生 木 萌 果 鳥取県地域社会振興部スポーツ振興局スポーツ課

吉 居 要 立命館大学 石 田 有 彩 株式会社LIMNO

監督 吉 冨 桂 子 株式会社岐阜Bluvic 監督 丸 岡 智 子 （株）山陰合同銀行

古 川 佳 奈 株式会社岐阜Bluvic 田 部 真 唯 （株）山陰合同銀行

小 西 春 七 株式会社岐阜Bluvic 三 輪 音 巴 （株）山陰合同銀行

宮 﨑 淳 美 株式会社岐阜Bluvic 伊 藤 朱 里 （株）山陰合同銀行

都道府県別出場監督・選手一覧　【成年女子】

監督・選手名 監督・選手名

長野県 滋賀県

選手 選手

富山県 京都府

選手 選手

石川県 大阪府

選手 選手

福井県 兵庫県

選手 選手

静岡県 奈良県

選手 選手

愛知県 和歌山県

選手 選手

三重県 鳥取県

選手 選手

岐阜県 島根県

選手 選手
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都道府県 勤務先・学校名 都道府県 勤務先・学校名

監督 畑 健 二 倉敷市立倉敷第一中学校（教） 監督 多 田 美 紀 佐賀女子高校（教）

吉 川 天 乃 毛 利 未 佳 （株）七十七銀行

江 見 乃 羽 周南公立大学 志 波 寿 奈 広島ガス（株）

芦田 奈美希 ＳＯＧＯテクニカル 永 渕 妃 香 （株）北都銀行

監督 江 藤 理 恵 広島ガス株式会社 監督 片 岡 直 茂 諫早市立北諫早中学校（教）

小 田 菜 摘 広島ガス株式会社 髙 月 七 海 北翔大学

近 藤 七 帆 広島ガス株式会社 工 藤 葉 那 立命館大学

新 見 桃 芭 広島ガス株式会社 岸 本 侑 香 龍谷大学

監督 小 宮 山 元 株式会社ACT SAIKYO 監督 池 田 雄 一 株式会社再春館製薬所

齋 藤 栞 株式会社ACT SAIKYO 松 山 奈 未 株式会社再春館製薬所

水 津 優 衣 株式会社ACT SAIKYO 郡 司 莉 子 株式会社再春館製薬所

水 津 愛 美 株式会社ACT SAIKYO 明 地 陽 菜 株式会社再春館製薬所

監督 小 泉 秀 登 百十四銀行 監督 升 巴 勇 希 中津支援学校（教）

清家 菜々子 百十四銀行 福 田 海 璃 YAMATO奈良

谷 川 綾 百十四銀行 射場 美古都 筑波大学

石 上 瑠 奈 百十四銀行 三 嶋 菜 桜 関西学院大学

監督 西 岡 宏 記 日本青果包装（株） 監督 時 任 淳 聖心ウルスラ学園高等学校（教）

高 橋 奈 那 作新学院大学 武 末 藍 日本体育大学

金 澤 志 歩 関西学院大学 平 原 千 裕 日本体育大学

林 真 央 園田学園女子大学 長峰 あかり 東海興業株式会社

監督 大 西 学 愛媛県立新居浜東高等学校（教） 監督 末 永 隆 丸 南日本新聞社上伊敷販売所

加 藤 は る 日本体育大学 北 原 千 凡 トヨタ自動車（株）

髙 岡 花 怜 神戸学院大学 秋 保 奈 々 トヨタ自動車（株）

大 森 帆 花 京都産業大学 東 玲 美 立命館大学

監督 中 原 学 高知海洋高等学校（教） 監督 宮良 耕太郎 沖縄電力

森 朱 香 高知大学医学部付属病院 與 儀 美 羽 金武地区消防

片 山 琴 美 北翔大学 大 城 美 思 コーユーレンティア株式会社

山 本 奈 波 立教大学 赤 嶺 一 翔 日本体育大学

監督 吉 森 司 九州国際大学（職）

川 島 菜 々 九州国際大学

八 色 舞 九州国際大学

八 木 美 帆 法政大学

都道府県別出場監督・選手一覧　【成年女子】

監督・選手名 監督・選手名

岡山県 佐賀県

選手 選手

広島県 長崎県

選手 選手

山口県 熊本県

選手 選手

香川県 大分県

選手 選手

徳島県 宮崎県

選手 選手

愛媛県 鹿児島県

選手 選手

高知県 沖縄県

選手 選手

福岡県

選手
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都道府県 勤務先・学校名 都道府県 勤務先・学校名

監督 大 島 健 史 札幌龍谷学園高等学校（職） 監督 堀 越 義 広 淑徳巣鴨高等学校（教）

中 塩 爽 太 旭川実業高等学校 福 島 幸 輝 淑徳巣鴨高等学校

佐 藤 楓 起 札幌龍谷学園高等学校 竹 下 直 輝 淑徳巣鴨高等学校

菅 原 陸 翔 札幌龍谷学園高等学校 加 藤 瑛 之 淑徳巣鴨高等学校

監督 戸 祭 潤 青森山田高等学校（教） 監督 菅 澤 伸 哉 甲斐清和高等学校（教）

大 澤 達 也 青森山田高等学校 坂 本 櫂 音 山梨学院高等学校

佐々木 一真 青森山田高等学校 田 上 莉 玖 山梨学院高等学校

古 川 湧 己 青森山田高等学校 松 岡 倖 成 山梨学院高等学校

監督 川 村 忠 広 株式会社久保田光学 監督 中 田 真 琴 高岡第一高等学校（教）

菊 地 陸 隼 岩手県立前沢高等学校 棟 居 樟 高岡第一高等学校

藤 村 慈 大 岩手県立前沢高等学校 米 颯 斗 高岡第一高等学校

菅 原 槙 人 岩手県立花北青雲高等学校 中 谷 勇 仁 高岡第一高等学校

監督 畑 山 辰 徳 聖ウルスラ学院英智高等学校（職） 監督 石 本 明 男 金沢市立工業高等学校（教）

石 原 慶 悟 聖ウルスラ学院英智高等学校 亀 田 太 一 金沢市立工業高等学校

村 木 悠 空 聖ウルスラ学院英智高等学校 五 味 川 柊 金沢市立工業高等学校

内村 栞大朗 聖ウルスラ学院英智高等学校 中 島 圭 優 金沢学院大学附属高等学校

監督 齋 藤 亘 福島県立ふたば未来学園中学校（教） 監督 近 葉 信 太 福井県立勝山高等学校（教）

江 見 友 希 福島県立ふたば未来学園高等学校 野 村 雅 人 福井工業大学附属福井高等学校

藤 吉 珠 李 福島県立ふたば未来学園高等学校 宮 川 力 也 福井県立勝山高等学校

増 田 遥 福島県立ふたば未来学園高等学校 田 中 天 祥 福井県立勝山高等学校

監督 青 山 真 つくば国際大学高等学校（教） 監督 早 房 大 静岡県富士見高等学校（教）

小 林 和 真 つくば国際大学高等学校 勝 又 翔 哉 加藤学園高等学校

飯 村 寛 太 つくば国際大学高等学校 日 吉 佑 斗 加藤学園高等学校

三 木 颯 斗 茗溪学園高等学校 山 本 脩 太 静岡県富士見高等学校

監督 堂 下 智 寛 埼玉栄高等学校（教） 監督 稲 垣 翔 悟 名古屋経済大学市邨高等学校（教）

有 江 琥 珀 埼玉栄高等学校 渡 邊 楓 雅 名古屋経済大学市邨高等学校

髙 橋 悠 埼玉栄高等学校 中 村 琉 音 名古屋経済大学市邨高等学校

石 井 叶 夢 埼玉栄高等学校 馬 場 快 成 名古屋経済大学市邨高等学校

監督 稲 田 聡 西武台千葉高等学校（教） 監督 矢 島 伸 行 岐阜県立長良高等学校（教）

永 柄 豪 千葉敬愛高等学校 浅 井 完 介 岐阜県立岐阜商業高等学校

弓 削 綾 登 西武台千葉高等学校 中 家 謙 信 岐阜県立岐阜商業高等学校

宗 像 瞬 輝 西武台千葉高等学校 足 立 時 野 岐阜県立岐阜商業高等学校

都道府県別出場監督・選手一覧　【少年男子】

監督・選手名 監督・選手名

北海道 東京都

選手 選手

青森県 山梨県

選手 選手

岩手県 富山県

選手 選手

宮城県 石川県

選手 選手

福島県 福井県

選手 選手

茨城県 静岡県

選手 選手

埼玉県 愛知県

選手 選手

千葉県 岐阜県

選手 選手
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都道府県 勤務先・学校名 都道府県 勤務先・学校名

監督 仲 尾 修 一 比叡山高等学校（教） 監督 徳 永 督 新田高等学校（教）

森 蒼 介 比叡山高等学校 石 丸 大 智 新田高等学校

安 田 翔 比叡山高等学校 野 中 翔 斗 新田高等学校

長 束 翔 太 比叡山高等学校 宮 本 拓 実 新田高等学校

監督 山 口 公 洋 京都府立乙訓高等学校（教） 監督 大 﨑 武 土佐高等学校（教）

向 竜 生 京都府立乙訓高等学校 大 﨑 陽 太 土佐高等学校

木 根 知 哉 立命館宇治高等学校 黒 石 遼 空 土佐高等学校

岩 﨑 義 琉 京都成章高等学校 三 好 陸 登 高知商業高等学校

監督 明 石 浩 和 東大阪大学柏原高等学校（教） 監督 原 口 拓 巳 自由ケ丘高等学校（教）

大 山 一 樹 東大阪大学柏原高等学校 稲 富 将 太 自由ケ丘高等学校

中 塚 悠 太 東大阪大学柏原高等学校 岡 本 倖 大 自由ケ丘高等学校

眞 砂 佑 澄 東大阪大学柏原高等学校 松 永 稜 平 自由ケ丘高等学校

監督 細 川 泰 大 彩星工科高等学校（教） 監督 石橋 扶美子 唐津南高校（教）

大 塚 悠 翔 彩星工科高等学校 山本 凌太郎 唐津南高校

黒 田 紘 右 彩星工科高等学校 松 本 悠 誠 唐津南高校

前 田 晴 生 彩星工科高等学校 川 上 倖 輝 唐津南高校

監督 和田 隆之介 松徳学院中学校高等学校（教） 監督 林 貴 昭 瓊浦高等学校（教）

黒 川 真 哉 松徳学院高等学校 高 田 隆 誠 瓊浦高等学校

奥 田 瑛 斗 松徳学院高等学校 髙 橋 輝 瓊浦高等学校

太田尾 希空 松徳学院高等学校 草ノ瀬 悠生 瓊浦高等学校

監督 相 良 展 広 広島城北高等学校（教） 監督 権 藤 浩 二 熊本県立八代東高等学校（教）

山 廣 悠 斗 広島城北高等学校 齊 藤 礼 熊本県立八代東高等学校

森 山 大 夢 広島城北高等学校 緒 方 煌 熊本県立八代東高等学校

工 藤 大 和 広島城北高等学校 鈴 木 悠 史 熊本県立八代東高等学校

監督 青 見 領 UBE三菱ｾﾒﾝﾄ株式会社 監督 武 末 昌 也 日章学園高等学校（教）

立 脇 悠 羽 山口県立柳井商工高等学校 黒島 淳之介 日章学園高等学校

木 村 凌 大 山口県立柳井商工高等学校 串 間 太 紀 日章学園高等学校

河 村 匠 悟 山口県桜ケ丘高等学校 末 永 幸 大 日章学園高等学校

監督 二 宮 和 敬 県立高松桜井高等学校（教） 監督 野久尾 英俊 鹿児島県立鶴翔高等学校（教）

深 岡 立 夢 県立坂出工業高等学校 末 永 空 隆 鹿児島市立鹿児島商業高等学校

岩 佐 悠 希 県立桜井高等学校 蓬 原 天 空 鹿児島市立鹿児島商業高等学校

宮 﨑 央 輔 県立高松商業高等学校 向 江 康 輔 鹿児島実業高等学校

都道府県別出場監督・選手一覧　【少年男子】

監督・選手名 監督・選手名

滋賀県 愛媛県

選手 選手

京都府 高知県

選手 選手

大阪府 福岡県

選手 選手

兵庫県 佐賀県

選手 選手

島根県 長崎県

選手 選手

広島県 熊本県

選手 選手

山口県 宮崎県

選手 選手

香川県 鹿児島県

選手 選手
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都道府県 勤務先・学校名 都道府県 勤務先・学校名

監督 竹 村 純 北海道旅客鉄道（株） 監督 村 上 俊 滋賀県立彦根翔西館高等学校（教）

渡 部 大 北海道旅客鉄道（株） 西川 裕次郎 公益財団法人滋賀県スポーツ協会

光 島 理 貴 北海道旅客鉄道（株） 増 本 康 祐 法政大学

藤 原 睦 月 明治大学 衣 川 真 生 立命館大学

監督 佐 藤 幸 太 （公財）黒石市スポーツ協会 監督 山 形 章 悟 医療法人和幸会

佐 藤 椎 名 日本体育大学 下 農 走 金沢学院クラブ

角 田 洸 介 敬和学園大学 山 下 蒼 羽 ＷＡＫＯＫＡＩ

菅 原 海 斗 金沢学院大学 佐 藤 瑠 活 明治大学

監督 二 瓶 良 帝京安積高等学校（教） 監督 中須賀 祥雅 岡山市立東山中学校（教）

大 畑 龍 平 有限会社ウエンブレー 一 井 亮 太 三菱自動車工業（株）

仁 平 玖 央 有限会社ウエンブレー 山 﨑 悠 翔 ＪＦＥ物流（株）西日本事業所

古 賀 穂 NTT東日本株式会社 平 田 璃 月 日本大学

監督 山 田 秀 樹 BIPROGY株式会社 監督 本 山 宏 士 府中町役場

小野寺 雅之 BIPROGY株式会社 奥 野 天 斗 中央大学

遠 藤 彩 斗 東日本電信電話株式会社 森 川 将 暉 中央大学

川 本 拓 真 BIPROGY株式会社 南 本 和 哉 法政大学

監督 落 合 久 夫 東京都バドミントン協会 監督 三 井 秀 隆 県立坂出工業高等学校（教）

古 賀 輝 東日本電信電話株式会社 猪熊 心太朗 金沢学院クラブ

武 井 凜 生 東日本電信電話株式会社 豊口 竜一朗 百十四銀行

沖 本 優 大 BIPROGY株式会社 小 畑 洸 稀 同志社大学

監督 荒 木 純 トナミ運輸（株） 監督 原 田 和 憲 トヨタ自動車九州（株）

金 子 真 大 トナミ運輸（株） 平 野 莉 久 日本大学

高 橋 洸 士 トナミ運輸（株） 中 森 大 空 日本大学

秦 野 陸 トナミ運輸（株） 林 田 真 龍 中央大学

監督 松 川 直 弘 勝山市役所 監督 森 田 広 貴 佐賀県バドミントン協会

木 田 悠 斗 龍谷大学 野 田 悠 斗 （株）ジェイテクト

南 茂 斗 羽 三菱自動車京都 川 原 聡 麿 豊田スチールセンター（株）

中 谷 壱 心 日本体育大学 永 渕 雄 大 筑波大学

監督 今 井 彰 宏 株式会社岐阜Bluvic 監督 前 田 尚 史 熊本学園大学付属高等学校（教）

佐 藤 雄 輝 株式会社丸杉 池 端 元 哉 豊田通商株式会社

小 川 桂 汰 株式会社岐阜Bluvic 花 田 彬 日本大学

後 藤 海 斗 株式会社丸杉 江 口 心 日本大学

都道府県別出場監督・選手一覧　【成年男子】

監督・選手名 監督・選手名

北海道 滋賀県

選手 選手

青森県 大阪府

選手 選手

福島県 岡山県

選手 選手

埼玉県 広島県

選手 選手

東京都 香川県

選手 選手

岐阜県 熊本県

選手 選手

富山県 福岡県

選手 選手

福井県 佐賀県

選手 選手
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都道府県 勤務先・学校名 都道府県 勤務先・学校名

監督 石 田 圭 大 石狩市立石狩中学校（教） 監督 藤 原 英 佳 四天王寺高等学校（教）

山本 希乃花 北海道旭川商業高等学校 米 本 宙 那 四天王寺高等学校

齋 優 涙 酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校 山 中 杏 哩 四天王寺高等学校

原 田 夏 帆 酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校 小 林 茉 央 四天王寺高等学校

監督 藤 田 真 人 青森山田高等学校（教） 監督 友 金 美 佐 彩星工科高等学校（職）

東 谷 悠 妃 青森山田高等学校 古 西 葵 衣 園田学園高等学校

工 藤 彩 歩 青森山田高等学校 杉 原 亜 美 園田学園高等学校

浅 野 真 央 青森山田高等学校 礒 元 ら ら 親和女子高等学校

監督 大久保 菜摘 福島県立ふたば未来学園高等学校（教） 監督 冨 永 克 典 安田女子中学高等学校（教）

秋 田 ま な 福島県立ふたば未来学園高等学校 増 田 愛 友 安田女子高等学校

山 北 眞 緒 福島県立ふたば未来学園高等学校 住 田 彩 羽 安田女子高等学校

大 石 夢 陽 福島県立ふたば未来学園高等学校 小松木 望愛 安田女子高等学校

監督 滝 内 亮 埼玉栄高等学校（教） 監督 棟 居 秀 行 株式会社ムネスエスポーツ

高 津 愛 花 埼玉栄高等学校 砂 川 温 香 山口県立柳井商工高等学校

八 嶋 未 來 埼玉栄高等学校 松 本 紗 季 山口県立柳井商工高等学校

榎 本 紗 楓 埼玉栄高等学校 中 原 心 優 山口県立柳井商工高等学校

監督 関 根 忠 淑徳巣鴨高等学校（教） 監督 林 一 男 県立高松西高等学校（教）

鈴木 あいり 淑徳巣鴨高等学校 藤 川 夏 妃 県立高松商業高等学校

石 坂 朱 目黒日本大学高等学校 原田 そよか 県立高松西高等学校

髙 橋 乃 愛 淑徳巣鴨高等学校 山 川 唯 奈 県立高松商業高等学校

監督 麦 谷 正 二 富山商業高等学校（教） 監督 有 田 仁 志 株式会社ケイ・イー・エス

小 田 楓 富山国際大学付属高等学校 東 野 有 咲 九州国際大学付属高等学校

篠 村 夏 月 富山商業高等学校 本 田 希 藍 九州国際大学付属高等学校

中 藤 結 菜 富山商業高等学校 栗 山 陽 菜 九州国際大学付属高等学校

監督 大 石 宏 福井工業大学附属福井高等学校（教） 監督 今給黎 将之 佐賀女子高校（教）

松田 仁衣菜 福井工業大学附属福井高等学校 中 村 夏 穂 佐賀女子高校

相 磯 美 心 福井工業大学附属福井高等学校 金 岡 薫 佐賀女子高校

高 嶋 莉 奈 福井工業大学附属福井高等学校 永渕 友梨華 佐賀女子高校

監督 菅 野 俊 助 名古屋経済大学市邨高等学校（教） 監督 西 山 勝 也 長崎県立諫早商業高等学校（教）

伊藤 菜央加 名古屋経済大学市邨高等学校 根 波 美 乃 長崎県立諫早商業高等学校

向 井 温 菜 名古屋経済大学市邨高等学校 西 田 美 夢 長崎県立諫早商業高等学校

稲 垣 凛 名古屋経済大学市邨高等学校 古舘 菜々美 長崎県立諫早商業高等学校

都道府県別出場監督・選手一覧　【少年女子】

監督・選手名 監督・選手名

北海道 大阪府

選手 選手

青森県 兵庫県

選手 選手

福島県 広島県

選手 選手

埼玉県 山口県

選手 選手

東京都 香川県

選手 選手

愛知県 長崎県

選手 選手

富山県 福岡県

選手 選手

福井県 佐賀県

選手 選手
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１　競技得点

２　参加得点

　大会（ブロック大会を含む）に参加した都道府県に10点を与える。
　ただし、ブロック大会で本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加しなかった場合は与え
ない。

成　年　女　子
少　年　男　子
少　年　女　子

　男女総合成績（天皇杯得点）及び女子総合成績（皇后杯得点）は、競技得点と参加得点の合計
とし、その得点の多い都道府県に第１位から第８位までを決定する。
　ただし、同点の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。

成　年　女　子
　各種別とも１位24点、２位21点、３位18点、４位15
点、５位（４チーム）各7.5点の競技得点を与える。

少　年　女　子

競競技技成成績績決決定定方方法法

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競　　技　　得　　点

成　年　男　子
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順位
競技
得点

順位
競技
得点

順位
競技
得点

順位
競技
得点

競技
得点

参加
得点

合計
総合
順位

競技
得点

参加
得点

合計
総合
順位

北 海 道

青 森 県

岩 手 県

宮 城 県

秋 田 県

山 形 県

福 島 県

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

神 奈 川 県

山 梨 県

新 潟 県

長 野 県

富 山 県

石 川 県

福 井 県

静 岡 県

愛 知 県

三 重 県

岐 阜 県

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 県

奈 良 県

和 歌 山 県

鳥 取 県

島 根 県

岡 山 県

広 島 県

山 口 県

香 川 県

徳 島 県

愛 媛 県

高 知 県

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿 児 島 県

沖 縄 県

総総合合成成績績（（天天皇皇杯杯・・皇皇后后杯杯））一一覧覧表表

成年男子 成年女子 少年男子 少年女子 男女総合成績（天皇杯） 女子総合成績（皇后杯）
都道府県名
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　　　　順　位
種　別

一般男子　単 東　京 広　田　敏　秀 北海道 佐　藤　　　保　東　京 藤　井　光　男

一般女子　単 神奈川 吉　田　とよ子 愛　知 吉　沢　千　里 神奈川 遠　藤　文　子

　　　　順　位
種　別

広　田　敏　秀 岡　　　淳　一 佐　藤　　　保

藤　井　光　男 相　馬　万　吉 村　上　三　郎
小　宮　淳　宏 大　谷　直　次 葛　西　英　俊

山　田　康　久 松　本　武　道 若　林　　　守
吉　田　とよ子 水　谷　鈴　子 伊　藤　絹　代
遠　藤　文　子 堀　江　綾　子 安　藤　　　栄
小　林　歌　子 保　田　久　子 佐　賀　信　子
荒　川　とみ子 伊与田　照　子 片　岡　京　子
石　田　　　裕 石　川　光　男 岡　　　道　明
神　山　周　二 渡　辺　成　雄 村　松　弘　喬
大　塚　健　一 大　竹　健　司 江　井　　　実
島　中　貞　夫 野　口　　　勇 藤　井　昻　一

　　　　順　位
種　別

過去の成績一覧表

第４回　　昭和２４年　　東京都ＹＭＣＡ（個人戦オープン）

1　位 2　位 3　位

第５回　　昭和２５年　　愛知県　　白鷗小学校・東桜小学校(総合優勝　神奈川県)

1　位 2　位 3　位

第６回　　昭和２６年　　広島県　　広大東雲分校・同大附属小学校（総合優勝　愛知県）

1　位 2　位 3　位

北海道 愛　知 神奈川

一般男子 東　京

広　田　敏　秀

岐　阜

玉　越　忠　治

愛　知

藤　井　光　男

岡　　　道　明 大　竹　健　司 渡　辺　成　雄

山　田　康　久 下　野　和　彦

一般男子 東　京 神奈川 北海道

一般女子 神奈川 愛　知 北海道

高校男子

一般男子　複 東　京

広　田　敏　秀

神奈川

岡　　　淳　一

北海道

佐　藤　　　保

藤　井　光　男 相　馬　万　吉 村　上　三　郎

一般女子　複 神奈川

吉　田　とよ子

神奈川

小　林　歌　子

愛　知

吉　沢　千　里

遠　藤　文　子 中　村　多　喜 後　藤　範　子

蟹　　　和　男

一般女子 愛　知

堀　江　綾　子

石　川

登　　　悦　子

北海道

伊　藤　絹　代

保　田　久　子 貝　原　まさえ 片　岡　京　子

伊与田　照　子 高　田　八重子　 栗　原　澄　子

高校男子 愛　知

服　部　興　治

石　川

東　　　正　直

岐　阜

後　藤　裕八郎

野　口　　　勇 西　　　貞　夫 林　　　金太郎

立　松　健　市 諸　江　秀　一 田　中　正　則
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　　　　順　位
種　別

広　田　敏　秀 石　田　　　裕 江　井　　　実
岡　　　道　明 神　山　周　二 小　宮　章　敬

藤　井　昻　一 葛　西　英　俊 山　崎　　　茂

吉　原　秀　雄 野　坂　豊三郎 佐　藤　芳　朗
貝　原　まさえ 田　中　知江子 堀　江　綾　子
登　　　悦　子 中　谷　成　子 保　田　久　子
高　田　八重子 佐之瀬　教　子 伊与田　照　子
岩　倉　衣　絵 小野寺　京　子 水　野　美根子
望　月　文　雄 新　倉　利　男 諸　江　秀　一
倉　田　一　彦 関　根　秀　司 井　上　晴　夫
力　石　　　潔 内　藤　広　明 山　本　圭　三
鈴　木　隆　治 伏　島　光　則 上　田　　　稔

広　瀬　延　子 佐　藤　照　子 大　川　良　子

西　尾　貞　子 五十嵐　弘　子 竜　野　美代子

小笠原　美津子 斎　藤　久美子 藤　田　光　子

関　　　一　子 佐　藤　　　明 中　島　　　緑

　　　　順　位
種　別

広　田　敏　秀 藤　井　光　男 大　竹　健　司

佐　治　　　豊 諸　江　秀　一 松　岡　龍　三
川　崎　順　久 相　川　十一郎 丹　波　哲　昭

杉　田　　　博 萩　原　　　誠 林　　　金太郎
遠　藤　文　子 岡　元　弘　子 貝　原　まさえ
小　林　歌　子 梅　津　貴久江 登　　　悦　子
荒　川　とみ子 阿　部　悦　子 島　谷　須磨子
小　野　智　子 荒　井　重　子 町　駒　ヤス子
片　石　兼　敏 江　尻　桂　三 越　川　　　啓
加　藤　正　則 辻　　　貞　三 花　岡　牧　夫
長谷川　龍　男 半田外　喜　男 折　井　利　彦
井　桁　啓　充 岡　崎　健　一 内　藤　弘　明

西　堀　富美子 大　西　誉　子 大　川　良　子

谷　津　京　子 藤　田　光　子

佐　藤　範　子 竜　野　美代子

松　本　幸　子 真　鍋　寿　子 波多野　澄　子

　　　　順　位
種　別

第７回　　昭和２７年　　宮城県　　東北大学体育館（総合優勝　神奈川県）

1　位 2　位 3　位

第９回　　昭和２９年　　北海道　　札幌市(総合優勝　愛知県)

1　位 2　位 3　位

一般女子 神奈川 北海道 石　川

高校男子 北海道 石　川 神奈川

高校女子 宮　城 香　川 神奈川秋　山　武　子

一般男子 岐　阜

玉　越　忠　治

愛　知

野　口　　　勇

富　山

一般男子 神奈川 北海道 東　京

一般女子 石　川 東　京 愛　知

高校男子 東　京 神奈川 石　川

高校女子 兵　庫 山　形 神奈川

一般男子 神奈川 東　京 岐　阜

第８回　　昭和２８年　　香川県　　善通寺体育館（総合優勝　神奈川県）

1　位 2　位 3　位

清　水　　　正

大　竹　健　司 服　部　興　治 釣　谷　友　一

松　岡　龍　三 稲　熊　貞　夫 荒　木　亥久男

一般女子 宮　城

西　堀　富美子

石　川

登　　　悦　子

愛　知

保　田　久　子

佐　藤　範　子 貝　原　まさえ 伊与田　照　子

谷　津　京　子 澁　谷　　　信 堀　江　綾　子

高校男子 愛　知

豊　場　　　建

石　川

西　村　嘉　彦

神奈川

宮　沢　健　一

御　友　昿　正 江　尻　桂　三 伊豆内　　　宏

伊　藤　雅　昭 島　谷　　　昇 渡　辺　　　潔

高校女子 福　島

武　田　信　子

岡　山

大　森　嘉　美

愛　知

大　沢　節　子

伊　藤　桂　子 友　野　文　子 大　室　久美子

尾　形　亨　子 三　宅　基　子 大　竹　泰　子
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　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

第１０回　　昭和３０年　　神奈川県　　神奈川県体育館・鶴見女高校体育館（総合優勝　神奈川県）

1　位 2　位 3　位

第１１回　　昭和３１年　　兵庫県　　神戸ＹＭＣＡ・生田中学校（総合優勝　岡山県）

1　位 2　位 3　位

第１２回　　昭和３２年　　静岡県　　富士市体育館・富士高講堂（総合優勝　神奈川県）

1　位 2　位 3　位

一般男子 神奈川

佐　藤　芳　朗

東　京

望　月　文　雄

北海道

島　中　貞　夫

杉　田　　　博 力　石　　　潔 星　野　嘉　雄

新　倉　和　男 鈴　木　峻　三 神　山　周　二

一般男子 神奈川

広　田　敏　秀

岐　阜

大　竹　健　司

富　山

釣　谷　友　一

杉　田　　　博 松　岡　龍　三 荒　木　亥久男

岡　　　道　明 酒　井　　　弘 高　木　　　満

一般女子 福　島
武　田　信　子

神奈川

荒　川　とみ子

北海道

梅　津　貴久江

小　林　歌　子 阿　部　悦　子
伊　藤　桂　子 大　川　良　子 下　山　重　子

高校男子 東　京

永　井　栄　一

石　川

北　方　　　匡

山　形

生　田　仁　紀

北　島　克　英 関　　　　　功 板　垣　隆　房

小野岡　順　一 米　谷　外喜彦 羽　角　　　至

高校女子 岡　山

友　野　文　子

宮　城

佐々木　功　子

香　川

永　田　豊　子

権　田　節　子 三　津　　　節 藤　田　純　代

三　宅　基　子 菅　井　静　子 藤　村　怜　子

一般男子 神奈川

杉　田　　　博

大　阪

上　田　益　弘

岡　山

毛　利　清　志

佐　藤　芳　朗 増　木　節　男 前　田　俊　一

佐　藤　昌　久 武　村　俊　平 石　原　利　道

一般女子 宮　城

西　堀　冨美子

岡　山

友　野　文　子

兵　庫

西　尾　貞　子

小野寺　静　江 権　田　節　子 加　藤　洋　子

佐　藤　範　子 光　本　政　子 金　森　奎　子

高校男子 神奈川

小　宮　好　雄

北海道

四ツ柳　邦　夫

山　形

板　垣　隆　房

中　村　　　智 小田桐　正　徳 山　岸　重　孝

齊　藤　裕　之 岩　本　竜　一 鑓　水　勝　志

高校女子 香　川

横　井　キヌエ

岡　山

小　林　桂　子

宮　城

三　浦　　　節

井　上　桂　子 戸　田　寿　子 沼　倉　英　子

山　下　衣　子 根　岸　　　純 三　浦　与志子

一般女子 香　川

横　井　キヌエ

岡　山

権　田　節　子

神奈川

大　川　良　子

井　上　桂　子 光　本　政　子 小　林　歌　子

山　下　衣　子 小　林　桂　子 石　川　英　子

高校男子 神奈川

小　宮　好　雄

石　川

酒　井　明　夫

島　根

平　野　　　隆

中　村　　　智 村　田　和　男 森　脇　英　裕

鈴　木　敏　勝 堀　　　知　章 富　田　　　豊

高校女子 香　川

田　島　外茂子

静　岡

掛　橋　良　子

石　川

有　田　順　子

山　下　久　子 西　村　弘　子 長　田　悠喜子

宮　川　ツヤ子 佐　野　禎　子 松　田　富美子
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　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

第１３回　　昭和３３年　　富山県　　高岡女子高校体育館・南星中学校体育館（総合優勝　東京都）

1　位 2　位 3　位

第１４回　　昭和３４年　　東京都　　足立区体育館（総合優勝　神奈川県）

1　位 2　位 3　位

第１５回　　昭和３５年　　熊本県　　菊池市体育館（総合優勝　富山県）

1　位 2　位 3　位

一般男子 東　京

片　石　兼　敏

神奈川

杉　田　　　博

大　阪

高　谷　芳　弘

越　川　　　啓 佐　藤　芳　朗 上　田　益　弘

花　岡　牧　夫 佐　藤　昌　久 松　王　清　志

一般女子 香　川

横　井　キヌエ

神奈川

小　林　歌　子

岡　山

権　田　節　子

山　下　久　子 大　川　良　子 光　本　政　子

田　島　外茂子 二　見　文　子 小　林　桂　子

高校男子 山　形

金　森　義　弘

東　京

鈴　木　幸　春

奈　良

森　　　晃　一

板　垣　義　憲 宮　永　武　司 榎　　　高　嗣

小　林　　　賢 貝　戸　　　肇 中　川　安　正

高校女子 香　川

藤　本　文　子

富　山

高　島　洋　子

石　川

山　崎　紀久子

有　木　とみ子 中　島　玲　子 川　　　節　子

福　本　和　子 栂野尾　桂　子 竹　多　光　子

一般男子 神奈川

佐　藤　芳　朗

石　川

新　田　正　治

大　阪

松　王　清　志

佐　藤　昌　久 酒　井　明　夫 小　松　康　博

関　口　　　潔 村　田　和　男 小　松　　　貢

一般女子 神奈川

大　川　良　子

香　川

横　井　キヌエ

富　山

大　坪　愛　子

二　見　文　子 山　下　久　子 高　島　洋　子

椎　野　みや子 宮　川　ツヤ子 中　島　玲　子

教員男子 神奈川

杉　田　　　博

大　阪

佐　藤　茂　雄

東　京

平　田　登志郎

山　本　　　剛 宝　来　敏　夫 市　川　和　司

石　塚　義　治 北　野　敬四郎 柳　田　直　規

高校男子 宮　城

渡　部　紘　一

北海道

龍　瀬　康　彦

神奈川

山　本　洋　彦

後　藤　忠　広 竹　中　将　晃 岡　崎　恵　三

甲　斐　昭　宏 梅　木　　　聡 小　坂　拓　充

高校女子 香　川

藤　本　文　子

静　岡

伊　沢　利　子

富　山

栂野尾　桂　子

有　木　とみ子 志　村　セツ子 橘　　　美智子

福　本　和　子 石　原　待　子 酒　井　美智子

一般男子 東　京

永　井　栄　一

神奈川

佐　藤　芳　朗

富　山

荒　木　亥久男

北　島　克　英 遠　藤　啓　治 扇　沢　三　徳

貝　戸　　  肇 砥　石　  　勤 大　野　幸　雄

一般女子 富　山

高　島　洋　子

秋　田

脇　坂　チ　エ

静　岡

野　村　志津江

中　島　玲　子 木　村　政　子 伊　沢　利　子

栂野尾　桂　子 横　山　満　子 志　村　セツ子

教員男子 石　川

北　方　  　匡

神奈川

杉　田　  　博

秋　田

宮　越　竜　三

河原山　晴　夫 山　本　  　剛 脇　坂　安　隆

茂　藤　  　寛 石　塚　義　治 鈴　木　裕　司

高校男子 神奈川

岡　崎　恵　三

山　形

佐　藤　勝　彦

新　潟

阿　部　　　孚

小　坂　拓　充 出　沢　勇　男 笠　原　　　淳

長谷川　敏　彦 高　橋　清　一 伊　藤　洋　祐

高校女子 富　山

橘 　 　美智子

香　川

横　井　文　子

秋　田

高　橋　奉　子

酒　井　美智子 林  　　信　子 石　沢　七　子

平　田　敦　子 森  　　久　子 長　崎　文　子
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　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

第１６回　　昭和３６年　　秋田県　　象潟町中学校体育館（総合優勝　秋田県）

1　位 2　位 3　位

第１７回　　昭和３７年　　岡山県　　県立倉敷青陵高校体育館（総合優勝　東京都、富山県）

1　位 2　位 3　位

第１８回　　昭和３８年　　山口県　　下関市体育館（総合優勝　新潟県）

1　位 2　位 3　位

一般男子 東　京

星　野　忠　男

神奈川

遠　藤　啓　治

愛　知

北　島　克　英

富　田　　　豊 鈴　木　敏　勝 小　宮　好　雄

井　門　鎮　雄 岡　崎　恵　三 長谷川　陽　一

一般女子 香　川

一般男子 東　京

片　石　兼　敏

神奈川

佐　藤　芳　朗

山　形

板　垣　隆　房

永　井　栄　一 岡　崎　恵　三 出　沢　勇　男

星　野　忠　男 遠　藤　啓　治 北　村　　　任

一般女子 富　山

栂野尾　桂　子

秋　田

木　村　政　子

香　川

宮　川　ツヤ子

橘　　　美智子 横　山　満　子 福　本　和　子

酒　井　美智子 高　橋　奉　子 横　井　文　子

教員男子 石　川

北　方　　　匡

神奈川

杉　田　　　博

秋　田

脇　坂　安　隆

河原山　晴　夫 岡　田　敬三郎 鈴　木　裕　司

江　尻　桂　三 秋　山　捷　彦 高　橋　弘　喜

高校男子 新　潟

大　竹　紘　一

北海道

中　村　富　光

山　梨

平　田　　　勲

安　沢　武　司 松　浦　　　潔 秋　山　真　男

星　野　義　昭 松　本　直　治 早　川　　　博

高校女子 山　形

佐　藤　弘　子

静　岡

高　木　紀　子

秋　田

伊　藤　美津子

小笠原　詔　子 天　野　博　江 横　山　綾　子

矢　口　淳　子 影　山　昭　子 大　門　モモ子

福　本　和　子

富　山

橘　　　美智子

秋　田

木　村　政　子

横　井　文　子 酒　井　美智子 横　山　満　子

森　　　久　子 栂野尾　桂　子 高　橋　奉　子

教員男子 石　川

北　方　　　匡

神奈川

杉　田　　　博

秋　田

脇　坂　安　隆

河原山　晴　夫 秋　山　捷　彦 鈴　木　裕　司

江　尻　桂　三 岡　田　敬三郎 真　崎　俊　光

高校男子 新　潟

本　田　　　務

東　京

西　野　一　征

青　森

奥　谷　国　昭

荒　川　治　男 須　田　孝　夫 長谷川　　　勇

阿　野　善　紀 関　　　一　誠 三　上　義　明

高校女子 富　山

橘　　　妙　子

秋　田

大　塚　ト　シ

岡　山

高　塚　淳　子

室　崎　光　子 大　門　サヨ子 重　政　百　代

河　村　和　子 間　瀬　幸　子 七　村　泰　子

一般男子 愛　知

小　宮　好　雄

東　京

井　門　鎮　雄

島　根

星　野　忠　男

板　垣　善　憲 宮　永　武　司 富　田　　　豊

稲　熊　文　隆 堺　　　栄　一 山　崎　春　茂

一般女子 秋　田

横　山　満　子

香　川

田　島　外茂子

富　山

栂野尾　桂　子

高　橋　奉　子 横　井　文　子 酒　井　美智子

長　崎　文　子 森　　　久　子 室　崎　光　子

教員男子 石　川

北　方　　　匡

神奈川

杉　田　　　博

大　阪

大世古　吉　弘

河原山　晴　夫 岡　田　敬三郎 北　野　敬四郎

江　尻　桂　三 秋　山　捷　彦 片　岡　輝　明

高校男子 新　潟

星　野　義　夫

東　京

関　　　一　誠

北海道

福　島　智　徳

裏　田　光　男 中　村　　　安 林　　　　　守

樋　口　一　春 古　屋　和　正 久保田　和　男

高校女子 栃　木

前　沢　和　子

新　潟

後　藤　和　子

北海道

高　森　幸　子

松　本　昭　子 茂　沢　純　子 高　田　裕　子

小　出　千代子 竹　内　泰　子 村　田　泰　子
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　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

第１９回　　昭和３９年　　新潟県　　県立三条高校体育館（総合優勝　新潟県）

1　位 2　位 3　位

第２０回　　昭和４０年　　岐阜県　　富田学園体育館（総合優勝　岐阜県）

1　位 2　位 3　位

第２１回　　昭和４１年　　大分県　　日田林工高校体育館（総合優勝　新潟県）

一般女子 岐　阜

高　木　紀　子

新　潟

後　藤　和　子

秋　田

横　山　満　子

天　野　博　江 石　崎　妙　子 高　橋　奉　子

高　田　康　子 加　藤　　　操 加賀谷　ユミ子

教員男子 北海道

杉　田　茂　良

石　川

河原山　晴　夫

岡　山

三　宅　　　勝

一般男子 愛　知

小　宮　好　雄

東　京

永　井　栄　一

石　川

新　田　正　治

板　垣　善　憲 宮　永　武　司 村　田　和　男

岩　后　隆　昭 堺　　　栄　一 松　下　　　力

一般女子 香　川

横　井　文　子

秋　田

横　山　満　子

岐　阜

高　木　紀　子

田　島　外茂子 高　橋　奉　子 天　野　博　江

森　　　久　子 長　崎　文　子 岩　后　蛍　子

教員男子 新　潟

渡　部　紘　一

石　川

北　方　　　匡

神奈川

杉　田　　　博

永　井　　　司 河原山　晴　夫 岡　田　敬三郎

佐　藤　俊　夫 江　尻　桂　三 秋　山　捷　彦

高校男子 新　潟

鈴　木　正　浩

奈　良

森　　　芳　夫

富　山

立　野　正　昭

神　田　和　夫 橋　本　　　修 盛　野　博　之

片　山　　　毅 真　壁　年　一 高　林　弘　則

高校女子 栃　木

植　木　タカ子

新　潟

竹　内　泰　子

秋　田

佐々木　フ　ミ

大　島　コ　ヨ 石　本　恵美子 中　川　美枝子

武　田　初　枝 高　野　八重子 加賀谷　ユミ子

一般男子 愛　知

小　宮　好　雄

東　京

堺　　　栄　一

香　川

東　条　義　昭

板　垣　善　憲 宮　永　武　司 山　口　立　朗

長谷川　敏　彦 田　上　十　六 牟　礼　　　顕

一般女子 岐　阜

高　木　紀　子

香　川

横　井　文　子

新　潟

後　藤　和　子

天　野　博　江 森　　　久　子 石　崎　妙　子

高　田　康　子 加　藤　和　子 竹　内　泰　子

教員男子 石　川

河原山　晴　夫

北海道

杉　田　茂　良

岡　山

毛　利　清　志

北　方　　　匡 笹　森　　　剛 三　宅　　　勝

村　西　　　一 中　嶋　弘　志 柳　本　堯　敏

高校男子 富　山

栂野尾　昌　一

岐　阜

堀　　　幸　矩

奈　良

真　壁　年　一

寺　前　信　之 杉　山　　　修 河　村　憲　一

中　坪　邦　雄 尾　関　美智則 滝　野　公　一

高校女子 大　阪

近　藤　光　枝

岐　阜

高　橋　葉　子

栃　木

上　野　明　美

才　脇　妙　子 稲　葉　良　子 石　崎　喜代子

池　田　栄　子 川　本　美代子 吉　田　サト子

一般男子 愛　知

長谷川　敏　彦

山　梨

岡　崎　恵　三

大　分

宮　永　武　司

板　垣　善　憲 秋　山　真　男 田　中　大　也

安　沢　武　司 三　上　　　勇 春　武　俊　一

1　位 2　位 3　位

安　達　憔　彦 北　方　　　匡 毛　利　清　志

上　山　功　夫 原　　　栄　一 柳　本　堯　敏

高校男子 新　潟

本　間　順　次

宮　城

我　妻　一　郎

香　川

西　辻　和　一

高　橋　　　宣 市　川　　　清 西　崎　健　弘

奥　田　良　秋 寒河江　一　利 小　田　忠　庸

高校女子 山　形

小　山　登茂子

新　潟

本　間　恵美子

岡　山

湯　木　博　江

遠　藤　幹　子 日　下　悦　子 浦　口　恵　子

伊　藤　シゲ子 高　坂　　　薫 佐　藤　民　子
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　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

第２３回　　昭和４３年　　福井県　　県立勝山合同体育館（総合優勝　岐阜県）

1　位 2　位 3　位

第２４回　　昭和４４年　長崎県　　諫早市体育館、県立諫早高校体育館（総合優勝　新潟県）

1　位 2　位 3　位

一般男子 愛　知

板　垣　善　憲

神奈川

小　島　一　平

東　京

堺　　　栄　一

安　沢　武　司 山　本　洋　彦 田　上　十　六

小　林　一　宏 遠　藤　啓　治 本　橋　平　八

第２２回　　昭和４２年　　埼玉県　　越ヶ谷市立体育館（総合優勝　香川県）

1　位 2　位 3　位

一般女子 香　川

有　木　とみ子

新　潟

五十嵐　明　美

岐　阜

高　木　紀　子

横　井　文　子 後　藤　和　子 天　野　博　江

山　本　真　江 加　藤　　　操 虫　賀　雅　子

教員男子 富　山

清　水　芳　隆

北海道

杉　田　茂　良

宮　城

加　茂　和　夫

正　木　史　郎 安　達　憔　彦 渡　部　紘　一

松　山　信　之 上　山　功　夫 菊　地　　　功

高校男子 富　山

米　田　　　実

奈　良

滝　野　公　一

宮　城

門　間　幹　夫

松　島　　　保 小　林　正　昭 山　田　哲　夫

谷　口　　　寛 葛　輪　博　一 木　戸　純　一

高校女子 新　潟

相　沢　マチ子

香　川

小　片　千恵子

栃　木

田　仲　美津江

金　子　美和子 竹　森　経　子 枝　　　加代子

高　坂　　　薫 山　下　清　美 印　波　和　子

一般男子 山　梨

岡　崎　恵　三

神奈川

小　島　一　平

東　京

堺　　　栄　一

秋　山　真　男 吉　良　悠　一 西　野　一　征

田　中　　　登 渡　辺　直　人 関　　　一　誠

一般女子 岐　阜

高　木　紀　子

東　京

高　橋　とも子

新　潟

五十嵐　明　美

天　野　博　江 水　野　小夜子 後　藤　和　子

安　藤　久美子 田　仲　美津江 小　林　邦　子

教員男子 熊　本

南　　　直　治

石　川

北　方　　　匡

岡　山

毛　利　清　志

工　藤　勇　参 村　西　　　一 三　宅　　　勝

芦　原　健　身 原　　　栄　一 柳　本　堯　敏

高校男子 富　山

二　上　敏　博

山　形

遠　藤　好　男

岐　阜

岩　田　　　昇

草　島　正　治 田　所　光　男 後　藤　路　宏

布　目　　　茂 伊　藤　政　臣 足　立　守　男

高校女子 大　阪

平　山　泰　子

香　川

宮　武　泰　子

新　潟

堀　川　栄美子

柴　山　きよ子 福　本　幸　子 竹　中　礼　子

高　崎　弘　子 赤　沢　ひろ子 大　竹　由里子

一般男子 山　梨

窪　田　恵　三

神奈川

小　島　一　平

東　京

堺　　　栄　一

秋　山　真　男 渡　辺　直　人 西　野　一　征

野　田　秀　応 坂　本　聖　二 関　　　一　誠

一般女子 岐　阜

高　木　紀　子

東　京

高　橋　とも子

京　都

永　井　かおり

天　野　博　江 田　仲　美津江 山　下　三枝子

高　橋　千代美 水　野　小夜子 岡　崎　繁　子

教員男子 熊　本

西　田　壽　明

岡　山

毛　利　清　志

石　川

北　方　　　匡

工　藤　勇　参 三　宅　　　勝 原　　　栄　一

芦　原　健　身 柳　本　堯　敏 村　西　　　一

高校男子 新　潟

本　間　　　享

群　馬

内　田　通　夫

奈　良

菅　原　弘　貴

小　泉　　　司 桐　生　台次郎 岡　田　昇　久

九　原　正　敏 渡　辺　　　稔 山　本　繁　幸

高校女子 大　阪

柴　山　きよ子

岐　阜

及　川　恵　子

栃　木

望　月　しずか

高　崎　弘　子 脇　田　和　子 石　崎　茂　子

大　場　照　美 紅　谷　島　子 阿久津　まさ子
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　　　　順　位
種　別

　

　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

第２５回　　昭和４５年　　岩手県　　釜石製鉄所健康保険組合体育館（総合優勝　岩手県）

1　位 2　位 3　位

一般女子 新　潟

鈴　木　明　美

神奈川

杉　田　良　子

北海道

田　村　静　子

後　藤　和　子 味　蓼　とも子 高　野　美千子

本　間　恵美子 秋　山　陽　子 今　川　喜佐子

教員男子 滋　賀

久保田　良　昌

和歌山

森　　　　　隆

熊　本

本　郷　節　生

藤　原　健　二 中　西　詳　味 南　　　直　治

一般男子 山　梨

窪　田　恵　三

東　京

池　田　信　孝

神奈川

小　島　一　平

秋　山　真　男 栂野尾　昌　一 渡　辺　直　人

野　田　秀　応 鈴　木　健　二 坂　本　聖　二

一般女子 新　潟

竹　中　悦　子

岐　阜

高　木　紀　子

栃　木

松　本　昭　子

相　沢　マチ子 天　野　博　江 石　崎　喜代子

後　藤　和　子 桑　原　富士子 望　月　しずか

教員男子 岩　手

佐々木　彦　士

石　川

北　方　　　匡

熊　本

西　田　壽　明

佐々木　邦　夫 原　　　栄　一 工　藤　勇　参

永　沢　和　彦 松　本　忠　之 芦　原　健　身

高校男子 奈　良

巽　　　康　司

石　川

銭　谷　欽　治

岩　手

高　橋　信　夫

竹　内　　　真 竹　村　勇　治 佐　藤　　　壮

西　川　繁　美 青　山　信　吾 佐　藤　吉　雄

高校女子 大　阪

西　尾　真理子

栃　木

小　林　敏　枝

香　川

川　東　秀　美

秋　本　八代美 藤　井　幸　子 森　　　清　美

秋　本　幸　子 池　田　静　江 田　所　静　子

一般男子 神奈川

渡　辺　直　人

山　梨

窪　田　恵　三

岐　阜

森　　　芳　夫

小　島　一　平 秋　山　真　男 河　田　　　満

宮　川　秀　樹 岩　下　一　雄 安　藤　義　治

第２６回　　昭和４６年　　和歌山県　　湯浅中学校、耐久高校体育館（総合優勝　新潟県）

1　位 2　位 3　位

藤　上　良　信 佐　藤　光　伸 工　藤　勇　参

高校男子 新　潟

土　田　征　雄

和歌山

山　本　茂　樹

奈　良

西　川　繁　美

鈴　木　　　裕 倉　内　　　徹 佐　野　　　弘

佐　野　直　行 岡　　　忠　成 中　井　基　夫

高校女子 大　阪

西　尾　真理子

福　島

千　葉　陽　子

岡　山

林　　　寿美子

秋　本　八代美 宮　内　すみ子 平　田　喜久江

秋　本　幸　子 木　村　瑞　江 三　宅　一　美

一般男子 神奈川

小　島　一　平

東　京

鈴　木　健　二

山　梨

窪　田　恵　三

渡　辺　直　人 池　田　信　孝 秋　山　真　男

宮　川　秀　樹 栂野尾　昌　一 岩　下　一　雄

第２７回　　昭和４７年　　太陽国体　　鹿児島県　　南高校体育館（総合優勝　東京都）

1　位 2　位 3　位

一般女子 東　京

湯　木　博　江

愛　知

橋　本　香　代

香　川

小　片　千恵子

竹　中　悦　子 池　田　静　江 小　西　幸　代

石　崎　茂　子 富　居　康　子 森　　　清　美

教員男子 和歌山

森　　　　　隆

栃　木

別　井　　　晃

石　川

北　方　　　匡

中　西　詳　味 斉　藤　　　佶 原　　　栄　一

門　間　幹　夫 森　田　　　昇 長谷川　　　進

高校男子 奈　良

中　井　基　夫

石　川

原　　　敏　夫

岐　阜

古　西　　　悟

南　田　義　正 山　下　敏　行 角　田　　　勝

辻　　　敏　弘 谷　島　助　男 後　藤　純　一

高校女子 大　阪

秋　本　幸　子

山　形

矢　口　洋　子

千　葉

山　田　尚　子

高　田　幹　子 本　間　浩　子 平　野　美千代

徳　田　敦　子 今　田　真知子 瀬　野　清　美
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　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

第２８回　　昭和４８年　　若潮国体　　千葉県　　県立茂原高校体育館（総合優勝　東京都）

1　位 2　位 3　位

第２９回　昭和４９年　水と緑のまごころ国体　茨城県　石岡小学校体育館、石岡二高校体育館（総合優勝　東京都）

1　位 2　位 3　位

第３０回　　昭和５０年　　たくましくあすをひらこう　みえ国体  三重県　県立松阪高校体育館（総合優勝　石川県）

1　位 2　位 3　位

    一  般 神奈川

小　島　一　平

東　京

池　田　信　孝

富　山

河　村　博　之

宮　川　秀　樹 栂野尾　昌　一 今　泉　　　勉

笠　井　教　行 銭　谷　欽　治 米　沢　和　男

一般男子 神奈川

小　島　一　平

東　京

関　　　一　誠

愛　知

本　間　順　次

宮　川　秀　樹 栂野尾　昌　一 松　島　　　保

笠　井　教　行 池　田　信　孝 谷　口　　　寛

一般女子 東　京

湯　木　博　江

香　川

森　　　清　美

岐　阜

天　野　博　江

相　沢　マチ子 川　東　秀　美 広　沢　功　子

竹　中　悦　子 長　尾　弥　生 日比野　悦　子

教員男子 滋　賀

藤　上　良　英

石　川

原　　　栄　一

山　形

永　井　　　司

藤　上　良　信 長谷川　　　進 高　山　昌　三

藤　原　健　二 和　田　　　修 斉　藤　和　夫

高校男子 富　山

西　村　正　美

福　島

寺　田　　　繁

奈　良

池　田　文　昭

梶　川　博　之 矢　部　芳　光 松　重　恵　三

上　　　治　雄 五十嵐　弘　之 坪　内　利　夫

高校女子 大　阪

高　田　幹　子

千　葉

山　田　尚　子

山　形

堀　田　正　子

徳　田　敦　子 平　野　美千代 清　水　礼　子

植　野　恵美子 瀬　野　清　美 福　原　友　子

一般男子 東　京

池　田　信　孝

神奈川

小　島　一　平

愛　知

松　島　　　保

栂野尾　昌　一 宮　川　秀　樹 本　間　順　次

今　井　茂　満 笠　井　教　行 谷　口　　　寛

一般女子 東　京

石　崎　茂　子

香　川

田　所　静　子

北海道

田　村　静　子

今　田　眞知子 山　口　豊　子 高　野　美千子

柴　山　きよ子 川　東　秀　美 藤　島　百　子

教員男子 和歌山

門　間　幹　夫

石　川

原　　　栄　一

茨　城

佐　藤　利　昭

武　藤　隆　志 長谷川　　　進 関　本　昌　和

森　　　　　隆 高　来　秀　夫 大　川　健太郎

高校男子 山　形

米　山　孝　二

奈　良

塚　本　良　一

福　井

長谷川　博　幸

中　島　俊　彦 小　倉　久　和 諏　訪　芳　博

加　藤　信　之 村　田　信　博 中　村　幸　平

高校女子 新　潟

関　根　和　子

香　川

牛　田　真由美

大　阪

植　野　恵美子

大　塚　ソノエ 片　山　千英子 石　川　好　子

佐　藤　由喜子 渡　辺　幸　子 北　村　寿弥子

    教  員 石　川

原　　　栄　一

群　馬

今　井　勇　司

宮　城

渡　部　紘　一

長谷川　　　進 関　　　俊　夫 木　戸　純　一

和　田　　　修 桐　生　台次郎 白　岩　良　治

成年女子 東　京

湯　木　博　恵

香　川

川　東　秀　美

岡　山

石　田　雅　子

池　田　美　加 田　所　静　子 三　田　明　美

柴　山　きよ子 山　口　豊　子 藤　原　敦　子

少年男子 奈　良

吉　岡　伸　浩

石　川

宮　森　庄　吉

宮　城

橘　川　光　孝

冨　田　章　夫 酒　井　直　人 沼　沢　　　隆

田　島　裕　司 坂　本　宏　志 宍　戸　隆　夫

少年女子 大　阪

植　野　恵美子

三　重

谷　口　元　美

香　川

前　川　加代子

北　村　寿弥子 槇　野　いく子 渋　谷　茂　子

石　川　好　子 野　崎　知　花 金　崎　美　保
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　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

第３１回　　昭和５１年　　若楠国体　　佐賀県　　県立牛津高校体育館、町立牛津中学校体育館（総合優勝　石川県）

1　位 2　位 3　位

第３２回　　昭和５２年　　あすなろ国体　　青森県　　浪岡町民体育館（総合優勝　青森県）

1　位 2　位 3　位

第３３回　　昭和５３年　　やまびこ国体　　長野県　　塩尻市立体育館（総合優勝　熊本県）

1　位 2　位 3　位

    一  般 神奈川

小　島　一　平

富　山

今　泉　　　勉

石　川

相　川　　　進

宮　川　秀　樹 河　村　博　之 米　　　正　隆

笠　井　教　行 米　沢　和　男 堂谷内　　　均

    教  員 石　川

原　　　栄　一

群　馬

関　　　俊　夫

和歌山

門　間　幹　夫

長谷川　　　進 今　井　勇　司 武　藤　隆　志

和　田　　　修 桐　生　台次郎 山　本　茂　樹

成年女子 東　京

湯　木　博　恵

香　川

石　原　英　子

大　阪

西　尾　真理子

石　崎　茂　子 田　所　静　子 谷　　　美津代

今　田　眞知子 牛　田　真由美 秋　本　幸　子

少年男子 石　川

重　山　成　生

滋　賀

北　橋　　　進

香　川

平　野　勝　彦

森　田　　　均 西　山　博　司 上　原　　　明

坂　本　昌　嗣 西　堀　　　武 木　田　敬　二

少年女子 大　阪

石　川　好　子

新　潟

青　木　恵　子

東　京

徳　永　順　子

平　　　久美子 藤　井　良　子 松　枝　睦　子

河　村　茂　美 佐　藤　友　子 永　野　ふみ子

    一  般 埼　玉

尾　崎　幹　雄

東　京

池　田　信　孝

神奈川

小　島　一　平

飯　野　佳　孝 栂野尾　昌　一 笠　井　教　行

土　田　証　雄 銭　谷　欽　治 辻　　　敏　弘

    教  員 石　川

原　　　栄　一

群　馬

今　井　勇　司

和歌山

門　間　幹　夫

長谷川　　　進 栗　原　恒　夫 山　本　茂　樹

舛　田　吉　光 桐　生　台次郎 米　山　正　和

成年女子 東　京

湯　木　博　恵

大　阪

西　尾　真理子

香　川

石　原　英　子

池　田　美　加 谷　　　美津代 田　所　静　子

池　田　茂　子 秋　本　幸　子 牛　田　真由美

少年男子 滋　賀

西　山　博　司

栃　木

角　田　光　永

青　森

丹　藤　勇　一

矢　部　忠　司 久　郷　俊　明 楠　美　誠　悦

山　田　和　樹 関　根　　　忠 島　内　俊　二

少年女子 大　阪

平　　　久美子

高　知

浜　田　由　理

青　森

葛　西　明　子

河　村　茂　美 田　村　圭　香 山　下　奈々子

原　口　恵　子 寺　田　史　枝 柳　沼　端　代

    一  般 千　葉

田　所　光　男

新　潟

棒　　　　　勇

石　川

相　川　　　進

大　場　和　博 鈴　木　　　裕 米　　　正　隆

西　村　龍　夫 丸　山　法　男 堂谷内　　　均

    教  員 石　川

長谷川　　　進

群　馬

今　井　勇　司

熊　本

工　藤　勇　参

舛　田　吉　光 栗　原　恒　夫 稲　津　　　悟

和　田　　　修 岩　崎　盛　和 田　中　芳　文

成年女子 大　阪

谷　　　美津代

福　岡

桶　本　百合子

栃　木

沼　能　久　子

秋　本　幸　子 丸　山　富　江 日　山　裕　子

東海林　文　子 山　口　峰　子 日向野　藤　枝

少年男子 熊　本

本　石　俊　憲

山　形

桜　井　雅　人

滋　賀

保　科　正　浩

権　藤　浩　二 五十嵐　正　弘 横　田　悟　司

井　上　哲　章 須　貝　英　徳 川　嶋　栄　司

少年女子 新　潟

月　岡　広　美

栃　木

上　野　加代子

大　阪

合　川　裕　子

中　沢　一　枝 高　田　康　子 原　口　恵　子

斎　藤　優　子 海　賀　里　美 北　田　スミ子

成
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　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

第３４回　　昭和５４年　　日本のふるさと宮崎国体　　宮崎西都市民体育館（総合優勝　熊本県）

1　位 2　位 3　位

第３５回　　昭和５５年　　栃の葉国体　　栃木県　　真岡市総合体育館（総合優勝　富山県）

1　位 2　位 3　位

第３６回　昭和５６年　びわこ国体　滋賀県　大津市皇子が丘公園体育館（総合優勝　滋賀県）

1　位 2　位 3　位

成年男子 富　山

今　泉　　　勉

石　川

長谷川　　　進

神奈川

小　島　一　平

米　　　正　隆 舛　田　吉　光 池　田　隆　治

二　上　敏　博 堂谷内　　　均 菅　　　敏　明

成年女子 東　京

    一  般 千　葉

田　所　光　男

神奈川

小　島　一　平

北海道

遠　藤　好　男

大　場　和　博 高　橋　　　清 木　村　敏　男

織　本　富　之 菅　　　敏　明 久　原　正　敏

    教  員 石　川

長谷川　　　進

群　馬

今　井　勇　司

滋　賀

藤　原　健　二

和　田　　　修 栗　原　恒　夫 藤　上　良　信

舛　田　吉　光 鏑　木　智　博 脇　坂　重　之

成年女子 栃　木

日　山　裕　子

大　阪

東海林　文　子

香　川

平　井　佐代子

日向野　藤　枝 葛　西　明　子 山　田　高　子

大　嶌　和　代 原　口　恵　子 前　川　加代子

少年男子 熊　本

権　藤　浩　二

香　川

岡　野　佳　浩

栃　木

馬　場　良　浩

村　上　英　介 小　西　　　太 小野口　　　正

井　上　哲　章 竹　田　佳　史 大　島　正　志

少年女子 大　阪

北　田　スミ子

新　潟

藤　井　直　子

熊　本

川　添　安　代

植　田　日出子 遠　藤　えり子 高　峯　和　子

冨　田　美千代 富　岡　栄　子 陣　内　貴美子

端　　　洋　護

滋　賀

谷　　　美津代

愛　知

小　松　澄　子

渡　辺　多喜子 若　村　弥　生 渡　辺　喜　美

高　岸　陽　子 阪　口　典　子 柳　田　智佳子

少年男子 滋　賀

山　本　裕　幸

栃　木

大　島　正　志

熊　本

井　上　哲　章

竹　端　英　夫 大　堀　　　円 伊　東　幸　男

松　浦　進　二 戸　村　正　樹 福　田　和　幸

少年女子 熊　本

高　峯　和　子

大　阪

松　田　全　代

新　潟

野　上　満　子

陣　内　貴美子 新　木　千　織 山　内　美　子

森　山　弘　美 尾　崎　升　美 山　田　登美子

成年男子 富　山

今　泉　　　勉

青　森

佐　藤　光　伸

群　馬

今　井　勇　司

米　　　正　隆 須　藤　　　茂 秋　庭　克　行

林　　　加　永 村　元　英　美 鏑　木　智　博

成年女子 東　京

湯　木　博　恵

滋　賀

谷　　　美津代

大　阪

河　村　茂　美

高　岸　陽　子 西　村　美千代 平　　　久美子

月　岡　広　美 磯　野　恵理子 葛　西　明　子

少年男子 滋　賀

松　浦　進　二

山　梨

松　野　修　二

石　川

羽　田　義　仁

片　岡　　　泰 宮　　　健　次 村　松　　　博

辻　田　泰　昌 宮　　　康　二 宮　本　照　啓

少年女子 熊　本

陣　内　貴美子

香　川

山　内　佳　子

新　潟

山　内　美　子

高　峯　尚　子 佃　　　貴　子 石　崎　咲知子

森　山　弘　美 永　井　明　美 本　田　佳代子

成
年
男
子

70



　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

第３７回　　昭和５７年　　くにびき国体　　島根県　　大東町立体育館（総合優勝　滋賀県）

1　位 2　位 3　位

第３８回　　昭和５８年　　あかぎ国体　　群馬県　　桐生市民体育館（総合優勝　群馬県）

1　位 2　位 3　位

第３９回　　昭和５９年　　わかくさ国体　　奈良県　　田原本町中央体育館（総合優勝　大阪府）

成年女子 大　阪

葛　西　明　子

石　川

伊　東　ひとみ

東　京

枝　　　美代子

星　　　和　枝 小　野　順　子 森　山　弘　美

平　山　美恵子 小　路　和　代 三　田　知佳子

少年男子 滋　賀

江　藤　裕　樹

成年男子 群　馬

今　井　勇　司

富　山

今　泉　　　勉

北海道

遠　藤　好　男

鏑　木　智　博 米　沢　和　男 米　山　孝　二

秋　庭　克　行 米　　　正　隆 千　葉　昌　弘

成年女子 岡　山

河　本　小　織

大　阪

河　村　茂　美

静　岡

山　本　美津子

高　田　幹　子 平　　　久美子 川　島　直　子

小　寺　裕　美 国　奥　美智子 原　田　純　子

少年男子 滋　賀

西　川　　　勉

石　川

山　尾　克　則

埼　玉

長　内　征　美

辻　田　泰　昌 岡　島　浩　一 新　井　利　幸

杉　本　吉　男 羽　田　憲　治 大　割　誠一郎

少年女子 大　阪

松　田　太嘉子

熊　本

森　山　弘　美

栃　木

三　沢　真奈美

石　井　香　澄 高　峯　尚　子 岡　崎　仁　子

鴻　原　春　美 青　木　きよみ 小　貫　早　苗

成年男子 群　馬

今　井　勇　司

新　潟

鈴　木　　　裕

静　岡

後　藤　和　之

栗　原　恒　夫 山　下　圭　一 飯　野　佳　孝

鏑　木　智　博 飯　塚　芳　英 井　出　裕　雄

成年女子 岡　山

河　本　小　織

静　岡

川　島　直　子

東　京

枝　　　美代子

高　田　幹　子 白　松　千加子 月　岡　広　美

中　原　裕　美 原　田　純　子 高　峯　尚　子

少年男子 熊　本

川　本　英　明

兵　庫

佐　藤　　　浩

奈　良

見　市　昌　弘

林　　　謙　一 松　本　泰　典 小野満　　　哲

三　次　英　昭 村　山　喜　洋 村　山　友　二

少年女子 大　阪

鴻　原　春　美

熊　本

上　村　美　香

新　潟

原　田　真理恵

新　木　貴　子 平　井　真由美 本　田　みどり

宮　崎　正　美 青　木　きよみ 川野名　智　美

成年男子 熊　本

工　士　恭　司

群　馬

今　井　勇　司

奈　良

辻　　　敏　弘

江　藤　正　治 栗　原　恒　夫 中　井　基　夫

権　藤　浩　二 鏑　木　智　博 吉　岡　伸　浩

1　位 2　位 3　位

富　山

平　井　保　光

埼　玉

松　元　功　一

中　川　　　健 中　嶋　正　男 生井沢　勝　美

中　川　　　康 室　田　繁　行 石　橋　　　隆

少年女子 大　阪

新　木　貴　子

新　潟

若　井　郁　子

青　森

徳　光　由美子

今　村　　　薫 小　池　由扶子 谷　地　春　子

山　田　陽　子 青　戸　香　織 西　田　美知子
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　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

第４０回　　昭和６０年　　わかとり国体　　鳥取県　　県立由良育英高校体育館（総合優勝　熊本県）

1　位 2　位 3　位

第４１回　　昭和６１年　　かいじ国体　　山梨県　　勝沼町民体育館（総合優勝　山梨県）

1　位 2　位 3　位

第４２回　　昭和６２年　　海邦国体　　沖縄県　　糸満市西崎総合体育館（総合優勝　熊本県）

1　位 2　位 3　位

成年男子 熊　本

工　士　恭　司

群　馬

今　井　勇　司

愛　知

坂　本　宏　志

権　藤　浩　二 栗　原　恒　夫 古　賀　勝　志

堺　　　圭　一 竹　内　康　夫 坂　井　外喜男

成年女子 新　潟

月　岡　広　美

大　阪

高　峯　和　子

山　形

東海林　文　子

野　上　満　子 星　　　和　枝 佐　藤　栄美子

山　内　美　子 平　山　美恵子 田　口　真由美

少年男子 埼　玉

生井沢　勝　美

石　川

気　谷　篤　人

熊　本

浜　北　和　彦

菊　地　　　修 山　本　明　彦 中　村　徳　祐

石　橋　　　隆 中　川　　　守 小　本　義　久

少年女子 熊　本

田　島　志　乃

新　潟

小　池　由扶子

青　森

横　手　智江美

田　代　美智世 青　戸　香　織 平　間　由　紀

松　尾　知　美 棒　　　匡　子 乳　井　智　秋

成年男子 山　梨

山　本　裕　幸

大　阪

森　下　一　夫

熊　本

工　士　恭　司

松　野　修　二 谷　田　尚　嗣 権　藤　浩　二

宮　　　健　次 保　科　正　浩 堺　　　圭　一

成年女子 新　潟

月　岡　広　美

富　山

今　川　真理子

山　梨

高　田　幹　子

野　上　満　子 大　谷　鶴　美 野　口　英　代

山　内　美　子 田　向　和　子 清　藤　　　和

少年男子 熊　本

久　住　　　猛

山　梨

内　田　高　史

富　山

吉　田　直　樹

畑　野　宏　幸 輿　石　　　努 越　田　芳　成

本　山　秀　昭 岩　佐　延　寿 城　木　夢　高

少年女子 福　岡

田　村　富士美

熊　本

松　尾　知　美

埼　玉

秋　元　美佐緒

田　島　由　美 毛　利　千　秋 太　田　悦　子

間　庭　由　美 渡　辺　喜美子 清　水　由紀子

成年男子 岐　阜

蘭　　　和　真

群　馬

栗　原　恒　夫

熊　本

工　士　恭　司

木　内　広　史 竹　内　康　夫 権　藤　浩　二

横　尾　宣　幸 片　桐　哲　也 堺　　　圭　一

成年女子 富　山

今　川　真理子

愛　知

宮　本　美津子

石　川

彼　島　佳　子

大　谷　鶴　美 大　屋　幸　恵 小　路　和　代

伏　喜　由美子 松　本　清　美 水　本　幸　代

少年男子 滋　賀

鈴　木　草麻生

熊　本

本　山　秀　昭

埼　玉

関　根　英　勝

平　井　　　肇 高　村　誠　也 石　井　　　隆

小河原　　　崇 廣　龍　宗　美 鈴　木　秀　二

少年女子 熊　本

中　原　敬　子

大　阪

南　里　高　子

新　潟

棒　　　匡　子

甲　斐　美　和 岩　田　良　子 高　橋　朱　美

宮　村　愛　子 水　井　妃佐子 加　賀　ゆかり
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　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

第４３回　　昭和６３年　　京都国体　　京都府　　長岡京市西山公園体育館（総合優勝　大阪府）

1　位 2　位 3　位

第４４回　平成元年　はまなす国体　北海道　日本工学院北海道専門体育館（総合優勝　熊本県）

1　位 2　位 3　位

第４５回　　平成２年　　とびうめ国体　　福岡県　筑紫野市農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ（総合優勝　大阪府）　

1　位 2　位 3　位

成年男子 神奈川

長谷川　博　幸

北海道

伊　藤　雅　弘

京　都

村　尾　　　勉

石　場　隆　雄 山　尾　克　則 山　本　裕　幸

細　谷　　　昇 角　谷　淳　一 杉　本　吉　男

成年女子 群　馬

成年男子 神奈川

長谷川　博　幸

京　都

村　尾　　　勉

群　馬

鏑　木　智　博

石　場　隆　雄 山　本　裕　幸 竹　内　康　夫

細　谷　　　昇 杉　本　吉　男 片　桐　哲　也

成年女子 富　山

今　川　真理子

大　阪

今　村　　　薫

愛　知

大　屋　幸　恵

大　谷　鶴　美 田　代　美智世 丑　田　明　子

伏　喜　由美子 磯　崎　照　枝 佐　々　恵　理

少年男子 埼　玉

大　谷　知　昌

北海道

工　藤　忠　和

滋　賀

平　井　　　肇

内　村　　　剛 藤　本　謙　治 小河原　　　崇

須　賀　隆　弘 村　井　秀　樹 中　橋　一　晃

少年女子 大　阪

岩　田　良　子

熊　本

中　原　敬　子

宮　城

立　花　久　枝

水　井　妃佐子 甲　斐　美　和 矢　野　直　子

新　木　美志子 宮　村　愛　子 伏　見　亜　古

野　口　英　代

大　阪

今　村　　　薫

東　京

都　木　弘　美

中　島　真　美 奥　山　保　子 毛　利　千　秋

藤　岡　美智子 秋　元　美佐緒 星　野　実智代

少年男子 北海道

佐　藤　嘉　伸

埼　玉

片　山　卓　哉

熊　本

田　上　厚　志

郷　路　一　郎 久保田　雄　三 本　田　和　裕

古　川　英　樹 関　根　靖　則 霜　上　和　宏

少年女子 熊　本

宮　村　愛　子

大　阪

水　井　妃佐子

佐　賀

庄　島　由美子

松　田　治　子 利　川　三　貴 寺　尾　美　紀

阪　本　雅　子 坂　田　美　佐 篠　原　久　子

成年男子 三　重

福　田　　　実

大　阪

辻　田　泰　昌

福　岡

荒　木　秀　文

中　川　　　健 奥　野　　　勉 中　村　正　巳

常　山　兼　二 早　戸　敬　雄 石　井　正　行

成年女子 福　岡

清　水　尚　美

静　岡

金　丸　陽　子

大　阪

今　村　　　薫

田　村　富士美 横　手　智江美 奥　山　保　子

田　頭　美奈子 山　田　美　紀 三ツ川　貴　子

少年男子 大　阪

岸　田　明　宏

熊　本

本　田　和　裕

埼　玉

関　根　靖　則

上　瀧　賢　二 岡　部　英　朗 高　橋　　　真

片　岡　詔市郎 前　田　尚　史 増　田　直　樹

少年女子 埼　玉

井　田　貴　子

大　阪

松　田　洋　子

佐　賀

寺　尾　美　紀

青　木　由美子 杉　田　暢　子 篠　原　久　子

浜　崎　　　忍 大　田　貴　子 鬼　塚　知　美
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　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

第４６回　　平成３年　　石川国体　　石川県　　美川町総合スポーツセンター（総合優勝　石川県）

1　位 2　位 3　位

第４７回　　平成４年　　べにばな国体　　山形県　　新庄市体育館（総合優勝　熊本県）

1　位 2　位 3　位

第４８回　　平成５年　　東四国国体　　香川県　　坂出市立体育館（総合優勝　大阪府）

成年女子 大　阪

西　田　美由紀

熊　本

林　　　美　希

香　川

中　尾　仁　美

村　上　直　美 田　畑　美　香 川　本　光佐子

大　田　貴　子 上　田　純　子 磯　崎　照　枝

少年男子 茨　城

樋　渡　順　也

成年男子 三　重

中　川　　　健

大　阪

辻　田　泰　昌

石　川

毛　利　達　彦

常　山　兼　二 奥　野　　　勉 羽　田　義　仁

山　内　一　志 早　戸　敬　雄 崎　田　健　一

成年女子 東　京

田　児　よし子

神奈川

青　戸　香　織

石　川

小　泉　陽　子

都　木　弘　美 森　　　真由美 上　浜　陽　子

立　花　久　枝 加　賀　ゆかり 中　尾　仁　美

少年男子 千　葉

太　田　慎　二

埼　玉

増　田　直　樹

石　川

青　木　　　康

石　橋　秀　法 高　橋　　　真 竹　鼻　拓　也

佐　藤　裕　二 加賀谷　　　洋 石　本　明　男

少年女子 宮　城

橋　本　淳　子

群　馬

高　野　八　重

石　川

津　田　藍　子

山　田　裕　美 丹　野　恭　子 安　田　香　奈

貴　田　　　泉 田部井　美　奈 丸　山　実支子

成年男子 大　阪

辻　田　泰　昌

山　形

西　山　博　司

北海道

角　谷　淳　一

今　井　彰　宏 渡　邉　清　一 工　藤　忠　和

鈴　木　草麻生 寺　島　剛　志 古　川　英　樹

成年女子 富　山

大　堀　麻　紀

熊　本

林　　　美　希

東　京

田　児　よし子

佐々木　　　忍 田　畑　美　香 岡　山　登紀子

野々村　美　春 上　田　純　子 立　花　久　枝

少年男子 群　馬

高　橋　幸　治

茨　城

成　島　瑞　穂

熊　本

片　岡　直　茂

横　山　秀　之 樋　渡　順　也 花　田　政　文

坂　入　秀　貴 矢　部　正　博 野　田　亮　介

少年女子 大　阪

大　田　貴　子

埼　玉

小　室　恭　子

熊　本

宮　村　亜貴子

水　井　泰　子 伊　藤　さおり 村　上　直　美

川　口　桐　香 浅　井　康　代 伊　藤　真由美

成年男子 東　京

高　橋　英　治

大　阪

谷　田　尚　嗣

三　重

中　川　　　健

峯　岸　康　史 植　村　昭　彦 磯　部　昌　弘

須　賀　隆　弘 常　山　兼　二 吉　田　義　利

1　位 2　位 3　位

千　葉

田　中　肇　一

北海道

井　野　嘉　久

矢　部　正　博 池　田　哲　徳 一　宮　孝　一

大　橋　雅　道 小　倉　伸　彦 馬　木　智　一

少年女子 大　阪

水　井　泰　子

北海道

増　茂　孝　枝

富　山

山　田　潤　子

川　口　桐　香 中　山　智香子 進　藤　範　子

鬼　池　めぐみ 田　村　裕　美 山　田　靑　子　
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　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

　　　　順　位
種　別

第４９回　　平成６年　わかしゃち国体　　愛知県　　大府市民体育館（総合優勝　大阪府）

1　位 2　位 3　位

第５０回　　平成７年　　ふくしま国体　　福島県　　白河市中央体育館（総合優勝　福島県）

1　位 2　位 3　位

第５１回　　平成８年　　ひろしま国体　　広島県　　三原リージョンプラザ（総合優勝　熊本県）

1　位 2　位 3　位

成年男子 東　京

須　賀　隆　弘

大　阪

辻　田　泰　昌

富　山

気　谷　篤　人

片　山　卓　哉 今　井　彰　宏 岩　渕　公　一

久保田　雄　三 植　村　昭　彦 本　山　秀　昭

成年女子 東　京

松　尾　知　美

富　山

佐々木　　　忍

新　潟

竹　野　景　子

道　上　彰　子 渡　辺　真由美 遠　藤　みゆき

阪　本　雅　子 高　野　八　重 亀　田　幸　恵

少年男子 滋　賀

酒　井　将　之

北海道

一　宮　孝　一

石　川

津　田　光一郎

諏　訪　良　人 馬　木　智　一 奥　森　正　志

松　本　　　徹 今　西　隆　浩 舛　田　圭　太

少年女子 大　阪

福　島　由　佳

福　岡

長谷部　裕　子

群　馬

中　　　麻依子

鬼　池　めぐみ 吉　富　明　子 岡　田　真　紀

市　橋　美　紀 吉　武　由加里 亀　山　貴　代

成年男子 福　島

柳　谷　辰　哉

富　山

気　谷　篤　人

大　阪

常　山　兼　二

大　堀　　　均 本　山　秀　昭 渡　辺　哲　義

平　野　泰　宏 本　田　和　裕 岸　田　明　宏

成年女子 福　島

棒　　　匡　子

大　阪

中　山　智香子

富　山

佐々木　　　忍

大　堀　麻　紀 増　茂　孝　枝 松　田　治　子

寺　尾　美　紀 田　中　美　保 高　野　八　重

少年男子 滋　賀

松　本　　　徹

福　島

渡　部　訓　生

石　川

徳　坂　　　渉

向　　　裕　樹 沈　　　逸　文 栄　代　正　男

川　口　馨　士 竹　俣　洋　平 舛　田　圭　太

少年女子 石　川

中　島　珠　美

富　山

山　田　靑　子

福　岡

吉　富　明　子

片　糸　由希子 石　橋　陽　子 大　石　　　瞳

堀　　　哲　子 加　藤　真知子 稗　田　華　子

成年男子 富　山

今　井　彰　宏

熊　本

霜　上　和　宏

北海道

村　井　秀　樹

谷　内　貴　昭 花　田　政　文 佐　藤　嘉　伸

本　田　和　裕 福　田　　　茂 水　澤　直　哉

成年女子 富　山

河　口　奈緒美

新　潟

竹　野　景　子

広　島

福　井　奈　美

明　石　由　美 斎　藤　かおり 吉　川　　　愛

市　橋　理　恵 住　矢　直　美 渡　辺　夕　子

少年男子 石　川

舛　田　圭　太

埼　玉

小　吹　公　彦

熊　本

大　束　忠　司

車　　　浩　明 中　西　洋　介 木　下　伸　介

酒　井　忠　相 長　嶺　　　宙 二　瓶　　　良

少年女子 埼　玉

井　川　里　美

熊　本

杉　浦　美　幸

大　阪

吉　岡　知　香

岩　脇　　　史 永　峰　弘　子 鄭　　　有　琁

李　　　　　茘 橋　本　純　子 安　城　美　華
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　　　　順　位
種　別

兒　嶋　　　昇 松　井　峰　生 森　　　裁　美

町　田　文　彦 常　山　兼　二 清　水　文　武
須　賀　隆　弘 植　村　昭　彦 棟　居　秀　行

久保田　雄　三 岸　田　明　宏 五十嵐　一　智
宮　崎　克　巳 谷　口　　　章 河　合　昭　博
井　田　貴　子 水　井　妃佐子 高　野　八　重
中　山　智香子 水　井　泰　子 河　口　奈緒美
増　茂　孝　枝 渡　辺　未奈子 市　橋　美　紀
和　田　泰　寛 権　藤　浩　二 彼　島　重　範
仲　尾　修　一 二　瓶　　　良 車　　　浩　明
永　谷　和　也 大　束　真　也 酒　井　忠　相
福　川　和　也 中　村　寿　史 茶　谷　徳　靖

樽　野　智　子 和　田　　　修 西　上　正　一

森　　　かおり 田　井　美　幸 福　永　麻　美

中　内　景　子 舛　田　　　恵 安　城　美　華

三　好　奈　緒 田　村　恵　理 速　水　永　子

　　　　順　位
種　別

今　泉　　　勉 兒　嶋　　　昇 松　井　峰　生

鈴　木　草麻生 町　田　文　彦 岸　田　明　宏
今　井　紀　夫 須　賀　隆　弘 松　井　　　充

大　山　宏　司 渡　邉　清　一 川　口　馨　士
谷　口　　　章 磯　部　和　弘 河　合　昭　博
水　井　泰　子 米　倉　加奈子 高　野　八　重
松　田　治　子 大　坂　千　尋 河　口　奈緒美
市　橋　理　恵 岩　松　絵理子 明　石　由　美
権　藤　浩　二 関　根　　　務 彼　島　重　範
大　束　真　也 橋　村　竜　彦 酒　井　忠　相
中　村　寿　史 平　山　政　史 茶　谷　徳　靖
茂　見　祥　平 川　崎　和　宗 山　下　　　淳

樽　野　智　子 吉　田　信　之 加　藤　　　勝

中　内　景　子 末　綱　聡　子 大　熊　倫　子

藤　本　乃　恵 赤　尾　美　代 山　口　絵　美

松　尾　美穂子 赤　尾　亜　希 謝　　　婷　婷

　　　　順　位
種　別

石　黒　之武久 今　泉　　　勉 石　場　隆　雄

霜　上　和　宏 今　井　紀　夫 舛　田　圭　太
花　田　政　文 大　山　宏　司 清　水　隆　志

大　束　忠　司 吉　川　大　助 古　川　裕　輔
宮　崎　克　巳 大　塚　三　佳 河　合　昭　博
鬼　池　めぐみ 米　倉　加奈子 山　本　静　香
森　　　かおり 中　島　曉　子 山　田　潤　子
関　本　祥　子 大　坂　千　尋 山　田　靑　子
渋　谷　　　実 権　藤　浩　二 岡　野　佳　浩
安　村　康　介 茂　見　祥　平 二　宮　和　敬
佐　藤　翔　治 池　田　礼緒奈 前　田　丈　博
佐々木　　　翔 土　田　真　義 木　場　　　喬

明　神　憲　一 伊　東　幸　男 中　島　正　敏

松　尾　美穂子 田　上　千　晴 陳　　　曉　娜

藤　本　乃　恵 松　本　舞　子 大　下　詩　織

脇　坂　　　郁 野　口　理　加 広　岡　まり香

第５２回　　平成９年　　なみはや国体　大阪府　　大東市立体育館（総合優勝　大阪府）

1　位 2　位 3　位

第５４回　　平成１１年　　くまもと未来国体　　熊本県　　八代市総合体育館（総合優勝　熊本県）

1　位 2　位 3　位

成年女子 奈　良 茨　城 富　山

少年男子 熊　本 埼　玉 石　川

少年女子 福　岡 大　分 埼　玉

成年男子 熊　本 富　山 神奈川

成年女子 大　阪 茨　城

成年男子 東　京 大　阪 福　岡

成年女子 大　阪 奈　良 富　山

少年男子 大　阪 熊　本 石　川

少年女子 福　岡 石　川 大　阪

成年男子 富　山 東　京 大　阪

第５３回　平成１０年　かながわ・ゆめ国体　神奈川県　大和市ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ体育会館（総合優勝　大阪府）

1　位 2　位 3　位

富　山

少年男子 東　京 熊　本 香　川

少年女子 福　岡 熊　本 埼　玉
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　　　　順　位
種　別

今　泉　　　勉 村　中　陽　介 石　場　隆　雄

今　井　紀　夫 花　田　政　文 舛　田　圭　太
谷　内　貴　昭 田　上　良　治 清　水　隆　志

大　山　宏　司 古　井　博　高 古　川　裕　輔
下　鳥　洋　樹 喜　多　　　努 河　合　昭　博
米　倉　加奈子 関　本　祥　子 山　本　静　香
長　縄　美佳子 田　上　千　晴 山　田　潤　子
岩　松　絵理子 西　　　宏　予 山　田　靑　子
渋　谷　　　実 山　形　英　明 井　口　一　司
佐　藤　翔　治 川　口　佳　介 早　坂　幸　平
佐々木　　　翔 米　　　隆　夫 石　田　圭　大
池　田　雄　一 劉　　　志　遠 竹　村　　　純

髙　屋　　　仁 麦　谷　正　二 春　野　良　三

廣　瀬　栄理子 田　村　美　幸 松　田　友　美

今別府　靖　代 今　井　幸　代 西　山　真鯉子

楊　　　藹　琳 劉　　　　　晶 宇　津　早也香

　　　　順　位
種　別

今　泉　　　勉 村　中　陽　介 中　條　　　彪

吉　川　大　助 古　井　博　高 中　村　憲　尚
舛　田　圭　太 花　田　政　文 福　井　剛　士

大　束　忠　司 田　上　良　治 加賀谷　　　洋
中　村　新　一 小　島　一　夫 河　合　昭　博
寺　本　悦　子 松　浦　裕　子 山　田　潤　子
松　田　友　美 正　木　真　澄 田　村　美　幸
赤　尾　亜　希 梅　津　知　恵 佐　伯　知　佳
渋　谷　　　実 大　屋　貴　司 戸　祭　　　潤
山　浦　尚　仁 斉　藤　元　伸 岩　脇　峰　生
池　田　雄　一 堤　　　敦　史 長　原　克　博
新　開　慎　士 井　上　知　也 鈕　　　佳　平

髙　屋　　　仁 中　田　庄　二 吉　田　信　之

楊　　　藹　琳 佐　伯　美沙都 服　部　麻　衣

廣　瀬　栄理子 劉　　　　　晶 倉　満　一　美

今別府　靖　代 今　井　幸　代 橋　本　麻衣子

　　　　順　位
種　別

今　泉　　　勉 古　川　英　樹 渡　辺　哲　義

今　井　紀　夫 水　澤　直　哉 川　口　馨　士
舛　田　圭　太 三　上　裕　司 一　宮　孝　一

大　束　忠　司 長　原　正　博 谷　内　貴　昭
中　村　新　一 山　並　正　人 落　合　久　夫
山　本　静　香 小　川　尚　子 岩　田　良　子
松　田　友　美 長　縄　美佳子 米　倉　加奈子
赤　尾　亜　希 徳　永　幸　子 田　井　美　幸
渋　谷　　　実 大　屋　貴　司 藤　上　良　信
池　田　雄　一 井　上　知　也 山　口　公　洋
新　開　慎　士 秋　山　駿　祐 数　野　健　太
高　木　洋　平 新　井　克　巳 早　川　賢　一

髙　屋　　　仁 尾　藤　伸　治 常　田　貴　裕

廣　瀬　栄理子 脇　田　　　侑 田　嶋　朝　美

今別府　靖　代 後　藤　　　舞 平　山　　　優

小　柳　知　子 林　　　裕　佳 松　村　咲　希

第５５回　平成１２年　２０００年とやま国体　富山県　高岡市民体育館（総合優勝　富山県）

1　位 2　位 3　位

第５６回　　平成１３年　　新世界・みやぎ国体　　宮城県　　塩竈市体育館（総合優勝　富山県）

1　位 2　位 3　位

第５７回　　平成１４年　　よさこい高知国体　　高知県　　南国市立ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ（総合優勝　東京都）

少年女子 青　森 岐　阜 宮　城

成年男子 富　山 熊　本 神奈川

成年女子 茨　城 大　阪 富　山

少年男子 東　京 富　山 北海道

少年女子 青　森 富　山 長　崎

成年男子 富　山 熊　本 埼　玉

成年女子 千　葉 茨　城 富　山

少年男子 東　京 埼　玉 青　森

少年女子 青　森 富　山 大　分

成年男子 富　山 北海道 大　阪

成年女子 千　葉 宮　城 東　京

少年男子 東　京 埼　玉 滋　賀

1　位 2　位 3　位
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　　　　順　位
種　別

兒　嶋　　　昇 藤　原　道　弘 原　田　利　雄
久保田　雄　三 松　川　大　記 草　井　　　篤
片　山　卓　哉 尾　崎　勝　久 山　下　洋　平
清　水　　　裕 佐　伯　浩　一 鈴　木　知　道
中　村　新　一 山　並　正　人 今　井　彰　宏
寺　本　悦　子 小　川　尚　子 末　綱　聡　子
松　田　友　美 長　縄　美佳子 中　内　景　子
赤　尾　亜　希 徳　永　幸　子 今　井　幸　代
藤　上　良　信 小　林　重　徳 大　屋　貴　司
数　野　健　太 高　木　洋　平　 中　尾　祐　介
早　川　賢　一 堀　川　善　生 黒　田　俊　明
早　崎　修　平 林　　　　　森 宗　形　俊　克
常　田　貴　裕 髙　屋　　　仁 工　藤　勇　参
平　山　　　優 小　柳　知　子 吉　村　征　美
松　村　咲　希 藤　澤　美佑紀 前　田　美　順
麻　植　まさよ 今別府　香　里 岡　　　ひとみ

　　　　順　位
種　別

今　泉　　　勉 中　條　　  彪 小　倉　隆　司
舛　田　圭　太 山　田　英　孝 松　本　　　章
大　束　忠　司 福　井　剛　士 竹　村　　　純
大　束　真　也 中　西　洋　介 長　原　正　博
今　井　彰　宏 山　並　正　人 岩　田　良　子
末　綱　聡　子 小　川　尚　子 田　井　美　幸
幡　谷　好　美 長　縄　美佳子 媚　山　映　里
前　田　美　順 平　山　　　優 今別府　靖　代
渋　谷　　　実 帰　山　好　和 藤　上　良　信
藤　田　真　生 遠　藤　大　由 早　川　賢　一
堀　川　善　生 山  田　和　司　 早　崎　修　平
高　階　知　也 小松谷　　　輝 川　下　剛　士
髙　屋　　　仁 名　倉　康　弘 常　田　貴　裕
今別府　香　里 高　橋　沙　織 松　村　咲　希
本　間　ちさと 井　上　春　奈 麻　植　まさよ
藤　井　瑞　希 李　　　舒　静 大　阪　あ　や

　　　　順　位
種　別

荒　木　　　純 中　條　　　彪 町　田　文　彦
舛　田　圭　太 山　田　英　孝 松　本　　　徹
大　束　忠　司 福　井　剛　士 川　口　馨　士
大　束　真　也 中　西　洋　介 清　水　　　裕
尾　藤　伸　治 今　井　彰　宏 谷　内　貴　昭
後　藤　　　愛 末　綱　聡　子 脇　坂　　　郁
脇　田　　　侑 今　井　幸　代 多　谷　郁　恵
吉　村　征　美 前　田　美　順 今別府　香　里
大　屋　貴　司 西　崎　文　貴 藤　上　良　信
林　　　純　司 佐　伯　祐　行 早　崎　修　平
三　橋　智　希 三　宅　達　也 田　中　昭　太
上　田　拓　馬 米　元　優　樹 川　下　剛　士
髙　屋　　　仁 田部井　秀　郎 車　　　浩　明
本　間　ちさと 井　上　春　奈 浜　中　麻亜子
藤　井　瑞　希 富　永　翔　子 樽　野　　　恵
垣　岩　令　佳 作　山　智　美 南　出　なつき

第５８回　　平成１５年　　ＮＥＷ!!わかふじ国体　静岡県　富士宮市民体育館（総合優勝　東京都）

1　位 2　位 3　位

第５９回　　平成１６年　　彩の国まごころ国体　　埼玉県　久喜市総合体育館（総合優勝　埼玉県）

1　位 2　位 3　位

第６０回　　平成１７年　　晴れの国おかやま国体　　岡山県　岡山市総合文化体育館（総合優勝　埼玉県）

1　位 2　位 3　位

成年男子 東　京 岡　山 宮　城

成年女子 千　葉 宮　城 熊　本

少年男子 滋　賀 東　京 埼　玉

少年女子 宮　城 青　森 熊　本

成年男子 富　山 埼　玉 北海道

成年女子 熊　本 宮　城 東　京

少年男子 東　京 埼　玉 滋　賀

少年女子 青　森 埼　玉 宮　城

成年男子 富　山 埼　玉 東　京

成年女子 岐　阜 熊　本 大　阪

少年男子 埼　玉 岡　山 滋　賀

少年女子 青　森 埼　玉 石　川
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　　　　順　位
種　別

今　泉　　　勉 中　條　　　彪 鈴　木　理　之
舛　田　圭　太 仲　尾　修　一 佐々木　　　翔
大　束　忠　司 井　上　知　也 西　浦　和　広
劉　　　志　遠 山　田　和　司 鈕　　　佳　平
小　室　恭　子 今　井　彰　宏 尾　藤　伸　治
岩　脇　　　史 幡　谷　好　美 後　藤　　　愛
大　熊　倫　子 今　井　幸　代 脇　田　　　侑
広　岡　まり香 岡　　　ひとみ 吉　村　征　美
大　屋　貴　司 木戸口　　　元 権　藤　浩　二
上　田　拓　馬 松　川　直　弘 武　山　修　三
田　児　賢　一 笹　木　里　司 嘉　村　健　士
佐々木　　　啓 川　村　勝　平 園　田　啓　悟
車　　　浩　明 藤　田　真　人 田部井　秀　郎
樽　野　　　恵 藤　井　瑞　希 大　森　　　舞
木　村　唯　菜 佐々木　理　恵 三　木　佑里子
南　出　さ　き 垣　岩　令　佳 中　森　理　紗

　　　　順　位
種　別

鈴　木　理　之 今　泉　　　勉 酒　井　良　之
佐々木　　　翔 平　田　典　靖 数　野　健　太
菅　野　俊　助 劉　　　志　遠 早　川　賢　一
鈕　    佳　平 菊　田　健　一 早　崎　修　平
和　田　　　修 鈴　木　康　修 鶴　見　和　彦
田　井　美　幸 三　好　奈　緒 坂　田　雅　美
梅　津　知　恵 金　上　路　子 伊　東　可　奈
樽　野　　　恵 下　﨑　　　彩 内　藤　真　実
大　屋　貴　司 権　藤　浩　二 木戸口　　　元
松　丸　一　輝 嘉　村　健　士 松　浦　正　輝
田　児　賢　一 園　田　啓　悟 千　京　尚　将
和　田　　　周 今給黎　将　之 坂　井　哲　也
藤　田　真　人 車　　　浩　明 明　神　憲　一
垣　岩　令　佳 桜　井　みどり 栗　原　文　音
内　井　快　枝 村　上　　　彩 植　田　　　悠
橋　本　由　衣 三　谷　美菜津 古　賀　さやみ

　　　　順　位
種　別

荒　木　　　純 笹　林　義　春 中　西　洋　介
平　田　典　靖 早　坂　幸　平 井　上　知　也
劉　　　志　遠 廣　部　好　輝 上　田　拓　馬
古　財　和　輝 岩　脇　峰　生 松　丸　一　輝
今　井　彰　宏 原　田　利　雄 栂野尾　昌　一
幡　谷　好　美 三　好　奈　緒 今別府　靖　代
藤　井　瑞　希 金　上　路　子 伊　東　可　奈
垣　岩　令　佳 楠　瀬　由　佳 野尻野　匡　世
北　島　義　浩 藤　上　良　信 戸　祭　　　潤
末　松　　　純 矢　部　拓　也 北　島　　　翼
北　野　拓　二 村　上　　　俊 吉　田　尚　弘
原　田　和　憲 宇　野　賢　人 櫻　庭　弘　貴
田　所　光　男 藤　田　真　人 谷　田　尚　嗣
高　橋　礼　華 橋　本　由　衣 西　　　友　理
佐　藤　冴　香 米　元　小　春 久　後　あすみ
松　友　美佐紀 佐　藤　　　楓 福　万　尚　子

第６１回　　平成１８年　　のじぎく兵庫国体　　兵庫県　　宝塚市立総合体育館（総合優勝　埼玉県）

1　位 2　位 3　位

第６３回　　平成２０年　　チャレンジ！おおいた国体　　大分県　　日田市総合体育館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総合優勝　東京都・熊本県・富山県・青森県）

1　位 2　位 3　位

成年女子 石　川 秋　田 神奈川

少年男子 埼　玉 熊　本 福　井

少年女子 青　森 石　川 福　岡

成年男子 富　山 東　京 埼　玉

成年女子 熊　本 秋　田

成年男子 富　山 埼　玉 秋　田

成年女子 埼　玉 熊　本 岐　阜

少年男子 埼　玉 福　井 熊　本

少年女子 石　川 青　森 埼　玉

成年男子 秋　田 富　山 滋　賀

第６２回　　平成１９年　　秋田わか杉国体　　秋田県　　美郷総合体育館（総合優勝　秋田県）

1　位 2　位 3　位

東　京

少年男子 福　岡 滋　賀 青　森

少年女子 宮　城 青　森 大　阪
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　　　　順　位
種　別

笹　林　義　春 村　中　陽　介 草　井　　　篤
廣　部　好　輝 武　山　修　三 菊　田　健　一
岩　脇　峰　生 園　田　啓　悟 佐　藤　　　黎
山　田　和　司 嘉　村　健　士 木　戸　道　治
山　田　靑　子 原　田　利　雄 谷　内　貴　昭
後　藤　　　愛 金　上　路　子 森　　　かおり
脇　田　　　侑 三　好　奈　緒 今別府　香　里
江　藤　理　恵 楠　瀬　由　佳 関　谷　真　由
大　屋　貴　司 権　藤　浩　二 小　林　重　徳
星　野　翔　平 嘉　村　昌　俊 間　瀬　俊　介
小　林　　　晃 坂　中　賢　太 高　岡　透　平
長谷川　達　也 平　山　涼　介 鄭　　　圭　介
藤　田　真　人 車　　　浩　明 麦　谷　正　二
佐　藤　　　楓 三　谷　美菜津 古　西　佳那子
田　中　志　穂 平　野　華　梨 髙　橋　沙也加
市　丸　美　里 三　納　英莉佳 中　尾　佳　淑

　　　　順　位
種　別

野　村　和　弘 坂　本　修　一 荒　木　　　純
佐　藤　翔　治 廣　部　好　輝 古　財　和　輝
山　口　公　洋 池　田　雄　一 橋　本　博　且
川　内　崇　士 佐　伯　祐　行 黒　瀬　尊　敏
山　田　青　子 和　田　　　修 酒　井　将　之
後　藤　　　愛 田　井　美　幸 木　村　早　紀
脇　田　　　侑 樽　野　　　恵 小　椋　しのぶ
江　藤　理　恵 伊　東　可　奈 大　迫　晴　加
大　屋　貴　司 大　堀　　　均 有　田　圭　一

　 和　田　治　久 桃　田　賢　斗 相　和　勇　輝
竹　内　宏　気 松　居　圭一郎 小　高　拓　也
竹　内　義　憲 小　森　洋　佑 佐　野　拓　磨
大　高　史　夫 下　込　貞　司 麦　谷　正　二
中　村　梨　沙 峰　　　歩　美 高　橋　沙也加
小　橋　　　霞 與　猶　くるみ 古　西　佳那子
奥　原　希　望 城　口　優里花 中　尾　佳　淑

　　　　順　位
種　別

坂　本　修　一 荒　木　　　純 大　束　真　也
池　田　雄　一 小　財　和　樹 山　平　直　樹
藤　田　真　生 黒　瀬　尊　敏 松　尾　光　平
垰　畑　亮　太 銭　谷　　　翔 米　本　優　樹
毛　利　達　彦 尾　藤　伸　治 原　田　利　雄
三　谷　美菜津 脇　田　　　侑 楠　瀬　由　佳
伊　東　可　奈 梅　津　知　恵 馬　上　愛　実
樽　野　　　恵 江　藤　理　恵 下　﨑　　　彩
大　堀　　　均 大　屋　貴　司 小　林　重　徳
齋　藤　太　一 古　賀　　　輝 関　口　直　挙
桃　田　賢　斗 井　上　拓　斗 森　田　　　努
松　居　圭一郎 金　子　祐　樹 吉　川　英太郎
藤　田　真　人 大　高　史　夫 車　　　浩　明
福　島　由　紀 小　橋　　　霞 芝　野　真　由
篠　谷　菜　留 奥　原　希　望 木　村　百　花
窓　場　由加奈 渡　邉　あかね 星　　　千　智

第６４回　　平成２１年　 トキめき新潟国体　　新潟県　　五泉市総合会館（総合優勝　東京都）

1　位 2　位 3　位

第６５回　　平成２２年　 ゆめ半島千葉国体　千葉県　　野田市関宿総合公園体育館、野田市総合公園体育館
                                　　　　　　　                   　　　（総合優勝　埼玉県）

1　位 2　位 3　位

第６６回　　平成２３年　おいでませ！山口国体　山口県　光市総合体育館（総合優勝　埼玉県・東京都）

少年女子 青　森 埼　玉 石　川

1　位 2　位 3　位

成年男子 東　京 熊　本 宮　城

成年女子 岐　阜 秋　田 大　阪

少年男子 埼　玉 熊　本 東　京

少年女子 青　森 石　川 富　山

成年男子 千　葉 東　京 富　山

成年女子 岐　阜 石　川 兵　庫

少年男子 埼　玉 福　島 大　阪

少年女子 埼　玉 愛　知 富　山

成年男子 東　京 富　山 山　口

成年女子 石　川 岐　阜 秋　田

少年男子 福　島 埼　玉 東　京
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　　　　順　位
種　別

中　條　　　彪 荒　木　　　純 野　村　和　弘
山　田　和　司 園　田　啓　悟 竹　内　宏　気
遠　藤　大　由 嘉　村　健　士 大　越　　　泉
上　田　拓　馬 武　下　利　一 松　丸　一　輝
尾　藤　伸　治 岩　田　良　子 毛　利　達　彦
後　藤　　　愛 今別府　靖　代 伊　東　可　奈
脇　田　　　侑 田　村　千　秋 樽　野　　　恵
江　藤　理　恵 土　井　杏　奈 三　谷　美菜津
大　屋　貴　司 大　堀　　　均 仲　尾　修　一
井　上　拓　斗 桃　田　賢　斗 河　崎　駿　輔
金　子　祐　樹 松　居　圭一郎 三津川　剛　史
西　本　拳　太 保　木　卓　朗 宮　　　雄　大
山　田　秀　樹 藤　田　真　人 松　田　高　幸
奥　原　希　望 永　田　　　麗 山　口　ソヨカ
渡　邉　あかね 中　村　恭　子 松　田　　　蒼
中　西　貴　映 宮　浦　玲　奈 野　上　碧　水

　　　　順　位
種　別

荒　木　　　純 中　西　洋　介 坂　本　修　一
佐々木　　　翔 遠　藤　大　由 数　野　健　太
園　田　啓　悟 山　田　和　司 上　田　拓　馬
嘉　村　健　士 和　田　　　周 早　川　賢　一
清　水　文　武 吉　冨　桂　子 山　田　靑　子
髙　橋　礼　華 峰　　　歩　美 脇　田　　　侑
松　友　美佐紀 福　島　由　紀 江　藤　理　恵
土　井　杏　奈 廣　田　彩　花 山　本　紗　梛
大　屋　貴　司 有　田　圭　一 成　富　勝　彦
五十嵐　　　優 下　農　　　走 成　富　勇　太
中　里　裕　貴 常　山　幹　太 原　口　拓　巳
小野寺　裕　介 疋　田　聖　也 馬　場　湧　生
藤　田　真　人 山　田　秀　樹 越　田　芳　成
宮　浦　玲　奈 中　西　貴　映 松　田　　　蒼
永　田　　　麗 清　水　　　望 金　浦　紗　樹
永　原　和可那 川　島　里　羅 中　村　　　幸

　　　　順　位
種　別

長谷川　　　進 小　倉　隆　司 坂　本　修　一
伊　東　克　範 竹　村　　　純 数　野　健　太
坂　井　一　将 佐々木　　　翔 垰　畑　亮　太
小　林　　　晃 島　田　大　輝 堀　内　研　人
今　井　彰　宏 酒　井　将　之 内　藤　祐　輔
伊　東　可　奈 大　迫　晴　加 土　井　杏　奈
福　島　由　紀 平　野　華　梨 鈴　木　温　子
廣　田　彩　花 杉　野　文　保 板　垣　有　紀
有　田　圭　一 大　屋　貴　司 大　堀　　　均
下　農　　　走 玉　手　勝　輝 古　賀　　　穂
小　倉　由　嵩 中　田　政　秀 渡　辺　勇　大
常　山　幹　太 渡　邉　航　貴 三　橋　健　也
本　多　裕　樹 藤　田　真　人 堂　下　智　寛
大　堀　　　彩 安　田　美　空 川　島　里　羅
東　野　有　紗 園　田　絵里奈 尾　﨑　沙　織
川　上　紗恵奈 荒　木　茜　羽 西　口　涼　子

第６９回　　平成２６年　　長崎がんばらんば国体　　長崎県　　長崎市民会館（総合優勝　埼玉県）

1　位 2　位 3　位

成年男子 埼　玉 富　山 千　葉

成年女子 岐　阜 東　京 石　川

少年男子

少年女子 埼　玉 青　森

埼　玉 福　島 滋　賀

第６７回　　平成２４年　 ぎふ清流国体  　岐阜県　　池田町総合体育館（総合優勝　埼玉県）

1　位 2　位 3　位

富　山

成年男子 富　山 埼　玉 東　京

成年女子 東　京 熊　本 岐　阜

少年男子 埼　玉 大　阪 福　岡

少年女子 青　森 埼　玉 富　山

第６８回　　平成２５年　　スポーツ祭東京２０１３　　東京都　　町田市立総合体育館（総合優勝　埼玉県）

1　位 2　位 3　位

成年男子 石　川 北海道 東　京

成年女子 熊　本 兵　庫 東　京

少年男子 大　阪 埼　玉 福　島

少年女子 福　島 青　森 埼　玉
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　　　　順　位
種　別

二　瓶　　　良 田部井　秀　郎 諸　多　大　輔
内　藤　浩　司 松　丸　一　輝 堀　川　善　生
齋　藤　太　一 堀　内　研　人 鈴　木　大　裕
松　居　圭一郎 古　雅　　　輝 大　田　圭　祐
今　井　彰　宏 原　田　利　雄 内　藤　祐　輔
伊　東　可　奈 楠　瀬　由　佳 土　井　杏　奈
福　島　由　紀 米　元　小　春 鈴　木　温　子
廣　田　彩　花 田　中　志　穂 仲　井　由紀乃
大　堀　　　均 松　川　大　記 大　屋　貴　司
渡　辺　勇　大 奥　山　晃　輔 小　川　佳　汰
三　橋　健　也 山　下　恭　平 森　岡　秀　斗
山　澤　直　貴 坂　本　泰　晟 渡　邉　航　貴
小　林　陽　年 上　田　敏　之 高　瀬　秀　雄
鈴　木　咲　貴 齋　藤　　　栞 荒　木　萌　恵
山　口　　　茜 高　畑　祐紀子 岡　部　　　天
西　江　彩　花 川　島　美　南 小　沼　みなみ

　　　　順　位
種　別

荒　木　　　純 諸　多　大　輔 井　上　哲　章
山　口　容　正 堀　川　善　生 池　田　雄　一
常　山　幹　太 鈴　木　大　裕 権　藤　公　平
下　農　　　走 佐　伯　健　人 小　本　翔　太
今　井　彰　宏 内　藤　祐　輔 山　田　秀　樹
伊　東　可　奈 土　井　杏　奈 道　野　京　耶
福　島　由　紀 鈴　木　温　子 川　島　里　羅
廣　田　彩　花  髙　畑　祐紀子 尾　崎　沙　織
本　多　裕　樹 大　屋　貴　司 権　藤　浩　二
山　澤　直　貴 渡　邉　航　貴 平　川　　　透
金　子　真　大 小野寺　雅　之 山　元　拓　摩
久保田　友之祐 岡　村　洋　輝 小　本　大　佑
大　堀　　　均 車　　　浩　明 髙　瀬　秀　雄
仁　平　菜　月 大　家　夏　稀 岡　部　　　天
吾　妻　咲　弥 楮　　　萌 小　沼　みなみ
髙　橋　明日香 南　部　一　伽 有　川　友理奈

　　　　順　位
種　別

荒　木　　　純 渡　部　訓　生 中　條　　　彪
西　本　拳　太 松　居　圭一郎 竹　内　義　憲
常　山　幹　太 古　賀　　　穂 小　川　佳　汰
下　農　　　走 三　橋　健　也 渡　邉　航　貴
原　田　利　雄 山　田　秀　樹 吉　冨　桂　子
米　元　小　春 川　島　里　羅 峰　　　歩　美
田　中　志　穂 尾　﨑　沙　織 志　田　千　陽
川　上　紗恵奈 西　口　涼　子 松　山　奈　未
権　藤　浩　二 井　出　　　大 林　　　貴　昭
小　本　大　佑 長　峰　　　善 村　本　竜　馬
田　中　湧　士 小　川　翔　悟 辻　　　凌　也
森　田　新太郎 岩　切　　　樹 滝　口　友　士
磯　部　和　弘 竹　光　唯　至 滝　内　　　亮
島　倉　　　唯 柳　井　咲　耶 正　田　捺　実
海老澤　　　花 淺　井　和　奏 吉　田　瑠　実
海老澤　　　彩 宮　内　公　佳 上　杉　　　杏

第７０回　　平成２７年　 紀の国わかやま国体  和歌山県　岩出市立市民総合体育館（総合優勝　福島県）

1　位 2　位 3　位

第７１回　　平成２８年　希望郷いわて国体　岩手県　北上総合体育館　（総合優勝　熊本県）

1　位 2　位 3　位

第７２回　平成２９年　愛顔つなぐえひめ国体　愛媛県　砥部町陶街道ゆとり公園体育館　（総合優勝　埼玉県）

1　位 2　位 3　位

成年女子 熊　本 東　京 埼　玉

少年男子 福　島 埼　玉 熊　本

少年女子 福　島 石　川 千　葉

成年男子 福　島 埼　玉 宮　城

成年女子 熊　本 秋　田 東　京

少年男子 福　島 岡　山 埼　玉

少年女子 福　井 埼　玉 千　葉

成年男子 富　山 宮　城 熊　本

福島 埼玉成年男子 富山

成年女子 秋田 埼玉 熊本

少年男子 熊本 宮崎 長崎

少年女子 茨城 山口 埼玉
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　　　　順　位
種　別

荒　木　　　純 中　條　　　彪 吉　田　　　仁
保　木　卓　朗 井　上　拓　斗 東　野　圭　吾
小　林　優　吾 金　子　祐　樹 渡　部　　　大
常　山　幹　太 渡　邉　航　貴 三　枝　力　起
三　好　奈　緒 三　觜　　　賢 横　山　康　博
松　本　麻　佑 綿　矢　汐　里 星　　　千　智
永　原　和可那 山　口　　　茜 小　野　菜　保
川　上　紗恵奈 西　江　彩　花 大　家　夏　稀
大　屋　貴　司 明　石　浩　和 松　川　大　記
中　山　裕　貴 宇　治　巧　登 一　井　亮　太
緑　川　大　輝 佐　野　大　輔 藤　井　　　凌
加　藤　太　基 高　橋　洸　士 山　川　　　翼
滝　内　　　亮 芝　田　由紀恵 髙　瀬　秀　雄
上　杉　　　杏 海老原　香　澄 山　田　　　楓
齋　藤　　　夏 佐　川　智　香 栗　原　あかり
吉　田　瑠　実 輿　石　江里香 栗　原　琉　夏

第７４回　　令和元年　いきいき茨城ゆめ国体　茨城県　石岡市石岡運動公園体育館　（総合優勝　熊本県）

　　　　順　位
種　別

荒　木　　　純 前　田　尚　史 坂　本　修　一
下　農　　　走 山　田　和　司 五十嵐　　　優

　 武　下　利　一 霜　上　雄　一 小野寺　裕　介
久保田　友之祐 田　中　湧　士 馬　場　湧　生
池　田　雄　一 神谷ジャーミン 星　　　明　彦
峰　　　歩　美 本　田　恵利奈 星　　　千　智
仲　井　由希乃 清　水　　　望 小　野　菜　保
福　本　真恵七 舟　橋　佳　歩 大　家　夏　稀
奈良岡　　　浩 大　屋　貴　司 林　　　貴　昭
奈良岡　功　大 百　上　拓　海 町　　　祥　英
武　藤　映　樹 樋　口　　　輝 中　島　　　巧
久　慈　友　也 秦　野　　　陸 杉　本　一　樹
藤　田　真　人 竹　光　唯　至 磯　部　和　弘
髙　橋　美　優 金　廣　美　希 海老澤　　　彩
内　田　美　羽 長　廻　真　知 小　川　明　華
加　藤　佑　奈 水　津　愛　美 青　木　も　え

第７５回　　令和２年　燃ゆる感動かごしま国体　鹿児島県　指宿総合体育館　（中　止）

第７６回　　令和３年　三重とこわか国体　三重県　三重県営サンアリーナ　（中　止）

第７７回　　令和４年　いちご一会とちぎ国体　栃木県　栃木県立県北体育館　（総合優勝　埼玉県）

　　　　順　位
種　別

荒　木　　　純 山　田　秀　樹 平　田　典　靖
金　子　真　大 川　本　拓　真 松　村　健　太
大　林　拓　真 河　村　　　翼 村　本　竜　馬
秦　野　　　陸 百　上　拓　海 馬屋原　大　樹
吉　冨　桂　子 名　倉　康　弘 内　藤　祐　輔
古　川　佳　奈 林　　　　　樂 香　山　未　帆
川　添　麻依子 上　杉　　　杏 杉　山　　　薫
今　井　莉　子 吉　田　瑠　実 木　村　百　伽
本　多　裕　樹 林　　　貴　昭 中　田　真　琴
岩　野　滉　也 櫻　井　煌　介 大　田　隼　也
谷　岡　大　后 南　本　和　哉 野　村　光　河
崎　野　翔　太 奥　野　天　斗 松　久　知　弘
藤　田　真　人 髙　瀬　秀　雄 滝　内　　　亮
石　川　心　菜 岡　本　萌奈未 石　井　夢　楓
小　林　優　花 竹　澤　みなみ 小　原　未　空
清　瀬　璃　子 黒　川　璃　子 高　津　愛　花

成年男子 富山 埼玉 北海道

第７３回　平成３０年　福井しあわせ元気国体　福井県　勝山市体育館「ジオアリーナ」　（総合優勝　埼玉県）

1　位 2　位 3　位

成年女子 秋田 福井 石川

少年男子 埼玉 大阪 岡山

少年女子 埼玉 栃木 千葉

成年男子 富山 熊本 東京

成年女子 熊本 茨城 石川

1　位 2　位 3　位

少年男子 青森 埼玉 長崎

少年女子 青森 山口 茨城

成年男子 富山 埼玉 愛知

成年女子 岐阜 埼玉 東京

少年男子 福島 長崎 富山

1　位 2　位 3　位

少年女子 青森 千葉 埼玉
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特別国民体育大会　令和５年　燃ゆる感動かごしま国体　鹿児島県　指宿総合体育館　（総合優勝　埼玉県）

　　　　順　位
種　別

荒　木　　　純 村　上　　　俊 上　田　拓　馬
金　子　真　大 西　川　裕次郎 柴　田　一　樹
高　橋　洸　士 藤　原　圭　祐 森　口　航士朗
大　林　拓　真 増　本　康　祐 武　井　凜　生
吉　冨　桂　子 戸　川　力　夫 棟　居　秀　行
古　川　佳　奈 上　杉　　　杏 齋　藤　　　栞
川　添　麻依子 宮　﨑　淳　美 重　田　美　空
小　西　春　七 石　井　夢　楓 久　湊　菜　々
大　屋　貴　司 戸　祭　　　潤 本　多　裕　樹
沖　本　優　大 今　田　竜　大 谷　岡　大　后
角　田　洸　介 菅　原　海　斗 松　川　健　大
澤　田　修　志 田　中　陽　樹 川　野　寿　真
竹　光　唯　至 藤　田　真　人 西　山　勝　也
田　口　真　彩 清　瀬　璃　子 岸　本　侑　香
宮　崎　友　花 横　内　美　音 根　波　美　乃
砂　川　温　香 平　本　梨々菜 西　田　美　夢

第７８回　　令和６年　ＳＡＧＡ２０２４　佐賀県　唐津市文化体育館　

　　　　順　位
種　別

成年男子 富山 滋賀 東京

成年女子 岐阜 埼玉 山口

少年男子 埼玉 青森 福島

少年女子 山口 青森 長崎

1　位 2　位 3　位

1　位 2　位 3　位

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子
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競競技技上上のの注注意意

１ 本競技会は、 年度公益財団法人日本バドミントン協会 競技規則・大会運営規程並

びに公認審判員規程により実施します。

２ 大会会場での服装については、公益財団法人日本スポーツ協会『国民スポーツ大会ユニ

フォーム規程』を優先適用します。規程に含まれない項目は、上記１に基づきます。従っ

て、会場への入場から退場まで、マッチ前のウォームアップを含め、ベンチに控えている

際にも都道府県名表示のある上衣を着用することになります。

なお、競技に際しては、上衣背面中央に縦６～ 、横 以内の範囲に都道府県名を

単一色で明示してください。文字は、上衣背面の都道府県名明示部分の色と明確に区別で

きる色の漢字とします。また、ゼッケンを使用する場合には、縦 、横 を基準とし、

必ず四隅を固定してください。文字列の大きさについては上記と同様大会運営規程第

条によります。

３ 競技者は対抗戦開始予定の１時間前には会場に到着してください。

４ オーダー用紙は、当該対抗戦開始予定時刻 分前に、監督がオーダー交換所へ提出し、

その場で対戦相手と交換してください。

ただし、 分前の時点で前の対抗戦が継続している場合は、終了後ただちに提出してく

ださい。定時（指示のあった時刻）までに提出されない場合は「棄権」とみなします。

（１）オーダー交換は、オーダー交換所でデピュティーレフェリーの立ち合いの下行いま

す。

※ 予備のオーダー用紙は、オーダー交換所に用意しています。

（２）オーダー用紙は、初回対抗戦分を監督会議時に配布します。

（３）各対抗戦終了後、勝利チームに次対抗戦用のオーダー用紙を主審から配布します。

（４）第 日目の第 試合（９時 分開始）のオーダー交換は８時 分から行います。

（５）第２日目から第４日目の第１試合（９時 分開始）のオーダー交換は８時 分

から行います。

５ 対抗戦は、ダブルス－第１シングルス－第２シングルスの順で行います。対抗戦の勝敗

は、先取マッチ方式で決定し、勝敗決定後の残りのマッチは打ち切りとします。

６ 競技の進行状況に応じて、予定された開始時刻やコートを変更することや、コートを並

行することがあります。放送には十分注意してください。

７ 監督・プレーヤーは、対抗戦開始予定時刻 分前までに選手集合所に集合を完了して、

招集委員の確認を受け、指示に従ってください。ただし、その時点で前の対抗戦が継続し

ている場合は、放送の指示により選手集合所に集合してください。集合に際しては、『ＩＤ

カード』を確認できる位置に表示（着用）してください。

勝ち上がったチームの対抗戦が連続する場合は、前の対抗戦終了 分後に次の対抗戦を

開始します。

８ コートへの入場及び退場については、主審の指示に従ってください。対抗戦開始時、終

了時とも、チームは指定コートのショートサービスライン上に整列してあいさつを行って

ください。
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９ マッチ開始前のウォームアップは、対戦チームとあいさつを交わした後、マッチ毎に主

審が審判台に座った時から「（ラブオール）プレー」のコールまでの３分間としますが、主

審の「レディー トゥ プレー（マッチ開始の準備をしてください。）」のコールでウォー

ムアップを終了し、マッチ開始の準備をしてください。なお、当初から２コート以上を用

いる場合も、同様に、マッチの開始前に３分間行ってください。

ウォームアップは、ダブルスではパートナーと、シングルスでは対戦者同士で行ってく

ださい。シャトルは本部で準備します。

コーチ席を各コート（主審側）に２席設置します。着席できるのは、監督・プレーヤー

に限ります。プレーヤーが着席する場合にも、コーチの服装規定（公認審判員規程第５条

第 項 ８ ９ ）が適用されますので、長ズボンまたはスカートの着用が必要です。

本競技会では、ステンシルマークは表示できません。

インターバルは、競技規則第 条第２項通り認めます。インターバル中、コートでアド

バイスできるのは監督・プレーヤー（コーチの服装規定遵守者）で、同時に２名までとし

ます。各ゲーム間と第３ゲームのインターバルでは、当該プレーヤーがエンドを替えた後

にコートに入らなければなりません。主審が「○コート 秒」のコールを行ったら、当該

プレーヤー以外は速やかにコートから離れなければなりません。

ダブルスと第１シングルスに同一プレーヤーが出場する場合は、主審への申し出により

ウェアの着替えのみを認めますが、速やかに行わない場合はプレーの遅延（競技規則第

条第６項）として処置します。

ダブルスと第２シングルスに同一プレーヤーが出場する場合は、ダブルスの終了から

分後に第２シングルスを始めます。

プレーの中断は、主審が認めた場合を除き一切認められません。マッチ中のケガ等の場

合、コートに入ることを許されるのは、レフェリーまたはデピュティーレフェリーが必要

と認める医療役員等に限られています。なおスプレーについては、レフェリー及び医療役

員の判断により、インターバル中を除きマッチに１度だけ使用を認めることがあります。

競技規則 第９条 サービス 第１項 ５ については、下記のとおり「スピンサーブ（通

称）」の使用禁止期間が来年１月１日まで延長になりました。

サーバーは、ラケットで最初にシャトルの台を打つものとする。

ただし、 年１月１月までサーバーはスピン 回転 を加えずにシャトルを放し、ラケ

ットで最初にシャトルの台を打つものとする。」

※従って、「スピンサーブ」（通称）が行われた場合は「フォルト」の処置を行います。

マッチ中の水分補給、汗ふきなどは主審の許可を得なければなりません。なお、氷嚢の

使用は、インターバル中のみとします。大型クーラーボックスの持ち込みは禁止します。

床が濡れた場合は、各チームの責任できれいにしてください。ラケットやシャトルの交換

時、試打は禁止されています。

（１）タオル・ラケット・水分補給用のボトル等は、コートサイドにバッグを持ち込んで

保管してください。

（２）容器は倒れてもこぼれないフタ付ボトルを使用してください。

（３）氷嚢は、ベンチで保冷バッグなどに入れ保管してください。
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競技フロアでは、競技者（監督・プレーヤー等）の携帯電話、パソコンなどの電子機器

やカメラの使用を禁止します。競技フロアでは、電源を にしてください。〔公認審判員

規程第５条第 項 ５ ６ 、第 項〕モバイル機器を使用してのマッチ中のアドバイ

ス・コーチングは禁止されています。

ウォームアップ等については唐津市文化体育館分館を利用してください。ストレッチ程

度であれば選手集合所横のフリースペースも利用できます。また、体育館横の陸上競技場

（屋外）を利用することもできます。対抗戦開始に先立つ招集に関しては、十分に注意し

てください。

ベンチ付近でのウォームアップはできません。

プレーヤーの荷物等は、各自持参で入退場してください。

プレーヤー等のケガ等の場合、大会本部ではマッチ終了後に簡単な応急処置のみ行いま

す。その後は各自・各チームの責任において対応してください。

観客及びＴＶ（配信）視聴者がプレーヤーを区別しやすくするため、大会最終日（決勝

戦・３位決定戦）においては、対戦相手と明らかに違う色のウェア着用にご協力ください。

その他、国民スポーツ大会バドミントン競技実施要項を遵守してください。

一一 般般 注注 意意 事事 項項

１ ＩＤ規制エリア内は土足禁止です。必ず上履きに履き替えてください。

なお、盗難事故防止のため、各自で貴重品等の管理をお願いします。

２ ゴミは各自持ち帰るようにお願いします。

３ 体育館内での手指消毒にご協力ください。
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審審判判上上のの注注意意

１ 審判員は、 年度公益財団法人日本バドミントン協会 競技規則・大会運営規程並び

に公認審判員規程にのっとり厳正に競技を運営・管理します。

２ 審判は、主管者で行います。主審､サービスジャッジ､ 線審４名を配置します。〔大会運

営規程別表２〕

３ 競技規則の第９条 サービス 、第 条 フォルト 、第 条 プレーの継続、不品行な振

舞い、罰則 については、厳正に判定します。

プレーヤーが汗を払い、散らしたりした場合〔公認審判員規程第５条第９項（１）⑥〕

や、プレーヤーがインターバル終了までにコートに戻らない場合〔公認審判員規程第５条

第 項（２）〕も、競技規則第 条第７項を適用し、イエローカード・レッドカードの処

置を行います。

４ もし、出血がある場合は、出血が止まるまで、あるいは傷が適切に保護されるまで、そ

のゲームの再開を遅らせます。または、それ以外の場合にレフェリーが主審にゲームの再

開を遅らせるよう指示することがあります。〔公認審判員規程第５条第 項 ２ 〕

５ 競技規則 第９条 サービス 第１項 ５ については、下記のとおり「スピンサーブ（通

称）」の使用禁止期間が来年１月１日まで延長になりました。

サーバーは、ラケットで最初にシャトルの台を打つものとする。

ただし、 年１月１月までサーバーはスピン 回転 を加えずにシャトルを放し、ラケ

ットで最初にシャトルの台を打つものとする。」

※従って、「スピンサーブ」（通称）が行われた場合は「フォルト」の処置を行います。

６ シャトルがインプレーでない場合で、プレーヤーがサービスとレシーブのために位置に

つくまでの間に限り、プレーヤーはマッチ中、アドバイスを受けることができます。［競技

規則第１６条第５項（１）］監督・プレーヤーなどが、インプレー中に当該プレーヤーに対

して、アドバイスをすることは認められません。

７ 審判員の判定に対して疑問がある場合は、当該プレーヤーと監督に限り、主審に対して

「質問」することが認められます。ただし、「抗議」あるいは「異議」であってはなりませ

ん。［大会運営規程第３６条］
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輸輸送送ににつついいてて

１ 輸送について

⑴ 輸送方法

選手・監督の宿舎から競技会場及び練習会場への移動は、持込車両もしくは計画輸送（タクシー）

での移動となります。

⑵ 計画輸送対象

選手・監督を対象とします。

⑶ 計画輸送区間

「宿舎」・「競技会場（監督会議会場）」・「練習会場」が計画輸送の対象区間です。

⑷ 計画輸送留意事項

・来会意向調査時に、大会期間中の移動手段を「計画輸送（タクシー）」と回答いただいたチームに

は、タクシー計画表を事前に配付しております。

・計画輸送は令和６年 月３日（木）～ 月８日（火）のみ使用が可能です（公式練習日を含む。）。

・直接タクシー会社に連絡され乗車されたタクシー料金は自己負担となります。

・宿舎、でのタクシーの手配は、タクシープールに連絡をお願いいたします。

・練習会場でのタクシーの手配は、タクシープールに連絡をお願いいたします。

・競技会場でのタクシーの手配は、タクシープールに連絡をお願いいたします。

・タクシープールのタクシー台数が限られていますので、時間に余裕を持ってご連絡ください。

２ 駐車場について

⑴ 競技会場

来会意向調査時に、大会期間中の移動手段を「持込車両」と回答いただいたチームには、「駐車許

可証」を事前に配付しております。駐車許可証をお持ちのチームは指定駐車場をご利用ください。

⑵ 練習会場

持込み車両のあるチームは指定の駐車場をご利用ください。

⑶ 宿舎

宿舎の駐車場の有無については、各宿舎によって異なりますので、宿泊先が決まり次第、必要に

応じて宿泊先へお尋ねください。

⑷ 監督会議会場

監督会議会場には駐車場を用意しておりますので、ご利用ください。

３ 注意事項

計画輸送のご利用は、１⑶の計画輸送区間の移動に限ります。競技終了後の買い物や食事等、プライ

ベートな移動にはご利用になれません。
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〇ススココアア配配信信（（ ））

〇〇動動画画配配信信（（国国ススポポチチャャンンネネルル））

〇〇競競技技結結果果ににつついいてて（（案案内内期期間間 令令和和６６年年 月月 日日 月月 ～～ 月月 （（金金））））

○【 国スポ唐津市 関係はこちらから】

年は滋賀県開催！！

大津市マスコットキャラクター

おおつ光ルくん

SAGA2024  
KARATSU  

Facebook 
 
 
 
 
 

ＳＳＡＡＧＧＡＡ 国国ススポポ・・全全障障ススポポ 唐唐津津市市実実行行委委員員会会

佐佐賀賀県県唐唐津津市市南南城城内内 番番地地 大大手手口口セセンンタターービビルル５５階階

：：

・スマートフォン

（ ・スマホ） （フューチャーホン）

（国スポチャンネル）

（ ）

フューチャーホン（ガラケー）

競技記録結果・動画配信に関する案内

来来年年はは滋滋賀賀県県大大津津市市でで

おお会会いいししままししょょうう！！！！

※この事業は、全国の皆様から贈られた「ふるさと寄付金」を活用して実施しています。




